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一
、
本
書
は
昭
和
三
十
四
年
九
月
十

一
日
よ
り
同
十
七
日
に
至
る
間
宮
崎
県
教
育

委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
串
間
市
下
弓
田
遺
跡
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

石
川
恒
太
郎
　
　
　
　
（第

豆
早
調
査
の
目
的
と
経
過
）

（第
二
章
遺
跡
―
第
二
節
住
居
址
）

（附
調
査

―
日
誌
）

遠
藤
　
　
尚
　
　
　
　
（第
二
章
地
形
及
地
質
）

賀
川
　
光
夫
　
　
　
　
（第
二
章
遺
跡
―
第

一
節
層
位
調
査
）

（第
四
章
第
二
節
土
器
汎
論
）

鈴
木
　
重
治
　
　
　
　
（第
四
章
遺
物
―
第
一
節
土
器
）

（第
四
章
遺
物
―
第
二
節
石
器
）

酒
詰
　
仲
男
　
　
　
　
（第
五
章
結
説
）

（附
調
査
日
誌
）

鏡
山
　
　
猛
　
　
　
　
　
附
　
説
―
―
布
痕
土
器
に
つ
い
て

一
、
本
書
の
編
集
は
鏡
山
猛
氏
が
担
普
し
た
。

一
、
各
執
筆
者
の
原
稿
は
出
来
る
だ
け
論
旨
を
生
か
し
た
の
で
執
筆
者
間
の
意
見

の
完
全

一
致
を
見
な
い
点
あ
る
時
は
そ
の
旨
を
記
し
た
。

附
図
は
各
執
筆
者
に
於
て
実
測
製
図
平
拓
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
下
弓
田
遺
跡
の
調
査
は
小
規
模
な
調
査
は
こ
れ
ま
で
二
回
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
各
々
に
つ
い
て
は
左
に
報
文
が
あ
る
。
併
せ
て
被
見
さ
れ
度
い
。

一
、
宮
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
輯

（
昭
和
三
十
二
年
二
月
）

昭
和
三
十
六
年
二
月

宮
崎
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
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第

〓
早

調

査

の

目

的

と

経

過

一
、
遺

跡

の

歴

史

と

発

見

宮
崎
県
串
間
市
下
弓
田
は
宮
崎
県
の
南
端
に
近
く
福
島
川
の
河
回
の
東
岸
に
位

置
す
る
土
地
で
、
こ
の
地
方
す
な
わ
ち
現
在
の
串
間
市
の
地
域
は
、
古
く
は
櫛
間

院
と
い
っ
て
王
朝
時
代
の
卿
院
の
地
で
あ
り
、
近
世
に
は
高
鍋
藩

（秋
月
氏
領
）

の
地
で
あ

っ
た
。
当
時
こ
の
地
は
付
近
の
金
谷
浦
、
塩
屋
原
と
と
も
に
南
方
村
に

属
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
に
町
村
制
を
実
施
す
る
に
当
り
南
方
、
北
方
、
秋
山

串
間
の
四
ケ
村
を
併
せ
て
北
方
村
と
な
り
、
後
福
島
町
に
合
併
し
、
さ
ら
に
串
間

市
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

下
弓
田
は
現
在

「
し
も
ゆ
み
た
」
と
訓
ん
で
い
る
が
実
は

「
し
も
い
む
た
」
で

あ
る
。
平
部
晴
南
編
の

「
日
向
地
誌
」
①
に
は
那
珂
郡
南
方
村
の
部
に
こ
の
地
方

の
こ
と
を
誌
し
て
を
り
、
そ
の
馬
礁
畠

（む
ま
そ
ば
え
）
や
垂
島

（
び
ん
だ
れ
じ

ま
）
の
説
明
に
下
弓
田
の
字
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
下
弓
日
の
弓
の
字
に
は

「
イ

ム
」
と
送
り
仮
名
を

つ
け
て
い
る
。
ま
た
同
じ
串
間
市
の
大
束
村
に
は
下
弓
日
の

北
方
約
七
Ｋ
Ｍ
の
と
こ
ろ
に
丼
牟
田
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
で
下
弓
田
が

「
し
も
い
む
た
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
い
む
た
」
と
い
う
の
は
商
牟
田
と
い
う
字
で
現
わ
さ
れ
る
が
、
函
牟
田
ま
た

は
牟
田
と
い
う
地
名
は
県
下
各
地
に
広
く
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
日
向
地
誌

」
の
字
名
を
見
て
も
那
珂
郡
中
村
に

「
牟
田
」
宮
崎
郡
跡
江
村
に

「
牟
田
ノ
上
」

上
別
府
村
に

「
牟
田
」
浮
田
村
に

「
前
牟
田
」
児
湯
郡
に
も
下
那
珂
村
に

「
大
牟

田
」
日
杵
郡
に
も
伊
福
形
村
に

「
相
牟
田
」

「
牟
田
」
祝
子
村
に

「
無
田
」
稲
葉

崎
村
に

「
後
無
田
」
ま
た
門
川
村
尾
末
に
は

「
弓
田
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
牟

田
ま
た
は
無
田
と
書
く

「
む
た
」
は
ぬ
た
」

（沼
田
）
と
同
じ
で
湿
田
を
意
味
す

る
言
著
で
あ
る
。
②
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
湿
田
に
は
商
草
簡
牟
田
と
呼
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
下
弓
日
の
遺
跡
は
、
こ
の
地
に
住
居
を
作

っ
て
こ
こ
を
耕
作
し
て
い
る
森

駿
氏
に
よ

っ
て
土
器
の
破
片
や
石
器
な
ど
が
堀
り
出
さ
れ
て
い
た
の
を
、
県
の
博

物
館
主
事
で
あ

っ
た
故
瀬
之
口
伝
九
郎
氏
に
よ

っ
て
注
目
さ
れ
た
の
が
発
見
の
動

機
で
あ

っ
た
。
故
瀬
之
日
氏
が
最
桝
に
こ
こ
を
訪
れ
た
の
は
い
つ
で
あ

っ
た
か
明

ら
か
で
な
い
が
、
昭
和
十
九
年
十
月
三
十

一
日
発
行
さ
れ
た

「
日
向
上
代
遺
跡
遺

物
地
名
表
」

（上
代
日
向
研
究
所
発
行
）
の
南
那
珂
郡
北
方
村
の
部
に

「南
方
城

ノ
脇
、
円
石
、
砥
、
組
文
土
器

（包
。
散
）
、
森
駿
、
瀬
之
日
伝
九
郎
」
と
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
戦
争
中
に
こ
こ
の
遺
跡
が
知
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

「

―
Ｉ
Ｌ



日
向
上
代
遺
跡
遺
物
地
名
表
」
は
紀
元
二
千
六
百
年
宮
崎
県
奉
祝
会
の
事
業
と
し

て
設
立
さ
れ
た
上
代
日
向
研
究
所
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
同
研
究
所
が
開
所
式

を
挙
げ
た
の
は
昭
和
十
六
年
八
月
八
日
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
地
名
表
の
編
纂
は
同

研
究
所
常
任
相
談
役
で
あ

っ
た
東
京
帝
国
大
学
教
授
宮
地
直

一
氏
が
来
宮
さ
れ
て

第

一
回
の
打
合
せ
会
が
行
な
わ
れ
た
と
き
私
の
提
案
で
決
定
し
た
も
の
で
あ

っ
て

各
役
員
は
同
年
か
ら
十
七
、
十
八
年
に
か
け
て
県
下
に
出
張
し
て
調
査
し
た
の
で

あ

っ
た
。
従

っ
て
同
研
究
所
の
遺
跡
遺
物
部
主
査
で
あ

っ
た
瀬
之
口
氏
が
こ
こ
に

来

っ
て
森
氏
に
面
会
さ
れ
た
の
は
十
七
年
ご
ろ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
瀬
之
日
氏
は
、
当
時
は
地
名
表
を
作
成
す
る
に
必
要
な
程
度
の
調
査
を

行
な

っ
た
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
は
戦
争
の
激
化
に
よ

っ
て
調
査
な
ど
は
不
可

能
と
な

っ
た
が
、
終
戦
後
昭
和
二
十
七
年
に
県
教
育
委
員
会
で
福
島
町
善
田
原
の

銭
亀
塚
古
墳
の
調
査
を
行
な

っ
た
際
、
森
氏
の
話
を
聞
い
て
調
査
の
帰
途
鏡
山
猛

日
高
正
晴
、
吉
野
忠
行
の
諸
氏
と
と
も
に
こ
の
地
を
訪
問
し
、
森
氏
蒐
集
の
遺
物

と
こ
の
地
の
状
況
を
見
た
が
、
桑
畑
の
表
面
に
砂
利
を
敷
い
た
よ
う
に
土
器
の
破

片
が
散
布
し
て
い
る
の
を
見
て
全
く
そ
の
遺
物
の
豊
富
さ
に
驚
ろ
い
た
の
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
こ
の
地
の
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
の
必
要
を
痛
感
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
こ
の
道
跡
に
注
意
し

つ
つ
あ

っ
た
が
発
掘
の
機
を
熟
せ
ず
、
私
は
昭
和

二
十
九
年
に
串
間
市
の
文
化
保
有
顕
彰
会
の
要
請
に
よ
り
秋
月
氏
墓
地
の
調
査
に

出
張
し
た
時
と
、
同
二
十
年
に
は
こ
の
地
の
金
属
洋
遺
蹟
の
調
査
に
来
た
時
と
に

こ
こ
を
訪
れ
た
。
こ
の
後
者
の
時
は
、
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
学
生
の
茂
山
、諏
訪
、

丸
目
の
三
君
を
伴
な
い
、
森
氏
所
蔵
の
土
器
の
拓
本
な
ど
を
取

っ
て
帰

っ
た
が
、

そ
の
結
果
は

「
宮
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」

（第
二
輯
）
に

「
下
弓
田
遺
物
包

合
地
」
と
し
て
こ
れ
を
概
報
し
た
。
そ
し
て
こ
の
遺
跡
の
本
格
的
な
調
査
研
究
の

必
要
な
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
あ
ら
ぬ
か
本
年
度
に
お
い
て

県
教
委
に
よ
る
三
カ
年
縦
続
の
道
跡
調
査
の
第

一
年
度
に
本
追
跡
の
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

註
①
日
向
地
誌
　
明
治
七
年
よ
り
十
四
年
ご
ろ
の
記
事
を
県
の
委
嘱
に
よ
り
旧

鋲
肥
県
大
参
事
平
部
晴
南
が
編
纂
し
た
も
の
。

②
牟
　
　
田
　
柳
田
国
男
監
修

「
民
俗
学
辞
典
」
に

「
ク
ナ
タ

。
ム
タ
な
ど

は
湿
田
で
、
田
植
の
直
播
地
が
多
か

っ
た
。
」
と
あ
る
。

（Ｐ

。
二
九
五
）

二
、
調

査

の

目

的

宮
崎
県
下
の
縄
文
土
器
の
研
究
は
全
く
白
紙
の
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

も
ち
ろ
ん
大
正
時
代
以
来
多
く
の
学
者
が
来
県
さ
れ
、
殊
に
京
都
大
学
教
授
浜
田

耕
作
博
士
は
宮
崎
市
柏
田
貝
塚
や
東
諸
県
郡
綾
町
の
尾
立
遺
跡
な
ど
を
調
査
さ
れ

綾
式
Ａ
、
綾
式
Ｂ
な
ど
の
形
式
を
定
め
ら
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
り
、
鳥
居
龍
蔵

博
士
も
ま
た
延
岡
市
の
貝
塚
等
を
調
査
さ
れ
た
が
、
当
時
は
未
だ
全
国
的
に
充
分

な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
時
代
で
あ
り
、
こ
と
に
九
州
に
お
け
る
組
文
土

器
の
研
究
は
極
め
て
方
片
的
で
あ

っ
た
。
然
る
に
終
戦
後
、
関
東
地
方
を
中
心
と

す
る
組
文
土
器
の
研
究
は
驚
ろ
く
べ
き
発
達
を
遂
げ
た
が
、
こ
れ
に
伴

っ
て
九
州

に
お
け
る
組
文
土
器
の
研
究
が
重
視
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
か
く
て
九
州
に
お
け
る

組
丈
土
器
の
研
究
が
漸
次
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

九
州
は
元
来
弥
生
式
上
器
の
本
場
で
あ

っ
て
、
弥
生
式
の
遺
跡
が
多
い
た
め
縄

文
土
器
に
関
す
る
研
究
は
多
少
等
閃
に
附
さ
れ
た
傾
向
が
あ

っ
た
。
し
か
し
日
本

に
お
け
る
縄
文
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
九
州
に
お
け
る
縄
支
期
の
文

化
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従

っ
て
九
州
に
お
け
る
組
文
期
の
文
化
を
明

―- 2 -―

七  士 __



ら
か
に
し
、
こ
れ
を
編
年
し
て
、
関
東
地
方
そ
の
他
に
お
け
る
文
化
と
比
較
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
九
州
に
縄
丈
文
化
を
残
し
た
人
々
と
関
東
そ
の
他
の

縄
丈
期
の
人
々
と
は
果
し
て
同

一
種
族
の
人
々
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
縄
丈
土

碁
発
達
の
過
程
は
九
州
に
お
い
て
も
関
東
そ
の
他
の
地
方
と
歩
調
を
等
し
く
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
多
く
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ

っ

て
の
み
解
決
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
九
州
と
い
っ
て
も
縄
文
土
器
の
分
布
は
南
九

州
に
濃
厚
で
あ
り
北
九
州
に
稀
薄
で
あ
る
か
ら
、
日
向
に
お
け
る
縄
支
土
器
の
研

究
が
重
要
な
地
位
を
占
む
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
た
め
に
は

土
器
、
石
器
等
の
遺
物
の
豊
富
な
遺
跡
を
広
く
発
掘
し
て
大
量
の
上
器
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
こ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査

を
企
図
し
た
わ
け
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
こ
の
遺
跡
に
存
在
す

る
土
器
の
層
位
的
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
編
年
を
な
す
こ
と
と
、
こ
こ
に
存
在
す

る
住
居
辻
を
発
掘
し
て
こ
の
期
の
文
化
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
二
点
に

お
い
た
の
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

日
向
の
組
文
土
器
の
編
年
は
未
だ
系
統
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
遺

跡
の
よ
う
な
確
実
な
場
所
に
お
い
て
正
確
な
編
年
の
基
礎
を
う
ち
立
て
る
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
意
味
で
こ
の
遺
跡
の
調
査
は
、
将
来
に
お
け
る
県
下
の
組
文
土
器

研
究
の
基
準
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
県
下
に
お
い
て
は
未
だ
確
実

な
組
丈
期
の
住
居
址
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
こ
に
発
掘
さ
れ
た
住
居
址
は

宮
崎
県
に
お
い
て
は
最
初
の
発
見
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

三
、
調

査

経

過

本
遺
跡
の
予
備
調
査
は
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
す
で
に
私
は
数
回
こ
れ
を
行
な

っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
は
や
予
備
調
査
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
し
か

し
実
際
に
発
掘
す
る
と
多
く
の
問
題
が
あ

っ
た
。
そ
れ
で
昭
和
三
十
四
年
八
月
十

七
、
十
八
日
県
社
会
教
育
課
の
寺
原
俊
文
主
事
と
と
も
に
予
備
調
査
の
た
め
現
地

に
出
張
し
た
。
そ
し
て
発
掘
地
点
の
決
定
や
地
主
と
の
交
渉
、
市
役
所
と
の
打
合

せ
、
宿
舎
、
人
夫
の
問
題
な
ど
万
般
の
準
備
を
完
了
し
た
。
こ
う
し
て
調
査
員
と

し
て
次
の
人
々
が
委
嘱
さ
れ
た
。

同
志
社
大
学
教
授
　
　
　
　
　
酒
　
義
岬　
仲
　
男

九
州
大
学
教
授
　
　
　
　
　
　
鏡
　
山
　
　
　
猛

別
府
大
学
助
教
授
　
　
　
　
　
賀
　
川
　
光
　
夫

宮
崎
大
学
助
教
授
　
　
　
　
　
】返
　
藤
　
　
　
尚

宮
崎
県
文
化
財
専
門
委
員
　
　
石
　
川
　
恒
太
郎

″
　
　
　
　
　
　
　
日
　
一局
　
正
　
晴

県
社
会
教
育
課
　
　
　
　
　
　
寺
　
原
　
俊
　
文

県
立
博
物
館
学
芸
員
　
　
　
　
鈴
　
木
　
重
　
治

こ
の
他
調
査
に
参
加
さ
れ
た
の
は
左
の
人
々
で
あ

っ
た
。

県
社
会
教
育
課
代
決

同
志
社
大
大
学
院
学
生

関
西
大
学
大
学
院
学
生

串
間
市
小
学
校
長

同
市
社
会
教
育
課

深 井 表 波 岡 岸

江 上 方
多 日 本
野

英 正 政   茂
忠

二 之 夫 雄 弘 悌

同地

か
く
て
九
月
十
日
調
査
員

一

同
夜
市
側
よ
り
門
川
教
育
長
、

主
　
　
　
　
　
森

　

　

　

　

駿

同
は
串
間
市
に
到
着
永
友
旅
館
別
館
に
集
合
し
た

日
高
教
育
委
員
長
、
井
上
社
会
教
育
課
長
と
全
調

L



査
員
と
で
打
合
せ
会
を
開
い
た
ゎ
ま
づ
こ
の
遺
跡
を
久
し
く
見
て
き
た
関
係
か
ら

私
が
遺
跡
の
紹
介
と
発
掘
調
査
の
目
的
を
説
明
し
、
発
掘
調
査
は
土
器
の
層
位
的

調
査
に
よ
る
編
年
と
、
住
居
址
の
発
見
と
の
二
点
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
協
力
を
求
め
た
。
つ
い
で
地
元
の
要
望
も
あ
り
、
調
査
中
の
大
体
の
仕
事
の

分
担
を
次
の
通
り
定
め
た
。

総
括

（鏡
山
）
地
質

（遠
藤
）
報
導

（賀
川
）
測
量

（鈴
木
）

ま
た
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
地
質
、
地
理
班
、
住
居
址
調
査
班
、
土
器
の
層
位

調
査
斑
の
三
攻
に
分
け
地
質
地
理
攻
は
遠
藤
調
査
員
、
住
居
班
は
石
川
、
日
高
調

査
員
、
層
位
調
査
班
は
酒
詰
、
鏡
山
、
賀
川
調
査
員
が
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た

さ
ら
に
住
居
址
、
層
位
と
も
発
掘
調
査
は
歩
調
を
合
せ
る
た
め
、
発
掘
に
当
っ
て

は
表
土
は
二
〇

切
を
除
き
三
〇

勁
掘
り
と
す
る
こ
と
に
定
め
、
そ
の
他
報
告
書
執

筆
の
分
担
や
細
目
の
打
合
せ
を
行
な
っ
た
。
ま
た
調
査
期
間
は
十

一
日
よ
り
十
七

日
ま
で
と
し
宿
舎
よ
り
現
地

へ
の
送
迎
は
市
の
自
動
車
ま
た
は
旅
館
の
自
動
車
を

用
い
、
発
掘
人
夫
は
市
の
青
年
団
員
を
雇
う
こ
と
と
し
、
輸
送
と
人
夫
の
動
員
は

市
側
で
受
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
調
査
期
間
中
の
日
程
は
巻
末
附
載
の
発
掘

日
誌
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（石
川
）



第
垂

地

形

及

地

質

一
、
序

　

　

　

一百

以
下
に
下
弓
田
遺
跡
を
と
り
ま
く
自
然
環
境
の
成
立
史
を
中
心
に
述
べ
る
。
遺

跡
は
有
明
湾

（志
布
志
湾
）
の
北
東
部
に
注
ぐ
福
島
川
の
川
□
南
岸
、
串
間
市
大

字
南
方
字
狐
塚
に
あ
り
、
志
布
志
線
福
島
仲
町
駅
よ
り
南
西
に
三

・
五
協

（直
距

離
二

・
五
協
）
地
点
に
あ
る
。
福
島
仲
町
駅
よ
り

一
日
数
回
バ
ス
の
便
が
あ
る

（

下
千
野
廻
り
本
城
行
、
金
谷
分
れ
下
車
）
。
調
査
に
は
主
と
し
て

一
万
分
の

一
福

島
町
都
市
図
①
を
ベ
ー
ス
・
マ
ッ
プ
と
し
て
用
い
、
広
い
地
域
に
わ
た
る
概
察
に

は
五
万
分
の

一
地
形
図
②
を
用
い
た
。
地
表
調
査
の
後
、
遺
跡
付
近
に
お
い
て
ハ

ン
ド

・
オ
ー
ガ
ー
に
よ
る
試
錐
を
行
な

っ
た
。
日
数
配
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

概
察

へ
二
日
）
、
地
形
お
よ
び
地
質
調
査

（
三
日
）
、
試
錐

（
二
日
）
。

調
査
に
当

っ
て
は
県
お
よ
び
郡
の
社
会
教
育
課
関
係
の
諸
氏
の
外
、
下
弓
田
部

落
の
人
々
、
特
に
森
駿
、
中
村
孝

一
、
河
野
哲
郎
、
三
宅
与
二
の
諸
氏
の
協
力
を

得
た
。
調
査
団
の
諸
氏
か
ら
は
色
々
有
益
な
助
言
と
数
示
を
得
た
事
を
記
し
感
謝

の
意
を
表
し
て
お
く
。

二
　
概
　
　
　
　
観

遺
跡
の
位
置
す
る
福
鳥
川
川
口
南
岸
付
近
の
地
形
は
、

三
大
別
で
き
る

（第

一
図
）
。

山
地
、
平
地
、
砂
丘
に
　
　
起
伏
は
な
い
。

３
　
砂
　
　
　
　
丘

１

山

　

　

　

地

か
な
り
の
程
度

（壮
年
十
晩
壮
年
）
ま
で
開
析
さ
れ
て
い
る
が
、
山
稜
線
は
平

坦
で
、
そ
の
高
さ
は
髪
垂
島

（
三
八

・
〇
）
か
ら
下
弓
田
北
方

（七
二

・
○
）
を

経
て
、
北
東
に
徐
々
に
高
く
な
る
。
丘
陵
性
の
山
地
で
あ
る
。

２
　
平
　
　
　
　
地

福
島
川
岸
お
よ
び
川
日
付
近
の
海
岸
平
地
で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
細
分
さ
れ
る

低
　
　
　
　
地

福
島
川
岸
の
氾
濫
と
そ
の
連
続
で
、
五
万
分
の

一
地
形
図
上
に
田
の
記
号
の
見

ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
下
弓
田
付
近
で
高
さ
三
物
以
下
で
あ
る
が
、
福
島
川
に
沿

い
か
な
り
上
流
ま
で
平
坦
に
連
続
し
、
徐
々
に
高
さ
を
増
す
。
こ
の
面
は
山
地
を

開
析
す
る
谷
の
奥
に
も
深
く
食
い
込
ん
で
い
る
。

台
　
状
　
地

平
地
の
う
ち
田
の
記
号
の
な
い
部
分
で
、
砂
丘
の
陸
側
に
横
わ

っ
て
畑
地
ま
た

は
集
落
地

（
Ｅ

。
Ｇ

・
下
弓
田
南
方
）
③
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一局
さ
は

一

・
三
〇
十
五
物

（主
に
三
十
四
％
程
度
）
で
あ
る
。
表
面
は
殆
ど
平
坦
で
大
き
な

L
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一
里
崎
の
付
け
根
と
オ
ゴ
石
の
間
を
、
北
西
―
南
東
に
走

っ

て
い
る
高
さ
約

一
Ｏ
η
の

一
列
の
砂
丘
で
あ
る
。
平
面
の
形
態

は
沿
岸
洲
に
酷
似
す
る
。
金
谷
付
近
で
は
孤
立
し
た
五
っ
の
丘

を
繋
い
で
い
る
。
下
弓
田
南
方
で
巾
が
広
く
な
り
、
分
岐
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

砂
丘
表
面
に
は
松
お
よ
び
雑
木
が
防
風
林
と
し
て
植
え
ら
れ

て
い
る
。
砂
丘
の
外
側
に
は
現
在
の
海
岸
線
を
形
成
す
る
砂
浜

ま
た
は
礫
浜
が
中
狭
く
存
在
し
、
岬
と
岬
の
間
で
ゆ
る
や
か
な

カ
ー
ブ
を
画
い

て
い
る
。

以
上
の
地
形
区
分
は
福
島
川
北
岸
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る

が
、
こ
こ
で
は
そ
の
外
に

一
〇
？
四
〇

％
の
高
さ
を
も

つ
段
丘

状
の
面
が
広
く
発
達
し
て
お
り
畑
地
お
よ
び
集
落
地

（福
島
仲

町
の
北
部
、下
高
野
、
田
原
降
ρ
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
面
は
下
弓
田
付
近
に
は
見
ら
れ
な
い
が
東
方
の
本
城
川
に

沿

っ
て
も
か
な
り
広
く
分
布
し
て
い
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
予
想
さ
れ
る
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
　
山
地
は
か
な
り
開
析
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
域
の

基
盤
を
な
す
岩
石
類
か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

然
し
丘
稜
性
山
地
の
稜
線
が
平
坦
で
ぁ
る
の
で
、
そ
の
頂
部
に

若
い
地
層
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
　
山
地
お
よ
び
平
地
の
平
面
形
は
、
こ
の
地
域
が
以
前
沈

水
海
岸
地
形
を
示
し
た
事
を
予
想
さ
せ
る
。
そ
の
時
の
海
面
は

現
在
の
平
地
の
面
に
略
々
一
致
し
、
そ
の
海
岸
線
は
現
在
の
山

地
と
平
地
の
境
界
線
に
略
々
一
致
し
、
そ
の
海
は
福
島
川
の
流

路
に
沿

っ
て
か
な
り
上
流
ま
で
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。

-6-
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そ
の
時
期
は
日
本
全
域
に
通
ず
る
最
近
の
時
史
か
ら
考
え
て
、
沖
積
世
の
始
め
と

思
わ
れ
る
。

働
　
砂
丘
の
形
態
が
沿
岸
洲

（
又
は
湾
回
砂
嘴
）
に
似
て
い
る
の
で
、
沈
水
後

海
岸
に
沿
う
砂
洲
の
形
成
に
よ
る
堰
き
止
め
と
、
湾
入
部
の
埋
積
に
よ

っ
て
以
前

の
海
面
に
略
々

一
致
し
た
平
地
が
形
成
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

う
す
る
と
砂
丘
の
内
側
に
潟
が
存
在
し
た
可
能
性
が
強
い
。
①
も
し
潟
が
存
在
し

た
と
す
れ
ば
、
平
地
の
地
下
に
泥
炭
層
が
介
在
す
る
筈
で
あ
る
。

ω
　
砂
丘
の
形
態
が
沿
岸
洲
的
な
性
格
を
示
す
と
す
る
と
、
砂

丘
の
形
成
と
、
そ
の
内
側
の
台
状
地
や
低
地
の
形
成
と
の
間
に
、

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
岳
沿
砂
丘
の
形

成
に
よ

っ
て
抱
か
れ
た
潟
が
埋
積
さ
れ
て
台
状
地
や
低
地
が
で
き

た
も
の
か
、
或
い
は
ま
た
、
台
状
地
自
身
が
沿
岳
洲
と
し
て
形
成

さ
れ
、
そ
の
結
果
抱
か
れ
た
潟
が
埋
積
さ
れ
て
低
地
が
で
き
た
も

の
か
。
後
者
の
場
合
、
砂
丘
と
台
状
地
と
の
関
係
が
さ
ら
に
問
題

と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
沈
水
時
の
海
面
が
低
地

・
台
状
地
の
ど
ち

ら
で
決
定
さ
れ
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

〓
一　
詳

　

　

　

説

当
地
域
に
分
布
し
て
い
る
岩
層
類
は
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る

沖
積
層

￥
フ
ス
層

（？
乗
越
礫
層
）

こ
の
地
域
の
基
盤
を
な
す
岩
石
は
主
と
し
て
山
地
、
丘
、
島
、
瀬

（礁
）
を
作

っ
て
お
り
、
岩
相
か
ら
見
て
、
日
南
層
群
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に

一
致
す

る
。
日
南
層
群
は
更
に
幾

つ
か
の
亜
層
群
に
分
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

一
部
か
ら
右
第
三
紀
漸
新
世
の
要
素
の
強
い
化
石
が
産
出
し
て
お
り
、
中
新
世
中

部
の
宮
崎
層
群
に
著
し
い
傾
斜
不
整
合
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
当
地
域
で
は
今
の
所

化
石
が
未
発
見
で
あ
り
、
構
造
も
複
雑
で
、
日
南
層
群
の
ど
の
部
分
に
章
る
も
の

岩

＼

1

日

南基 砦
層    層
群
盤
～ _
旧 新

期 期

日 奏

南 層

層
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か
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
当
地
域
に
分
布
す
る
日
南
層
群
は
岩
相
か
ら
３
部
層

に
区
分
で
き
る

（第
２
図
及
び
第
３
図
）

上
部
頁
岩
部
層
　
頁
岩
優
勢
な
地
層
で
、
頁
岩
、
薄
く
層
理
の
発
達
し
た
頁
岩

砂
岩
、
頁
岩
の
極
細
互
層
等
か
ら
な
る
。　
一
部
団
塊
を
合
む
事
が
あ
る
。
上
限
は

不
明
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ

中
部
砂
岩
部
層
　
砂
岩
優
勢
な
地
層
で
、
塊
状
砂
岩
及
び
板
状
砂
岩
よ
り
な
り

そ
の
間
に
層
理
の
発
達
し
た
夏
岩
や
細
互
層
を
か
な
り
換
ん
で
い
る
。
連
度
が
随

所
に
見
ら
れ

（写
真

一
、
三
）
、
乱
堆
積
を
示
す
と
思
わ
れ
る
礫
質
部
が

一
？
二

物
の
厚
さ
で
介
在
し
て
い
る

（写
真
二
、
四
）
。
砂
岩
は

一
部
石
灰
質
で
あ
り
、

薄
い
炭
層
を
レ
ン
ズ
状
に
狭
む
事
が
あ
る
。
又
、
黒
色
頁
岩
破
れ
を
著
し
く
合
む

事
が
あ
る

（写
真
５
）
砂
岩
中
に
介
在
す
る
互
層
部
に
は
砂
泳
が
多
い

（写
真
大

）
。
中
部
砂
岩
部
層
の
厚
さ
は
下
弓
田
北
方
の
山
で
三
二
〇

％
で
ぁ
り
、
そ
の
層

序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
下
位
よ
り
、
塊
状
砂
岩

（板
状
砂
岩
、
乱
堆
積
状
礫
岩

石
炭
薄
層
を
合
む
）

一
三
Ｏ

η
薄
く
層
理
の
発
達
し
た
頁
岩
及
び
細
互
層

（
そ
の

中
部
に
板
砂
岩

一
？
二
％
を
扶
む
）

一
五
Ｏ

η
、
塊
状
砂
岩
五
Ｏ

η
。

下
部
買
岩
部
層
　
頁
岩
優
勢
な
地
層
で
、
砂
岩
及
び
礫
岩
を
幾
ら
か
合
す
で
い

る
。
本
城
以
東
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
層
序
か
ら
見
て
、
下
千
野
東
部
に
露

出
す
る
頁
岩
も
こ
れ
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
下
限
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
二
部
層
を
構
成
す
る
岩
石
は
い
ず
れ
も
芸
母
片
に
富
み
、
互
い
に
整
合

に
重
な
り
合

っ
て
い
る
。
地
層
の
走
向
に
北
部
で
Ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｗ
、
南
部
で
Ｎ
Ｉ
Ｓ

と
な
り
、
北
西
に
凸
出
し
た
弧
を
画
い
て
い
る
。
傾
斜
は

一
般
に
西
落
ち
で
あ
る

が
、　
一
部
東
落
ち
の
事
が
あ
る
。　
一
見
単
斜
構
造
を
も

っ
て
重
な
り
あ

っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
地
層
の
重
な
り
か
ら
見
る
と
、　
一
背
斜
二
向
斜
に
よ

っ
て
同
じ

地
層
が
繰
り
返
し
て
露
呈
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
そ
の
場
合
は
強
度
の
非
対

称
乃
至
同
斜
状
の
、
荊
構
造
を
持

つ
事
に
な
る
が
、
地
層
の
逆
転
の
明
ら
か
な
証

拠
を
見
て
い
な
い
の
で
決
定
的
で
は
な
い

（第
二
図
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
画

い
た
）
。
地
層
の
走
向
を
斜
断
す
る
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
系
の
断
層
で
地
層
の
喰
い
違
い

を
生
じ
、
地
層
の
走
向
に
平
行
な
Ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｗ
系
の
断
層
で
地
層
の
欠
除
又
は
繰

り
返
し
を
生
じ
て
い
る
。
目
撃
す
る
断
層
面
は
か
な
り
急
傾
斜
で
あ
る
。
日
南
層

群
か
ら
な
る
山
地
は
壮
年
的
に
開
析
さ
れ
て
お
り
、
砂
岩
の
部
分
が
山
稜
や
岬
を

作
り
、
頁
岩
の
部
分
が
谷
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

２
　
湊
　
　
　
　
層

櫂
曲
し
た
日
南
層
群
を
覆
い
、
山
地
の
稜
線
に
乗

っ
て
い
る
地
層
で
、
湊
付
近

に
広
く
分
布
し
て
い
る
の
で
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

基
盤
の
日
南
層
群
の
上
に
著
し
い
傾
斜
不
整
合
を
示
し
て
乗

っ
て
い
る
か
な
り

凝
岡
し
た
礫
岩
層
と
砂
層
か
ら
な
り
、
上
部
程
泥
質
で
あ
る
。
砂
層
及
び
シ
ル
ト

層
に
は
ク
ロ
ス

・
ラ
ミ
ナ
が
発
達
し
て
い
る
。
下
位
に
日
南
層
群
の
塊
状
砂
岩
が

あ

っ
て
基
底
礫
岩
を
欠
く
時
は
、
塊
状
砂
岩
上
に
直
接
砂
層
が
乗
り
、
不
坐
合
面

が
明
ら
か
で
な
く

０
お
鰤
α
①
ａ
ｏ
お
ｏ
ｏ
監
Ｒ
Ｂ
中雪

を
示
す
。
厚
さ
は
全
体
で

一

〇
ど

一
五
η
程
度
で
、
槌
か
に
波
曲
を
示
し
な
が
ら
、
住
か
に
南
に
傾
い
て
い
る

基
底
面
は
湊
付
近
で
略
、
海
面
に
等
し
く
、
北
方
に
高
ま
り
、
本
城
北
方
で
五
〇

筋
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
堆
積
面
は
か
な
り
開
析
さ
れ
て
お
り
、
高
さ
は
主
に

一

〇
？
四
〇

η
で
あ
る
が
、
本
城
北
方
で
は
大
Ｏ

η
で
あ
る
。
千
野
以
東
に
広
く
分

布
し
て
い
る
が
、
北
西
部
で
も
、
前
日
―
中
千
野
の
峠
及
び
下
弓
田
―
下
千
野
の

峠
の
切
り
取
り
に
露
出
し
て
い
る
帯
褐
ど
帯
緑
色
の
礫
層
及
び
砂
層
が
こ
れ
に
当

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
金
谷
南
西

（ち
ゃ
え
ん
）
の
弧
立
頂
上
の
表
土
中
に
不

- 10 -



完
全
な
円
礫
が
稀
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
湊
層
の
晰
片
か
も
知
れ
な
い
。
金
谷

東
方
の
弧
立
丘

（城
山
）
の
頂
部
は
平
坦
で
あ
る
が
礫
層
は
見
て
い
な
い
。
化
石

は
発
見
し
て
い
な
い
が
、
シ
ラ
ス
層
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
大
塚
弥
之
助
の
通

山
浜
層
、
ω
筆
者
等
の
決
積
世
旧
期
礫
層
②
に
当
る
も
の
と
考
え
る
。

下
弓
田
と
山
田
の
境

（乗
越
）
は
両
側
の
低
地
を
劃
す
る
馬
の
背
状
の
地
形
を

呈
し
、
下
弓
田
及
び
山
田
の
旧
い
入
江
の
間
に
作
ら
れ
た
砂
嘴

（陸
撃
砂
嘴
）
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
か
な
り
凝
固
し
た
礫
層
が
露
出
し
て
お
り
、
青
灰
色
の
粘
土

層
を
伴
っ
て
い
る

（
こ
の
粘
土
は
ボ
ラ
釣
の
餌
に
使
わ
れ
て
い
る
）
。
湊
層
よ
り

幾
ら
か
若
い
よ
う
で
あ
る
が
、
付
近
に
湊
層
や
シ
ラ
ス
層
の
分
布
が
無
い
の
で
関

係
が
よ
く
判
ら
な
い
。
こ
の
礫
層
の
下
底
は
略
々
海
面
に
等
し
く
、
厚
さ
は
約
四

％
で
あ
る
。
湊
層
及
び
次
に
述
べ
る
シ
ラ
ス
層
の
分
布
は
第

一
図
に
示
し
て
あ
る

３
　
シ
ラ
ス
層

福
島
仲
町
等
の
集
落
を
乗
せ
る
高
さ

一
〇
？
四
〇
”
の
段
丘
状
平
坦
面
を
構
成

す
る
も
の
で
、
下
底
は
海
面
下
に
あ
る
が
上
流
に
向

っ
て
高
く
な
る
。
谷
に
沿

っ

て
分
布
し
い
る
。
多
量
の
浮
石
塊
を
合
む
火
山
砕
届
物
で
あ
る
が
、
大
部
分
は
熔

結
し
て
い
な
い

（熔
結
し
た
も
の
は
奴
久
見
及
び
遍
保
ケ
野
に
分
布
し
て
い
る
）

そ
の
表
面
は
非
常
に
平
坦
で
あ
る
が
、
旧
河
道
状
の
凹
部
が
存
在
す
る
の
で
、
シ

ラ
ス
層
の
堆
積
面
そ
の
も
の
で
な
く
、
堆
積
後
形
成
さ
れ
た
二
次
的
な
堆
積
面
乃

至
侵
蝕
面
で
あ
る
疑
が
あ
る
。
シ
ラ
ス
層
つ
堆
積
は
決
積
世
後
半
、
筆
者
等
の
洪

積
世
新
期
段
丘
礫
層
②
堆
積
中
に
行
わ
れ
た
も
の
で
橙
色
ロ
ー
ム
質
火
山
灰
層
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
火
山
灰
層
は
平
地
に
は
存
在
し
な
い
。
シ
ラ
ス
層
は
下
弓

田
付
近
に
は
全
く
露
出
し
て
い
な
い
。

４
　
沖
　
積
　
層

平
地
及
び
砂
丘
を
作
る
地
層
で
あ
る
。
日
南
層
群
、
湊
層
、
シ
ラ
ス
層
等
か
ら

な
る
旧
い
陸
地
表
面
が
夫
々
の
程
度
に
開
析
さ
れ
た
後
沈
水
し
、
侵
入
し
て
来
た

海
を
埋
め
て
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
福
島
川
等
の
上
流
で
は
氾
濫
原
堆
積
物
が

こ
れ
に
当
る
。

丘
陵
の
基
部
、
平
地
と
の
境
に
沿

っ
て
露
出
す
る
砂
岩
の
表
面
に
峰
寓
状
の
穴

が
発
達
し
て
い
る
事
が
あ
る

（写
真
七
）
。
湊

（
ニ
ケ
所
）
、
下
千
野

（
一
ケ
所

）
、
下
弓
田

（
一
ケ
所
）
に
見
て
お
り
、
更
に
山
田
及
び
そ
の
北
の
谷
で
も
見
て

い
る

（第

一
図
）
。
そ
れ
以
北
で
は
見
て
い
な
い
。
蜂
高
状
の
穴
は
必
ず
し
も
海

岸
に
だ
け
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が

（山
頂
や
洞
穴
中
に
も
生
ず
る
）
、
海
水
を

浴
び
る
砂
岩
の
表
面
に
多
く
、
谷
川
の
川
床
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
旧
汀
線
を

示
す
も
の
と
し
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
海
が
ど
こ
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
か
を
決

定
す
る
材
料
に
乏
し
い
が
、
現
在
の
所
、
台
状
地
の
主
な
高
さ

（海
抜
三
‡
四
解

）
よ
り
少
し
下
、
多
分
二

・
五
％
付
近
に
当
時
の
海
面
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
従

っ
て
当
時
の
海
岸
線
は
、
沈
水
し
た
旧
い
陸
地
表
面
と
二

・
五
〇
η
水

準
面
と
の
交
線
で
あ
り
、
丘
陵
基
部
で
は
そ
の
輸
廓
に
略
々
平
行
し
、
福
島
川
上

流
で
は
氾
濫
原
堆
積
物
の
下
を
か
な
り
上
流
に
ま
で
達
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る

こ
の
海
を
埋
積
し
、
最
初
に
陸
化
し
た
の
が
下
弓
田
部
落
を
乗
せ
る
台
状
地
で
あ

り
、
台
状
地
と
丘
陵
地
の
間
に
生
じ
た
潟
を
埋
積
し
て
で
き
た
の
が
低
地
で
あ
る

働

こ
の
低
地
が
福
島
川
の
氾
濫
原
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
福
島
川
の
最
下
流
部

は
潟
状
地
を
埋
積
す
る
。　
一
種
の
三
角
洲
の
先
端
と
で
も
い
う
べ
き
地
形

を
呈

し
て
い
る
が
、
塩
屋
原
に
は

〓
一
日
月
型

の
湿
地
が
あ
り
、
塩
屋
原
と
福
島
仲
町

と
の
間
に
も
帯
状
の
湿
田
地
帯
が
快
ま
れ
て
い
て
、
旧
河
道
の
位
置
を
示
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
よ
り
上
流
は
氾
濫
原
堆
積
面
と
考
え
て
い
る
。
①
三
角
洲
状
の
面



と
氾
濫
原
面
と
の
境
は
、
位
置
か
ら
見
て
、
先
述
し
た
峰
寄
状
岩
石
露
出
の
北
限

と
略
々

一
致
し
て
い
る
が
、
更
に
上
流
に
も
、
濯
濫
原
堆
積
物
の
下
に
海
湾
乃
至

潟
の
堆
積
物
が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
推
測
す
る
。

台
状
地
の
外
側
に
は
砂
丘
が
乗

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
台
状
地
の
上
に
後
か
ら

付
け
加
わ

っ
た
も
の
で
、
幾
ら
か
陸
側
に
移
動
し
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
沖
積
層
か
ら
な
る
地
形
面
の
輪
廓
は
第
二
図
に
示
し
て
あ
る
。
こ
の

輪
廓
は
大
部
分

一
万
分
の

一
福
島
町
都
市
図
を
ベ
ー
ス
・
マ
ツ
プ
と
し
て
、
現
地

を
観
察
し
て
引
い
た
が
、　
一
部

（下
弓
田
北
方
か
ら

一
里
崎
ま
で
）
は
ク
リ
ノ
メ

ー
タ
ー
と
歩
測
に
よ
る
測
量
を
行

っ
て
画
い
て
あ
る
。

１
　
台
状
地
　
南
西
は
砂
丘
に
縁
ど
ら
れ
、　
一
方
は
低
地
に
接
し
て
略
々
直
角

三
角
形
の
輪
廓
を
示
す
。
そ
の
北
東
部
に
狐
塚
丘
が
突
出
し
、

「
げ
ん
だ
ば
る
」

「
狐
塚
」
、

「
む
ら
み
ち
ば
さ
み
」
、

「
下
弓
田
」
の
四
小
字
に
分
か
れ
る
。
北

縁
は
福
島
川
岸
に
向
い
比
高
０

一
ど
三
物
の
弧
状
の
崖
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
崖

は
福
島
川
の
蛇
行
に
よ
る
河
蝕
崖
と
考
え
る
。
従

っ
て
台
状
地
の
原
形
は
更
に
北

方
に
拡
が

っ
て
お
り
、
金
谷
の
台
状
地
に
結
合
し
て
い
た
事
が
予
想
さ
れ
る
。
北

東
縁
は
か
な
り
屈
曲
し
て
お
り
、
二
段
に
細
分
で
き
る
。
上

・
下
段
の
境
は
比
較

的
真
直
ぐ
で
、
比
高

一
ど
三
％
、
下
段
と
低
地
と
の
境
は
屈
曲
を
示
し
、
比
高
○

、
六
〇
ど

一
、
二
〇

％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
段
状
の
地
形
は
河
蝕
に
よ

っ
て
で

き
る
事
が
多
い
が
、
そ
う
考
え
た
場
合
は
、
川
が
ど
ち
ら
か
ら
流
れ
て
来
た
か
判

断
に
苦
し
む
の
で
、
現
在
の
所
、
台
状
地
の
内
側
に
抱
か
れ
た
停
滞
水

（潟
）
の

岸
に
で
き
た

一
種
の
波
蝕
崖
に
近
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

現
在
で
も
貯
水
池
の
岸
に
同
様
な
崖
が
で
き
て
い
る
事
が
あ
る
。　
一
万
分
の
一
福
鳥
町
都

市
図
に
よ
る
と
、
三
、
五
〇
効
等
高
線
が
台
状
地
下
段
と
低
地
の
境
界
に
あ
る
事
を
示
し

て
い
る
。
又
、
後
述
す
る
よ
う
に
下
弓
田
の
低
地
が
福
島
川
岸
に
つ
な
が
る
所
は
非
常
に

狭
く
な
っ
て
い
て
、
福
島
川
の
旧
流
路
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

台
状
地
下
段
に
送
る
も
の
は
、
現
在
は
切
り
取
ら
れ
て
い
て
明
ら
か
で
な
い
が

台
状
地
北
縁
に
も
巾
狭
く
存
在
し
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
陵
地
の
基
部
に
も
点
々
と

分
布
し
て
い
る
。

台
状
地
を
構
成
す
る
地
層
は
そ
の
端
の
崖
に
露
出
し
て
い
お
。
追
跡
付
近
Ｌ
Ｏ

Ｃ
、　
一
五
に
お
け
る

一
例
を
次
に
示
し
て
お
く

（第
四
図
参
照
）
。

黒
色
腐
植
質
中
粒
砂
層
　
　
Ｏ
、
四
Ｏ

η
　
注退
物
包
合
層
。
崖
端
の
た
め
薄
く

な

っ
て
い
る
。

黒
褐
色
中
粒
砂
砂
層
　
　
　
○
、
二
五
η
　
漸
移
部
貝
穀
御
を
含
む
。

淡
橙
色
中
粒
砂
層
　
　
　
　
Ｏ
、
四
五
％
以
上
　
合
浮
石
礫

各
層
は
互
に
移
化
し
て
お
り
、
夫
々
塊
状
で
ラ
ミ
ナ
の
発
達
は
見
ら
れ
な
い
。

黒
色
腐
植
質
中
粒
砂
層
は
台
状
地
上
段

，
の
特
徴
で
、
台
状
地
下
段
及
び
低
地
表
面

で
は
見
て
い
な
い
。
シ
ラ
ス
台
地
上
の
橙
色
火
山
灰
層
を
覆

っ
て
黒
色
腐
植
土
層

が
あ
る
が
、
こ
れ
と
対
比
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
台
状
地
表
面
は
略
々
平
坦
で
あ

る
が
、
中
央
部
が
僅
か
に
低
く
凹
地
帯
を
作

っ
て
い
る
。
台
状
地
下
段
を
構
成
す

る
地
層
の
露
出
は
無
い
が
、
後
述
す
る
試
錐
の
結
果
か
ら
、
台
状
地
上
段
と
同
様

の
砂
か
ら
な

っ
て
い
る
事
が
判
る
。

台
状
地
に
上
・
下
段
の
生
じ
た
原
因
は
色
々
考
え
ら
れ
る
。
第

一
に
土
地
の
隆
起
、
第

二
に
干
潮
・
満
潮
時
の
汀
線
。
特
に
通
常
潮
と
大
潮
に
よ
る
も
の
。
第
二
に
決
水
時
の
汀

線
。
台
状
地
内
側
の
停
滞
水
は
狭
い
水
道
を
通
じ
て
福
島
川
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
洪
水
時
の
水
面
は
当
然
高
く
な
る
筈
で
あ
る
。
以
上
の
う
ち
ど
れ
が
根
本
的

な
原
因
か
決
定
す
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
所
、
通
常
潮
の
水
面
は
台
状
地
下

段
の
端
付
近
に
あ
っ
た
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
上
ｏ
下
段
の
境
は
大
潮
又
は
洪
水
時
の

水
面
を
示
す
も
の
と
考
え
て
い
る
ｆ



て

い

て

　

頸

　

疹

辺

，

電

ｄ

ち

は

■

Ｆ

日

互

を

■

力

若

二

州

病

＝

才
え

拘

∠

刃

止

チ

君

ば

２
　
低
　
　
　
　
地
　
低
地
は
台
状
地
と
丘
陵
性
山
地
と
の
間
に
介
在
す
る
低

湿
な
平
地
で
、
下
弓
田
東
方
で
広
く
、
市
最
大
三
六
Ｏ

η
に
達
す
る
が
、
下
弓
田

北
西
で
狭
く
な
り
、
最
小
二
〇

効
以
下
の
狭
膠
部
を
も

っ
旧
水
道
状
の
低
地
を
径

て
福
島
川
南
岸
に
続
い
て
い
る
。
こ
の
狭
降
部
は
約
四
五
〇

物
の
長
さ
持
を
つ
が

独
塚
の
弧
立
丘
付
立
で
西
向
き
の
小
谷
を
合
し
て
拡
が
り

（中

一
七
〇

物
）
、
そ

の
小
谷
の
出
日
に
は
南
東
か
ら
北
西
に
向
う
比
高
○
、
五
〇
ど
○
、
九
〇

”
の
小

さ
な
台
状
地
が
延
び
て
い
る

（写
真
八
）
。
そ
の
背
後
に
山
崩
れ
地
形
が
あ
る
の

で
、
そ
の
押
し
出
し
と
も
見
ら
れ
る
が
、
表
面
に
浮
石
塊
が
散
乱
し
て
い
る
の
で

停
滞
水
に
洗
わ
れ
て
い
た
事
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
は
台
状
地
下
段

に
相
当
す
る
小
砂
嘴
状
地
形
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
小
砂
嘴
地
の
下
に
は
基
岩

を
構
成
す
る
砂
岩

（
の
大
転
石
？
）
が
露
わ
れ
て
い
る
の
で
、
背
後
の
山
地
か
ら

狐
立
丘
に
向

っ
て
延
び
て
い
た
砂
岩
の
礁
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

下
弓
日
の
南
方
で
は
、
下
千
野
に
至
る
県
道
付
近
で
低
地
の
巾
は
四
〇

％
に
狭

ま
り
、
そ
れ
以
南
で
檎
々
拡
が

っ
た

（
二
〇
Ｏ

η
）
後
、
砂
丘
に
よ

っ
て
断
た
れ

て
い
る
。
こ
の
低
地
の
連
続
と
見
ら
れ
る
も
の
が
砂
丘
の
南
側
に
も
あ
り
、　
一
里

崎
を
刻
む
二
つ
の
谷
の
底
を
作

っ
て
い
る
。
下
弓
田
東
方
の
池
の
底
及
び

一
里
崎

の
谷
が
海
に
開
く
所
に
黒
色
泥
炭
質
粘
土
層
が
僅
か
に
露
塁
し
て
い
る
の
で
、
台

状
地
は
砂
丘
の
現
在
位
置
よ
り
更
に
南
方
に
ま
で
拡
が

っ
て
い
た
事
を
推
定
さ
せ

る
。
こ
の
付
近
で
の
低
地
表
面
の
高
さ
は
約
二

・
五
％
で
あ
る
。

低
地
全
体
と
し
て
は
南
東
か
ら
北
西
に
向

っ
て
低
く
な

っ
て
い
る
が
、
福
島
川

岸
に
つ
な
が
る
所
で
幾
ら
か
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
福
島
川
岸
を
０
と
し
て
水
準

測
量
し
た
結
果
が
第
二
図
に
示
し
て
あ
る
。
①
同
様
の
傾
向
は
福
鳥
川
に
開
□
す

る
す
べ
て
の
谷
に
見
ら
れ
、
氾
濫
時
に
水
の
引
く
の
が

一
番
お
く
れ
る
の
は
谷
の

中
程
の
部
分
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
福
島
川
の
堆
積
に
よ

っ
て
谷
が
堰
き
止

め
ら
れ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

３
　
砂
　
　
　
　
丘
　
台
状
地
の
海
側
を
限
る
砂
丘
は
、
南
東
の

一
里
崎
付
け

根
か
ら
北
西
に
走
り
、

「
こ
じ
ょ
う
」
で
小
弧
立
丘
に
繋

っ
て
い
る
。
長
さ
は
約

一
四
〇
〇

％
、
南
端
近
く
で
小
屈
折
を
示
す
が
全
体
と
し
て
大
き
く
弧
を
画
い
て

い
る
。
中
四
〇
ど
五
〇

％
、
中
央
部
で
幾
分
狭
く
、
南
東
に
向

っ
て
拡
が
り
、

「

ろ
く
ば
せ
」
の
三
角
点

（私
設
？
）
付
近
で
二
つ
の
小
分
岐
を
出
し
、
そ
の
間
に

凹
地

・
台
状
地

一
低
地
を
抱
い
て
い
る
。
各
分
岐
は
海
側
程
大
き
い
。
こ
の
分
岐

を
生
じ
た
機
構
は
今
の
所
明
ら
か
で
な
い
が
、
西
風
に
よ
る
砂
の
移
動
が
三
角
点

付
近
で
著
し
く
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

（ど
う
し
て
そ
こ
に
著
し
く
現

わ
れ
る
か
は
今
の
所
判
ら
な
い
が
）
。

砂
丘
の
海
側
に
は

・
下
三
段
の
段
状
地

ヴ
Ｒ
日

が
あ
る

（図
版
九
）
。
下
段

は

「
こ
だ
が
し
り
」
―

「
お
か
ん
ば
た
」
間
に
あ
り
、　
一
ど

一
、
五
筋
の
崖
を
見

せ
て
い
る

（写
真

一
〇
）
。
崖
は
南
東
部
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
北
西
に
向

っ
て

不
明
瞭
と
な
り
、
現
在
の
海
浜

（前
部
汀
）
に
移
化
し
て
い
る
。
崖
面
に
は
水
平

の
ラ
ミ
ナ
を
示
す
合
浮
石

。
貝
殻
片

一
粗
砂
が
露
呈
し
て
お
り
、
表
面
に
は
風
連

を
示
す
中
粒
砂
を
薄
く
か
ぶ
っ
て
い
る
。
表
面
に
車
付
き
は
見
ら
れ
ず
、
五
九
年

六
月
の
台
風
で
け
ず
り
取
ら
れ
た
も
の
と
言
う
。
上
段
は

「
お
か
ん
ば
た
」
以
北

に
あ
り
、
約
五
物
の
崖
に
下
段
と
同
様
の
水
平
の
ラ
ミ
ナ
を
示
す
合
浮
石

・
粗
砂

層
が
露
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
は
金
谷
南
方
の
砂
丘
に
も
存
在
し
て
い
る
が
、
北

西
か
ら
南
東
に
向

っ
て
不
明
瞭
に
な
り
、

「
お
か
ん
ば
た
」
付
近
で
消
失
し
て
い

る
。
表
面
は
草
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
小
松
が
造
林
さ
れ
て
い
る

（写
真

一
一
）
。

四
九
年
六
月
の
デ
ラ
台
風
で
け
ず
り
取
ら
れ
た
も
の
と
言
う
。
こ
の
上
段
表
面
は
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太
平
洋
戦
争
中
畑
と
し
て
作
ら
れ
た
と
言
う
が
、
最
初
か
ら
段
状
地
が
あ

っ
た
か

ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
砂
丘
本
体
を
作
る
砂
層
は

一
般
に
中
粒

・
塊
状
で
、
ラ

ミ
ナ
の
発
達
し
た
露
頭
は
無
い
。
故
に
、
上

・
下
の
段
状
地
は

一
種
の
　
∽
３
４
Ｂ

ヴ
ω
８
Ｆ
　
で
、
後
部
汀
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
段
状
地
は
堆
積
後
侵

蝕
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
侵
蝕
の
方
向
が
上

・
下
段
で
異

っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
海
岸
の
漂
砂
の
方
向
が
時
期
に
よ
り
異

っ
て
い
る
事
を
意

味
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

現
在
、
砂
丘
を
横
切
る
小
径
に
沿

っ
て
砂
が
陸
側
に
移
動
し
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
部
分
で
は
著
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

４
　
海
　
　
　
　
浜
　
砂
丘
の
外
側
を
縁
ど
る
巾
三
〇
？
四
〇

”
の
海
浜
は
、

現
在
満

・
千
潮
時
の
波
に
よ

っ
て
洗
わ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、

「
こ
じ
ょ
う

」
と

「
な
か
ぜ
」
の
間
で
大
き
な
弧
を
画
き
、

「
な
か
ぜ
」
と

一
里
崎
の
間
で
小

さ
な
弧
を
画
い
て
、

「
な
か
ぜ
」
に
対
し
尖
角
を
向
ふ
て
い
る
。
こ
の
海
浜
の
屈

曲
は
上
記
し
た
砂
丘
の
屈
折
に

一
致
し
て
い
る
。

「
な
か
ぜ
」
の
北
に

「
ろ
く
ば

せ
」
の
礁
が
あ
り
、
髪
垂
島
に
向
い
南
西
に
延
び
て
い
る
。
又
、

「
こ
じ
ょ
う
」

の
南
東

一
九
Ｏ

η
付
近
に
も
礁
が
あ
る
。　
一
里
崎
の
付
け
根
に
は
礫
浜
が
あ
り
、

「
な
か
ぜ
」
の
北
方
ま
で
続
く
が
、

「
な
か
ぜ
」
付
近
か
ら
礫
が
少
く
な
り
、
砂

浜
が
多
く
な
る

（写
真
九
参
照
）
。

「
な
か
ぜ
」
北
方

一
〇
〇

陶
付
近
か
ら
基
岩

の
礫
は
全
く
無
く
な
り
、
浮
石
礫
の
み
が
砂
浜
上
に
散
在
し
て
い
る
。
こ
の
事
は

沿
岸
流
が
南
東
か
ら
北
西
に
向
う
事
を
示
す
よ
う
に
見
え
る
。
然
し
、
こ
じ
ょ
う

」
か
ら
北
西
で
は
岩
磯
と
砂
浜
が
交
互
し
、
磯
の
両
側
に
基
岩
の
岩
塊
や
礫
が
散

在
し
て
お
り
、
必
ず
し
も

一
方
的
な
沿
岸
流
を
示
し
て
い
な
い
。

但
し
、
こ
の
部
分
は
海
岸
の
出
入
が
複
雑
で
あ
り
、
且
つ
西
は
海
に
接
し
て
い
る
の
で
簡

単
に
結
論
す
る
事
は
で
き
な
い
。

海
浜
の
外
側
に
凝
固
し
た
貝
殻
層
が
あ

っ
て
、
千
潮
時
に
露
出
し
て
い
る

（写

真

一
二
）
。

「
こ
ｔ
ょ
う
」
南
東
二
六
〇

切
付
近
か
ら

「
番
屋
の
鼻
」
に
か
け
て

海
浜
を
作
る
砂
層
表
面
よ
り

一
段
高
く
露
呈
す
る
。
極
く
粗
い
貝
殻
片
よ
り
な
り

最
下
部
の
基
岩
に
接
す
る
部
分
で
は
、
円
磨
さ
れ
た
砂
岩
の
岩
塊
を
膠
結
し
て
礫

岩
に
な

っ
て
い
る
。
全
体
の
厚
さ
は

一
％
程
度
で
、
数
度
程
度
の
傾
斜
を
示
し

（

前
部
汀
の
傾
斜
と
略
々
等
し
い
）
沖
に
向

っ
て
直
ち
に
消
滅
す
る
よ
う
で
あ
る
。

貝
殻
層
の
膠
結
度
は
か
な
り
高
い
が
、
そ
れ
は
古
さ
を
示
す
よ
り
も
、
貝
殻
片
を

多
量
に
含
む
た
め
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の
海
浜
を
作
る
砂
の
中
に
は
多
量
の

有
孔
虫
殻
が
合
ま
れ
て
い
る
の
で
（
有
孔
虫
に
よ
る
対
比
を
行
え
ば
、
新
し
い
事

実
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
貝
殻
層
は
磯
又
は
礁
付
近
に
の
み
見
ら
れ
る

の
で
、
多
量
の
貝
殻
を
生
産
し
た
温
暖
な
気
候
を
示
す
よ
り
は
、　
一
種
の
波
蝕
台

状
の
岩
棚
上
に
員
毅
片
の
堆
積
が
集
中
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

一
里
崎
付
け
根
付
近
で
は
千
潮
時
に
泥
炭
層
が
露
呈
す
る
と
言
う
。
こ
の
事
か

ら
、
過
去
に
お
い
て
潟
環
境
で
あ

っ
た
所
が
、
現
在
海
蝕
を
受
け
つ
つ
あ
る
事
を

知
り
得
る
。
こ
の
泥
炭
層
は
前
記
員
殻
層
と
同
じ
高
さ
に
あ
る
の
で
、
同
時
期
の

堆
積
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

四
　
細
　
　
　
　
説

１
　
試
錐
及
び
試
料
採
集

以
上
の
地
表
調
査
の
結
果
を
確
か
め
る
た
め
、　
ハ
ン
ド

・
オ
ー
ガ
ー
に
よ
る
試

錐
を
行
い
、
試
料
を
採
集
し
た
。
試
錐
の
目
的
と
個
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
　
台
状
地
と
低
地
と
の
関
係
　
　
酌
―
ど
Ｎ。
３
、
Ｎｏ
‐―

②
　
泥
炭
層
の
確
認
　
　
Ｎ。４
ど
酌
１０
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③
　
台
状
地
と
砂
丘
と
の
関
係
酌
修
ど
酌
１４

試
錐
個
所
第
二
図
に
示
し
て
あ
る
。

遺
跡
付
近
で
、
台
状
地
と
低
地
と
の
関
係
を
見
る
た
め
三
本
の
試
錐
を
行

酌
４

公
［
状

地

上

段
）
、
馳
２

（低

地
）
、
　
Ｎｏ
３

（略

々

台
状

地

で
あ
る
。
恥
２
に

孔

壁

の
崩
壊
に
よ
り
、
酌
――
は
貝
殻
層

乃

至

泥

炭

層
を
見

つ
け
る
予
定
で
あ

っ
た
が
岩
片
が
多
く
失
敗
に
終

っ
た
。
Ｎｏ
ｌ
の
断
面
を

下
に
示
す
。

○
―
○
、
八
〇

一
、　
一
〇

一
、
八
〇

腐
植
質

二
、
九
〇
　
淡
褐
色

％
　
暗
　
色

（漸
移
部
）

合
浮
石
礫
、
貝
殻
片
、
基
岩

の
角
礫

を
合
む
、

っ
た
。

下
段
）

Ｎｏ
ｌ
と
聴
３
は

略

々
対

応

す

る

結

果
が
出
て
、
台
状
地
上
段
、
下
段
が
同

様

の
砂
よ
り
な

っ
て
い
る
事
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
は
第
四
図
に
示
し
て

あ
る
。

②
　
地
表
調
査
に
よ

っ
て
低
地
の
地
下
に
泥
炭
層
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
の
で

最
も
可
能
性
の
高
い
下
弓
田
東
方
の
地
を
中
心
と
し
て
六
本
の
試
錐
を
行

っ
た
。

試
銘
地
点
は
位
置
確
認
の
た
め
と
、
後
の
耕
作
を
考
え

（馬
が
脚
を
つ
つ
こ
む
と

骨
折
す
る
そ
う
で
あ
る
）
、
水
路
の
交
点
で
行

っ
た
Ｎ。
ア
よ
り
始

め

て
、　
北

西

及
び
南
西
に
二
〇
〇

％
の
間
隔
で
試
錐
を
行
い
、
泥
炭
層
が
消
滅
し
た
際
は
中
間

に
も
う

一
本
行

っ
た
。
そ
の
結
果
は
第
五
図
に
示
し
て
あ
る
。第
五
図
は
水
日
の
面

黒
　
色

黒
褐
色

淡
褐
色

中
粒
砂

中
粒
砂

中
粒
砂

粗
　
粒

粗
粒
砂

1.・ 粗粒砂 Z 中粒砂 & 腐植層 4.腐植質砂
& 含磁鉄鉱 a 磁鉄鉱 盈 浮石礫  &漸 移部
a 境 界 10. 四凸型の境界(上が凹、下が凸)

凹
／
凸
／

●>ミ<I

第 4図 砂丘、台状地、低地試錐住状図

Ю

一一生８
一

与
□６雲

５園４剛
３
硼
２
囲

oヽ14｀
＼
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囲 4 回 11

匡夏」5[己コ15

匡重目6

匡三 ]7

匿垂]8
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記

，

記

　

歌

と

　

だ

也

出

ヒ

　

浸

弱

＝

＝

命

卍

砂

砂

砂

砂

猟

十
　
・
Ｌ

上

ト

ト

中ヽ粒］‘『̈ル一

中

キ

Ⅲ

韓

諄

＝

■

晴

ン
＝

ヽ`
、ヽ、
ギヽ、

ヽ

第 5図 泥 炭 柱  状 図層

を
同

一
高
度
と
し
て
画
い
て
あ
る
の
で
、
精
確
な
測
量
を
す
れ
ば
多
少
上
り

下
り
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
泥
炭
層
は
Ｎ。
７
で
最

も

厚

く

（
一
、
七
〇
ど
二

二
〇

物
）
、
北
西
及
び
南
西
に
薄
く
な
り
、
北
南
に
は
三
〇
〇

物
、
南
西
に

は

一
五
〇

％
で
殆
ど
消
滅
し
砂
中
に
泥
炭
破
片
を
点
在
す
る
の
み
と
な
る
。

泥
炭
層
表
面
は
Ｎｏ
ア
付
近

で
最
も
高
く
、　
北
西
に
徐
々
に
、

南

西
に
急
激

に
低
く
な
る
傾
向
を
示
す
。
砂
層
や
粘
土
層
が
泥
炭
層
中
に
袂

っ
て
お
り
、

そ
の
あ
る
も
の
は
か
な
り
連
続
す
る

（下
底
付
近
の
極
粗
砂
）
が
、
あ
る
も

の
は
連
続
し
て
い
な
い
。
Ｎ。
ア
で
は
黒
色

層
が
三
層

存

在
し
、

特
に
中
央

部
の
黒
色
層
が
厚
い
が
、
他
の
地
点
で
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
黒
色
層
が

台
状
地
上
段
の
黒
色
砂
層
に
当
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ

で
は
泥
炭
層
の
確
認
だ
け
を
行

っ
た
が
、
各
深
度
毎
に
試
料
を
採
集
す
る
必

要
が
あ

っ
た
と
考
え
　
ヽ
る
。
花
粉
分
析
等
を
行
う
事
に
よ

っ
て
更
に
興
味
あ
る

結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
泥
炭
層
下
に
は
浮
石
片
を
含
む
中

へ
粗
粒

砂
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
台
状
地
下
の
中
粗
粒
砂
に
続
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。　
　
´

吼
１０
は

一
里
崎
半
島
の
谷
で
あ
る
が
、
雨
の
た
め
結
果
は
出
な
か

っ
た

砂
丘
と
台
状
地
と
の
関
係
を
見
出
す
た
め
に
三
本
の
試
錐
を
行
っ
た

（台
状
地
上
先
述
の
凹
地
帯
）
、　
恥

愕
　
（砂

丘

の
内

側
）

、

（砂

丘

の
外

側
）
で
あ
る
。　
Ｎ。
１２

を
０

と

し

て

ハ
ン
ド

・
レ

ベ
ル
で
計
さ
を
測
り
、
第
四
図
に
結
果
を
示
し
た
。
図
で
は
仮
に
蹄

１２

を

Ｍ
４
と
伺
高
と

し

て
画
い
た
。

台
状
地
表
面
の
黒
色
中
粒
砂
層
は

Ｎ。

１２

で
補
々
薄
く
な
り
、
台
状
地
上
の
凹
地
帯
は
後
の
侵
蝕

に
よ

る

も

の

と

考
え
ら
れ
る
。
酌

１３

で
は
砂
丘
表
層
下
に
暗
色
ど

黒

色

部
が

三
層
あ
り

No,No.
14  12 (3)
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Ｎｏ。７
に
あ
る
三
枚
のヽ
黒
色
層
に
対
比
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
最

上

層

は

色
が

稔
々
淡
い
が
、
中
層
及
び
下
層
は
黒
色
で
、
台
状
地
表
層
の
黒
色
砂
に
酷
似
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
三
層
の
間
に
は
貝
殻
片
や
巻
貝
を
含
む
浜
砂
様
の
砂
層
が
袂
ま

っ

て
い
る
。
中
部
の
黒
色
層
は
台
状
地
表
面
の
黒
色
砂
層
と
略
々
同
じ
高
さ
に
あ
り

上
層
は
高
↑
、
下
層
は
低
い
。

こ
の
事
は
現
在
の
砂
丘
が
黒
色
砂
層
堆
積
期
に
形

成
さ
れ
て
来
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。
　
家
口
状
地
表
面
の
黒
色
砂
層
は
肉
眼
で
は

区
分
で
き
な
い
が
、
三
層
に
分
け
得
る
可
能
性
が
生
ず
る
）
。
砂
丘
外
側
の
詭
１４

で
は
黒
色
層
が
見
ら
れ
ず
、　
一
様
に
浜
砂
様
の
砂
層
か
ら
な
り
、　
一
部
に
磁
鉄
鉱

を
多
量
に
合
む
層
準
が
あ
る
。

試
錐
の
際
に
得
た
試
料
と
比
較
す
る
た
め
、
現
在
の
海
浜
お
よ
び
砂
丘
表
面
よ

り
試
料
を
採
集
し
た
　
（
Ｎｏ．
列
？

Ｎｏ．
ク
）
。
こ
れ
ら
の
地
点
は
大
部
分
砂
丘
を

横
切
る
小
径
に
沿

っ
て
選
ん
だ
。
符
号
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ

（砂
丘

表
面

の
風
漣
を
示
す
部
分
よ
り
採
集
。
　
Ｎｏ

グ
の
み
は
砂
丘
の
下
層
）
。
Ｂ

（浜

砂
、
千
潮
時
露
出
し
た
所
で
表
面
よ
り
約
５

Ｍ
を
徐
い
て
採
集
）
。
Ｃ

（砂
丘
外

側
の

ヴ
Ｒ
３

上
段
を
構
成
す
る
も
の
）
ｃ
α

（砂
丘
外
側
の

げ
ｑ
ヨ

下
段
を
構

成
す
る
も
の
）
。
α

（
σ
Ｒ
ョ

下
段
表
面
の
風
漣
を
示
す
部
分
よ
り
採
集
）
。

二
、
浜ヽ
砂
と
砂
丘
砂

採
集
試
料
は

一
〇
五
度
Ｃ
で
四
時
間
乾
燥
し

一
〇
〇
夕
を
径
二
〇

翻
舗
で
籠
別

し

（手
で

一
〇
〇
回
動
か
し
た
）
、
各
粒
径
毎
に
郡
量
し
た
合
計
が
九
九
ぞ

一
〇

一
夕
に
収
ま
る
よ
う
に
し
た
。
稀
量
は
上
皿
天
郡
に
よ

っ
た
。
そ
の
結
果
を
第
六

図
に
示
す
。
図
に
は
ど
１
？
％
ど
弦
ど
推

翻
ど
毎
の
重
量
％
と
、
そ
の
ヒ
プ
ソ
グ

ラ
フ
曲
線
を
示
し
て
あ
る
。

ω
　
弘

初
の
所
で
曲
線
が
凸
型
を
示
す
も
の
と
凹
型
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
肉

眼
的
に
も
凸
型
は
粗
く
凹
型
は
細
い
傾
向
に
あ
る
。

②
　
浜
砂
は
凸
型
、
砂
丘
砂
は
凹
型
と
は
な
ら
な
い
。
然
し
浜
砂
の
方
が
住
か

に
粗
い
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
％
、
弘
、
発

朋
以
上
の
％
は
浜
砂
の
方
が
や
や
高

い
傾
向
を
示
す
。

（然
し
そ
の
逆
の
例
も
あ
る
）
。

９
　
％

肋
以
下
の
部
分
は
浜
砂
に
は
殆
ど
無
い
が
、
砂
丘
砂
に
は
幾
ら
か
合
ま

れ
て
い
る
の
が
通
普
で
あ
る
。
Ｎｏ
％
げ
の
よ
の
よ
う
に
海
岳
で
風
漣
を
示
し
な
が

ら
盛
に
移
動
す
る
部
分
に
は
殆
ど
無
く
、
Ｎ。
グ
Ａ
の
よ
う
に
固
定
し
た
砂
丘
砂
に

は
か
な
り
合
ま
れ
て
い
る
。

０
　
ヴ
Ｒ
日

を
構
成
す
る
砂
は
か
な
り
粗
粒
で
顕
著
な
凸
型
を
示
す
の
で

一
種

の

の
３
４
Ｂ

σ
ω
ω
①
ゴ

の
堆
積
物
と
考
え
る
。

働
　
浜
砂
で
も
砂
丘
砂
で
も
北
西
か
ら
南
東
に
向

っ
て
徐
々
に
細
粒
に
な
る
傾

向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
Ｎｏ
２０
か
ら
Ｎｏ
２３
ま
で
続
き
、
Ｎｏ
２４
で

一
旦
粗
く
な
る
が

Ｎｏ
グ
に
向

っ
て
再
び
細
粒
に
向
う
巧
恥
２０
か
ら
蹄
乏
ま
で
全
体
と
し
て
見
て
も
和

か
く
な
る
。
こ
の
傾
向
は
海
浜
上
の
礫
の
分
布
か
ら
推
測
さ
れ
る
沿
岳
流
の
動
き

と
逆
で
あ
る
。

（今
の
所
、
礫
と
砂
と
は
別
の
機
構
で
運
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
予
想
し
て
い
る
０
例
え
ば
礫
―
嵐
の
時
、
砂
―
普
通
の
時
）
。

０
　
浜
砂
、
砂
丘
砂
共
に
か
な
り
貝
殻
片
が
含
ま
れ
て
い
る
。
貝
殻
片
の
供
給

は
貝
殻
層
か
ら
行
な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

●
　
粒
度
分
布
に
よ

っ
て
浜
砂
と
砂
丘
砂
を
区
別
す
る
決
定
的
な
違
い
は
無
い

砂
丘
自
身
そ
の
初
め
は

一
種
の
　
∽
３
Ｌ
Ｂ

ず
ｏ
伸
ｏ
Ｆ

ど
浜
堤
と
し
て
形
成
さ
れ
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

三
、
台
状
と
低
地
の
砂

Ｎ。

４
？

Ｎ。
３
、
　
Ｎ。

１５
で
採
集
し
た
試
料
の
粒
度
分
布
を
第
六
図
の
Ｉ
に
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示
す
。
吼
１
で
は
凸
凹
両
型
が
判
然
と
分
か
れ
て
お
り
、
肉
眼
で
判
断
し
た
粒
度

と

一
致
し
て
い
る
。
Ｎ。。「
ど
１６
以
上
は
凹
型
、
Ｎｂ
．１
？
％
以
下
は
凸
型
で
あ
る
。

垢

朋
以
下
も
深
さ
と
共
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
Ｍ
３
の
大
部
分
は
層
位
的
に

は
Ｎ。．１
の
凸
型
に
相
当
す
る
筈
で
あ
る
が
、
す
べ
て
凹
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

試
料
が
か
な
り
湿

っ
て
い
て
、
乾
燥
後
固
化
し
た
た
め
、
径
七

・
五

勤
の
磁
製
乳

鉢
で
粒
を
破
壊
し
な
い
程
度
の
力
を
加
え
な
が
ら
約
五
〇
回
磨

っ
た
た
め
と
も
思

う
。
厳
密
に
水
簸
す
べ
き
で
ぁ

っ
た
。
吼
２
は
孔
壁
崩
壊
の
た
め
試
錐
で
き
ず
、

唯

一
つ
の
試
料
し
か
な
い
。
然
も
低
湿
地
は
台
状
地
を
け
ず

っ
て
客
土
し
て
い
る

ら
し
い
の
で
、
自
然
の
ま
ま
か
否
か
は
疑
間
で
あ
る
。
こ
の
試
料
は
直
線
型
と
で

も
い
う
べ
き
粒
度
分
布
を
示
し
て
い
る
。
酌
１５
は
酌
１
の
凹
型
の
部
分
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
の
で
問
題
は
無
い
と
思
う
。

四
、
台
状
地
と
砂
丘

（第
六
図
の
Ⅲ
）

酌
‐２
は
　
　
Ｔ
の
？
１６
以
上
に
当
る
も
の
。

吐
‐３
で
は
中
部
の
黒
色
層
以
下
が
凸
型
、
以
上
が
凹
型
を
示
し
て
い
る
。
吼
１４
は

表
面
よ
り
凸
型
を
示
す
。

（
こ
の
地
点
で
採
集
し
た
砂
丘
砂
は
烈
Ａ
で
あ
る
。

―
第
六
図
Ｉ
Ｉ
）
。

凸
凹
両
型
の
境
界
線
を
先
の
第
四
図
に
記
入
し
て
見
る
と
、
海
岳
に
血
う
に
つ

れ
て
高
く
な
り
、
陸
に
向
う
に
つ
れ
て
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
お

よ
び
Ⅳ
の
ω
②
に
述
べ
た
事
か
ら
、
台
状
地
は
沿
岸
洲
ま
た
は
湾
日
砂
嘴
と
し
て

形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
　
試
錐
に
よ
っ
て
興
味
の
あ
る
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
た
反
面
、
問
題
点
も

幾
ら
か
残

っ
た
。
そ
の
第

一
は
ハ
ン
ド

・
オ
ー
ガ
ー
の
ロ
ツ
ド
が
五
物
で
、
そ
れ

以
下
の
部
分
が
不
明
で
あ
り
、
沖
積
世
初
期
の
海
浸
当
初
の
地
層
が
全
く
明
ら
か

に
さ
れ
な
か

っ
た
し
、
泥
炭
層
下
に
も
興
味
あ
る
。
そ
の
第
二
は
地
下
水
面

下以
下

の
砂
層
は
崩
壊
が
著
し
く
、
掘
進
で
き
な
か

っ
た
事
で
あ
る
。
ま
た
、
砂
利
層
に

つ
き
当

っ
た
場
合
も
掘
進
不
能
で
あ

っ
た
。
第
二
に
時
間
の
関
係
で
試
錐
箇
所
の

教
が
少
々
厳
密
な
対
比
を
し
た
り
、
地
層
の
分
布
を
知
る
た
め
の
資
料
が
不
足
し

た
事
で
あ
る
。
第
四
に
遺
物
包
合
層
で
あ
る
黒
色
層
は
二
？
三
層
に
分
け
得
お
の

で
、
鉱
物
組
成
も
調
べ
る
必
要
が
あ

っ
た
。
恐
ら
く
火
山
灰
を
含
ん
で
い
る
も
の

と
思
う
。五

　
結
論
―
自
然
環
境
の
変
遷
史
―

以
上
に
記
述
し
て
来
た
事
項
を
、
Ｉ
で
予
想
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
整
理
す
れ

ば
．
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω
　
山
地
は
基
岩
よ
り
な
り
、
頂
部
に
若
い
地
層
を
乗
せ
て
い
る
所
が
あ
る
。

平
坦
な
山
積
線
は
、
こ
の
若
い
地
層
の
堆
積
面
と
、
そ
れ
に
よ
り
規
制
さ
れ
た

一

連
の
侵
蝕
面
よ
り
構
成
れ
て
い
る
。

②
　
①
沈
水
の
と
事
、
そ
の
当
時
の
海
の
拡
が
り
を
略
々
決
定
す
る
事
が
で
き

た
。
ま
た
、
沈
水
後
の
変
化

（沿
岸
洲
お
よ
び
潟
の
形
成
、
潟
の
埋
積
）
を
確
め

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ω
　
沈
水
時
の
海
面
は
台
状
地
下
段
の
縁
で
示
さ
れ
る
。
砂
丘
は
沿
岸
洲
形
成

後
に
で
き
た
も
の
で
、
そ
れ
自
身
沿
岸
洲
で
は
な
く
、　
一
種
の
浜
堤
で
あ
る
。

働
　
沿
岸
洲
の
形
成
、
潟
の
埋
積
、
沿
岸
洲
の
破
壊
、
泥
炭
層
の
露
出
と
い
う

教
科
書
に
説
明
さ
れ
て
い
る
海
蝕
輪
廻
の
考
え
を
、
当
地
域
で
は
殆
ど
完
全
に
あ

て
は
め
る
事
が
で
き
る
。

（但
し
浜
堤
の
形
成
を
徐
く
。
）

０
　
地
形
面
の
区
分
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
地
史
解
明
に
役
立
つ
事
が
判

っ
た

当
地
域
の
古
理
の
変
遷
を
推
定
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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１
　
中
新
世
初
期
ま
で
　
日
南
層
群
堆
積
。
漣
痕
、
乱
堆
積
、
お
よ
び
優
勢
な

粗
粒
岩
相
か
ら
、
大
陸
棚
的
環
境
で
あ

っ
た
と
推
定
す
る
。
日
南
層
群
堆
積
期
に

何
回
か
の
昇
降
運
動
が
あ

っ
た
が
、
中
新
世
の
初
め
に
著
し
い
櫂
曲
と
共
に
陸
化

し
、
日
南
層
群
の
山
地
が
で
き
、
侵
蝕
を
受
け
始
め
た
。

２
　
洪
積
世
前
半
ま
で
　
そ
の
後
、
決
積
世
前
半
の
湊
層
堆
積
ま
で
、
海
面
下

に
没
し
た
証
拠
は
無
く
、
引
き
続
い
て
陸
起
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
間
、
隆
起
運
動
の
停
止
期
が
少
く
と
も

一
回
は
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
時

期
に
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
山
麓
面
状
の
平
坦
面
が
本
城
南
方
お
よ
び
福
島
川

北
西
方
に
存
在
す
る

（写
真

一
三
）
。
そ
の
後
、
主
と
し
て
湊
付
近
を
中
心
と
し

て
沈
水
が
起
り
湊
層
の
堆
積
が
行
な
は
れ
た
が
、
沈
水
量
は
著
し
く
な
か
っ
た
。

然
し
、
砂
層
、
泥
層
の
分
布
か
ら
、
沈
水
範
囲
は
か
な
り
拡
が
っ
て
い
た
も
の
と

考
え
得
る
。
湊
層
の
礫
層
の
部
分
は

一
種
の
扇
状
地
的
堆
積
物
の
よ
う
で
あ
る
。

（第

一
図
参
照
）
。

３
　
洪
積
世
後
半
　
湊
層
堆
積
後
、
隆
起
、
幾
ら
か
侵
蝕
さ
れ
て
台
地
が
形
成

さ
れ
た
。
こ
の
台
地
の
上
と
、
日
南
層
群
の
山
地
に
刻
ま
れ
た
谷
の
中
に
、
シ
ラ

ス
層
の
大
規
模
な
堆
積
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
隆
起
の
傾
向
を
示
し
つ
つ
、

シ
ラ
ス
層
は
開
析
れ
さ
、
シ
ラ
ス
台
を
作

っ
た

（第

一
図
参
）
。
こ
の
最
後
の
段

階
に
橙
色
火
山
灰
層
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

４
　
沖
積
世
の
中
頃
ま
で
　
沖
積
世
の
初
め
に
か
な
り
の
海
水
準
上
昇
が
起
り

海
は
陸
地
内
に
侵
入
し
、
出
入
り
や
島
の
多
い
海
岸
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
湾

入
部
の
端
か
ら
島
を
結
ぶ
砂
洲
が
で
き
始
め
た
。
こ
の
砂
洲
は
湾
口
砂
嘴
と
も
、

沿
岸
洲
と
も
言
い
得
る
も
の
で
あ
つ
た
。
砂
洲
の
内
側
の
水
は
停
滞
し
、
砂
洲
の

露
呈
に
よ
っ
て
、
潟
に
変

っ
て
い
っ
た
。
こ
の
部
分
は
狭
い
水
道
に
よ
っ
て
福
島

川
日
の
湾
入
部

（お
よ
び
外
海
？
）
に
繋

っ
て
い
た

（第
七
図
）

５
　
縄
絞
後
期
以
後
　
潟
は
湿
地
と
な
り
、
砂
洲
の
表
面
は
何
回
か
の
火
山
灰

層
を
か
ぶ
る
。
砂
洲
の
外
側
に
浜
堤
が
で
き
始
め
、
砂
洲
の
外
側
は
波
の
攻
撃
を

受
け
、
内
側
の
潟
を
埋
積
し
た
泥
炭
層
が
海
岸
に
霧
呈
し
た
。
こ
の
間
現
在
ま
で

二

・
五
〇

物
の
海
水
準
低
下
が
推
定
さ
れ
る
。
現
在
の
下
弓
国
付
近
の
全
景
を
写

真

一
四
に
示
す
。

エハ
　
　
一控
岬
　
　
　
　
　
　
　
霊
ＨＨ

第 7図 沖 積 世 中 頃 の 古 地 現 図
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遺
跡
周
辺
の
自
然
環
境
の
研
究
は
、
地
質
的
に
は
沖
積
層
の
研
究
で
あ
り
、
地

形
的
に
は
微
地
形
の
研
究
で
あ
る
と
思
う
。
野
外
で
観
察
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
か
ぎ
り
詳
細
に
記
載
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
調
査
の
不
充
分
な
点

や
、
見
落
し
た
点
が
少
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。
特
に
沖
積
層
の

下
部
に
つ
い
て
全
く
不
明
の
ま
ま
残
し
た
事
は
残
念
で
あ

っ
た
。
こ
れ
つ
い
て
の

知
識
を
得
る
た
め
に
、
付
近
の
深
井
戸
の
資
料
を
集
め
よ
う
と
試
み
た
が
、
だ
め

で
あ

っ
た
。

ハ
ン
ド

・
オ
ー
ガ
ー
に
よ
る
試
錐
は
部
落
の
青
年
の
協
力
に
よ

っ
て

行

っ
た
が
、
彼
等
が

一
様
に
口
に
し
た
の
は

「
ど
こ
か
水
の
湧
く
所
は
無
い
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
事
で
あ

っ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
低
い
丘
陵
を
背
後
に
も

っ
た
海
岸

低
地
の
自
然
環
境
か
ら
生
ず
る
農
民
の
悩
み
を
端
的
に
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
筆

者
に
は
聞
え
た
。
沖
積
層
下
部
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
調
査
が
灌
漑
用
水
の
開
発

と
い
う
事
業
と
結
び
つ
い
た
時
、
充
分
に
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
低
地
表
面
は
台
状
地
を
け
ず
り
取

っ
た
砂
で
客
土
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
低
湿
地
と
い
う
事
だ
け
で
な
く
、
低
地
下
に
存
在
す
る
泥
炭
層
に
も
関
係

の
あ
る
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
遺
物
包
合
層
の
細
分
は
、
畑
地
に
多
い

酸
性
土
壊
の
成
因
或
い
は
改
良
と
密
接
に
関
係
を
も

つ
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
こ

れ
ら
の
土
地
改
良
や
、
そ
の
他
の
土
木
事
業
と
結
合
し
て
、
更
に
詳
細
な
知
識
が

得
ら
れ
る
事
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
。
下
弓
田
の
過
去
の
記
録
が
、
現
在
の
人
々

の
生
活
に
何
ら
か
役
立
つ
点
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　

　

　

　

（遠
藤
）

註
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
地
学
研
究
室

串
間
市
役
所
土
木
課

③
　
五
万
分
の

一
地
形
図
志
布
志
、
都
井
岬
。
南
方
は
総
称
名
で
部
落
名
は
金

谷
で
あ
る
。

①
　
現
在
の
福
島
川
日
の
拡
が
り
、
潟
が
埋
積
さ
れ
て
い
く
途
中
の
一
断
面
を

示
し
て
い
る
。

⑤
　
下
弓
田
に
対
す
る

「
上
ゆ
み
た
」
は
同
市
大
東
に
あ
り

（七
協
上
流
）
、

上
井
牟
田
と
書
く
。

⑥
・　
塩
屋
原
の
集
落
全
体
が
旧
河
道
と
現
福
島
川
の
間
の
高
所
に
位
置
し
て
い

′
Ｏ

。

①
　
こ
の
高
さ
は
ポ
ー
ル
と

ハ
ン
ド

・
レ
ベ
ル
で
測

っ
た
。
測
定
し
た
比
高
は

第
二
図
に
記
入
し
て
あ
る
。

①
　
水
準
測
量
は
鈴
木
重
治
、
波
多
野
忠
雅
、
菊
地
武
彦
の
諸
氏
に
よ

っ
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

文
　
　
　
　
献

①
　
大
塚
弥
之
助
、
宮
崎
県
高
鍋
町
付
近
の
地
質
学
的
問
題
。
地
理
学
評
論
第

六
巻
七
号

一
九
二
九

②
　
】退
藤
尚
、
宮
脇
繁
、
大
崎
純
二
、
木
原
貞
夫
、
宮
崎
県
中
部
お
よ
び
南
西

部
の
段
丘
に
つ
い
て
。
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
研
究
時
報
第

一
巻
三
号

一
九

五
七

①
　
松
下
久
道
、
高
井
保
明
、
橋
本
勇
、
遠
藤
尚
、
日
南
炭
田
地
質
調
査
報
告

書
、
宮
崎
県
商
工
課

（未
刊
行
資
料
）

一
九
五
四

ω
　
沖
享
日
向
南
部
の
地
学
的
研
究
、
特
に
福
島
町
、
志
希
志
町
付
近
に
つ
い

て
、
九
州
大
学
理
学
部
地
質
学
教
室

（卒
業
論
文
）

働
　
浅
井
辰
郎
、
市
瀬
由
自
、
大
矢
雅
彦
、
三
井
嘉
都
夫
、
大
隅
半
鳥
の
自
然

環
境
地
理
第
四
巻
七
号

一
九
五
九

０
　
桑
野
幸
夫
、
郷
原
保
真
、
松
井
健
、
大
隅
半
島
の
地
質

（予
報
）
資
源
科

学
研
究
所
彙
報
　
第
四
九
号

一
九
五
九

０
　
宮
崎
県
の
地
質
と
地
下
資
源
宮
崎
県

一
九
五
五

② ①
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②
　
串
間
市
役
所
土
木
課

⑭
　
宮
崎
県
の
地
質
と
地
下
資
源
宮
崎
県

一
九
五
五

3  乱推積を示す礫岩 4  乱隆積を示す礫岩

6砂 岩 原5  黒色頁岩破片を含む砂岩

オ 8図



7

丘
陵
基
部
に
露
fH

し
て

控穀
富
状
砂
岩

９
　
　
下
弓
田
砂
丘
全
景

10 bCrm 下段

8 小砂嘴状地 (人の立つている就)

狩 ―ざ鶉 穂

上段 (小松造林地)
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皓
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に
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る
平
坦
な
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地





B一〇T

第
二
章
　
遺

跡

第11図 Bト レ ン チ の 呼 称

第

一
節

眉

位

調

査

遺
跡
の
調
査
で
は
二
互
に
分
れ
て
、
層
位
調
査
に
重
点
を
置
い
て
ト
レ
ン
チ
発

‐

堀
作
業
を
担
遣
す
る
も
の
と
住
居
上
の
発
堀
を
担
当
す
る
も
の
に
大
別
し
た
。
勿

論
こ
の
班
分
け
は
作
業
上
の
便
営
の
た
め
で
、
相
互
に
見
間
を
交
換
し
、
休
憩
時

又
は
随
時
に
意
見
を
交
換
し
た
。

ま
ず
層
位
調
査
班
は
東
西
に
幅
三
米
に
長
さ
三
〇
米
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。

こ
の
地
区
を
Ｂ
区
と
呼
び
ト
レ
ン
チ
番
号
を
Ｂ
１
０
と
し
た
。
次
に
南
北
の
層

位
を
見
る
た
め
、
Ｂ
１
０
ト
レ
ン
チ
の
東
端
よ
り
南
に
幅

一
・
五
米
、　
一
〇
米
の

長
さ
に
か
ぎ
形
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。
こ
れ
を
Ｂ
１
４
ト
レ
ン
舌
一唯
び
、
三
米

区
劃
を
施
し
北
よ
り
五
区
に
分
け
た
。
次
に
Ｂ
１
０
ト
レ
ン
チ
の
第
四
区
よ
り
南

に
向
け
十
米
の
ト
レ
ン
チ
を
続
け
て
掘
り
、
之
を
Ｂ
１
４
ト
レ
ン
チ
と
名
づ
け
た

や
は
り
二
米
方
形
の
区
劃
を
施
し
北
よ
り
第

一
区
力
至
第
五
区
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

た
。

１
　
日

１

０

区

断

面
　
　
　
（第
一
二
図
上
段
）

Ｂ
地
点
の
主
調
査
部
が
Ｂ
Ｉ
Ｏ
区
で
、
そ
の
南
壁
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｏ
断
面
を
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｏ
ト
レ
ン
チ
を
は
じ
め
、
本
遺
跡
は
厚
い
砂
層
に

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
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よ

っ
て
堆
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
層
の
堆
積
が
非
常
に
変
化
に
乏
し
い
。

こ
の
砂
層
は
堆
積
の
序
列
が
、大
別
し
て
六
層
に
区
別
で
き
る
。
（発
堀
に
よ

っ
て

深
さ
平
均

一
、
五
〇
米
ま
で
の
結
果
）
下
部
よ
り
Ｉ
層
は
狛
色
砂
層
で
、
相
当
荒

粒
子
の
堆
積
物
で
あ
る
。
Ｉ
層
は
平
均

一
、
五
〇
米
の
厚
さ
に
堆
積
し
た
う
す
い

褐
色
を
帯
ぶ
砂
層
で
、
東
側
で

一
、
二
五
米
、
西
端
で

一
、
四
八
米
の
深
さ
に
及

ん
で
い
る
た
め
、
こ
の
砂
層
が
西
側
に
む
か

っ
て
、
わ
ず
か
乍
ら
傾
斜
し
て
い
る

こ
の
と
、
Ｉ
層
は
全
く
遺
物
を
混
じ
な
い
自
然
の
地
積
物
で
Ｉ
層
上
縁
に
若
千
の

カ
ル
石
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
Ⅲ
層
は
、
こ
の
自
然
の
堆
積
に
な
る
砂
層

の
上
に
重
な
る
黒
色
徴
粒
砂
層
で
、
平
均
二
、
三
〇
米
ほ
ど
の
厚
さ
で
堆
積
し
、

東
端
よ
り
大
、
四
〇
米
の
位
置
で
消
失
す
る
。
ト
レ
ン
チ
の
東
端
附
近
で
は
表
土

よ
り

一
、
〇
五
米
、
東
端
よ
り
大
、
四
〇
米
の
位
置
で
表
土
よ
り

一
、　
一
五
米
の

深
さ
に
達
し
、全
体
と
し
て
こ
れ
又
西
側
に
傾
斜
す
る
。
こ
の
Ⅲ
層
は
縄
文
式
後
期

土
器
の
包
合
が
認
め
ら
れ
、
Ｉ
、
Ｉ
層
と
区
別
さ
れ
る
。
Ｌ
層
は
黒
褐
色
土
層
で

や
や
起
伏
の
あ
る
徴
粒
砂
層
で
、
最
も
厚
く
堆
積
さ
れ
た
場
所
で
四
五
糧
で
あ
る

又
東
端
附
近
で
は
Ⅲ
層
と
Ｗ
層
が
接
し
、
皿
層
は
こ
の
部
位
で
消
滅
す
る
と
判
断

さ
れ
る
。
こ
の
層
は
Ⅲ
層
と
同
様
、
最
も
多
量
に
土
瀑
を
包
合
す
る
層
で
あ
る
。

東
端
附
近
で
表
土
よ
り
四
六
糎
、
西
端
で

一
米
の
深
さ
を
数
え
る
た
め
、
Ⅲ
層
の

傾
斜
は
相
当
に
急
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｖ
層
は
灰
褐
色
を
帯
び
た
砂
層
で
、
上
縁
が
耕
作
下
面
に
相
当
す
る
た
め
非
常

に
凹
凸
の
多
い
波
状
を
な
す
。
厚
い
部
分
で
三
〇
糎
、
薄
い
部
分
で
二
〇
糎
に
堆

積
し
、東
端
が
深
さ
四
六
糎
、西
端
が
八
七
糎
ほ
ど
の
表
土
よ
り
の
深
さ
を
持

っ
て

堆
積
し
て
い
る
。
Ｗ
層
に
は
土
器
や
石
錘
な
ど
の
包
合
が
Ⅲ
、
Ⅲ
層
と
は
別
の
状

態
で
包
合
す
る
。
即
ち
包
合
の
状
況
は
あ
る
ま
と
ま

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
下
層

土
器
の
攪
乱
を
意
味
す
る
如
く
、
断
片
的
に
出
上
を
見
る
。
Ｍ
層
は
ト
レ
ン
チ
の

西
側
半
分
に
の
み
見
ら
れ
る
や
や
黒
色
を
な
す
砂
層
で
、
Ｖ
層
以
上
に
耕
作
に
お

い
て
破
壊
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
上
縁
は
凸
凹
甚
し
く
、
部
分
的
に
は

切
瞬
さ
え
さ
れ
て
い
る
。
層
は
西
側
に
し
た
が
い
厚
く
堆
積
さ
れ
て
お
り
、
ト
レ

ン
チ
の
西
端
で
は
表
土
よ
り
の
深
さ
六
三
糎
、
厚
さ
三
六
糎
を
か
ぞ
え
る
。
層
は

東
側
に
薄
く
、
ト
レ
ン
チ
中
央
で
消
減
す
る
が
、
そ
の
附
近
で
は
表
土
よ
り
三
二

糎
、
厚
さ
三
糎
程
度
で
あ
る
。
Ⅵ
層
に
は
遺
物
の
包
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。
表
土

は
平
均
三
〇
糎
、
黒
色
を
呈
し
耕
土
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
耕
土
を
合

め
て
Ｉ
、１
と
Ⅲ
Ｉ
耕
土
ま
で
砂
質
の
状
態
が
大
き
く
分
類
さ
れ
る
。Ｉ
Ｉ
Ｉ
層
は

堆
積
の
ま
ま
の
状
態
で
荒
い
粒
子
の
謂
ば
き
れ
い
な
砂
層
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ⅲ

層
―
耕
土
は
細
粒
子
の
よ
ご
れ
た
状
態
の
も
の
で
有
機
物
質
が
多
分
に
合
有
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
各
層
の
中
Ⅲ
Ｉ
耕
土
ま
で
に
大
く
分
け
て
三
時
期
に
分
類

さ
れ
る
土
器
が
包
合
さ
れ
、本
遺
跡
出
上
の
上
恭
が
編
年
の
手
が
か
り
と
な

っ
た
。

２

Ｂ

Ｉ

Ｉ

区

断

面

こ
の
ト
レ
ン
チ
で
は
西
側
の
切
断
面
を
断
面
調
査
し
て
層
の
重
な
り
を
検
討
し

た
。
各
層
は
レ
ベ
ル
線
よ
り
算
定
し
た
数
値
で
層
の
状
態
を
見
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｏ
区
同

様
各
層
は
Ｉ
か
ら
Ⅵ
層
ま
で
類
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
砂
質
で
あ
る
。
Ｉ
層
は
ト
レ

ン
チ
の
中
央
よ
り
南
側
に
推
積
し
、
中
央
で
落
ち
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
北
側

に
は
Ｉ
層
は
見
ら
れ
な
い
。
Ｉ
層
は
レ
ベ
ル
線
よ
り

一
、
三
〇
米
の
深
で
堆
積
し

褐
色
の
荒
い
砂
質
で
あ
り
、
本
層
に
は
遺
物
の
存
在
は
な
い
。
１
層
は
南
側
で
、

一
、　
一
五
、
北
側

一
、　
一
七
糎
の
深
さ
で
、
厚
さ

一
五
糎
程
度
に
堆
積
し
、
Ｉ
層

に
比
し
て
や
や
黒
味
を
お
び
た
状
態
の
荒
い
粒
子
の
砂
層
で
あ
る
。
こ
の
Ｉ
層
も

Ｉ
層
同
様
遺
物
の
包
合
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
Ｉ
、
Ⅱ
層
の
堆
積
時
は
人
間
の
生
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活
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
相
像
さ
れ
る
。

さ
て
遺
物
の
存
在
は
Ⅲ
層
砂
質
土
壊
で
、
ト
レ
ン
チ
南
側
で
九
〇
糎
、
北
側
で

九
五
糎
の
深
に
堆
積
し
、
約
二
、
三
〇
糎
の
厚
さ
に
堆
積
さ
れ
色
調
黒
色
を
お
び

た
粒
子
の
細
か
い
砂
層
で
あ
る
。
こ
の
Ⅲ
層
に
は
土
器
の
包
合
が
認
め
ら
れ
る
が
、

遺
物
の
数
は
多
い
と
い
え
な
い
。
Ⅲ
層
は
北
側
六
〇
糎
、
南
例
七
〇
糎
の
深
さ
で

堆
稜
し
、
厚
さ
平
均
三
〇
糎
程
度
の
砂
層
で
あ
る
。
砂
粒
は
細
か
く
暗
灰
色
を
な

し
、
遺
物
の
包
合
の
最
も
多
い
層
で
あ
る
。
Ｖ
層
は
北
側
四
〇
糎
の
深
さ
で
堆
積

し
て
い
る
が
ド
レ
ン
チ
の
北
端
附
近
で
北
側
に
傾
斜
し
て
消
滅
し
て
い
る
。
南
側

で
は
五
〇
糎
の
深
で
、
平
均
二
〇
糎
ほ
ど
水
平
に
堆
積
し
た
細
か
い
暗
褐
色
の
砂

層
で
あ
る
。
本
層
も
遺
物
の
色
合
が
多
い
。
Ⅵ
層
は
耕
上
で
、
そ
の
表
面
は
レ
ベ

ル
線
よ
り
北
側
で
二
〇
糎
、
南
側
で
三
〇
糎
を
算
え
る
。

Ｉ
よ
り
Ⅵ
層
ま
で
の
Ｂ
Ｉ
４
区
の
断
面
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
区
同
様
Ｉ
、

Ⅱ
層
と
Ⅲ
Ｉ
Ｖ
ま
で
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
荒
砂
質
無
遺
物
層
、
後
者

は
細
砂
質
遺
物
包
合
層
で
あ
る
。
又
全
体
の
層
が
北
側
に
比
し
て
ト
レ
ン
チ
の
南

端
附
近
が
各
層
堆
積
の
深
さ
が

一
〇
糎
程
度
深
く
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
認
め
る

又
遺
物
包
合
状
態
も
南
側
に
し
た
が
い
量
も
減
ず
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
の
断
面

は
北
側
よ
り
二
米
等
間
に
４
よ
り
５
区
に
分
け
て
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
Ｂ

Ｉ
４
Ｉ
２
区
の
北
寄
り
に
巾

一
米
、
深
さ
地
表
よ
り
九
五
糎
の
撓
乱
穴
が
あ
り
、

そ
の
穴
底
は
Ⅲ
層
ま
で
及
ん
で
い
る
。

３
　

Ｂ

Ｉ

４

区

断

面
　
　
　
（第

一
二
図
下
段
）

こ
の
ト
レ
ン
チ
で
は
西
側
切
断
面
に
お
い
て
層
の
重
な
り
を
検
討
し
た
。
こ
の

Ｂ
Ｉ
４
ト
レ
ン
チ
も
各
ト
レ
ン
チ
同
様
二
米
間
隔
に
割
り
、
北
側
よ
り
Ｂ
Ｉ
４
Ｉ

ｌ
、
２
、
と
し
、
Ｂ
Ｉ
４
Ｉ
５
区
を
も

っ
て
終
る
。
又
各
層
の
深
さ
は
レ
ベ
ル
よ

り
層
の
上
部
を
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
Ｂ
Ｉ
４
区
は
他
区
同
様
ｌ
Ｉ
Ⅵ
層
ま
で
の
層
の
重
な
り
が
存
し
、
Ｉ
層
は

北
側
が

一
、
二
〇
米
、
南
側

一
、
〇
五
糎
で
可
成
り
北
に
傾
斜
を
し
め
す
、
褐
色

荒
粒
子
の
砂
質
で
、
遺
物
の
包
合
は
な
い
。
Ｉ
層
は
比
側

一
、　
〓
二
糎
、
南
側
は

九
〇
糎
、
南
側
は
九
〇
糎
で
厚
さ

一
〇
糎
内
外
の
堆
積
層
で
、
暗
褐
色
荒
粒
子
砂

層
で
あ
る
。
Ｉ
層
同
様
遺
物
の
包
合
は
見
ら
れ
な
い
。
Ⅲ
層
は
ト
レ
ン
チ
の
北
端

よ
り
四
米
、
即
ち
Ｂ
Ｉ
４
Ｉ
３
区
の
北
側
よ
リ
ト
レ
ン
チ
の
南
側
に
か
け
て
堆
積

し
た
砂
層
で
、
Ｂ
Ｉ
４
Ｉ
３
区
北
端
附
近
で
レ
ベ
ル
線
よ
り

一
米
の
深
さ
を
算
え

ト
レ
ン
チ
の
南
端
で
七
五
糎
の
深
に
堆
積
す
る
。
し
た
が

っ
て
ト
レ
ン
チ
の
南
端

よ
り
長
さ
六
米
の
間
に
深
さ
二
五
糎
程
の
差
が
あ
り
、
南
側
に
相
当
つ
傾
斜
を
も

っ
た
層
で
あ
る
。
厚
さ
平
均
し
て
三
〇
糎
前
後
の
細
粒
子
砂
層
で
、
遺
物
の
包
合

が
見
ら
れ
る
。
Ⅲ
層
は
北
側
八
〇
糎
、
南
側
六
〇
糎
の
深
さ
で
厚
さ
平
均
三
〇
糎

程
度
の
暗
灰
色
砂
層
で
あ
る
。
尚
遺
物
の
包
合
が
最
も
多
く
、
北
側
に
し
た
が
い

包
含
量
を
増
す
。
Ｖ
層
は
北
側
四
五
糎
南
端
附
近
た
二
五
糎
を
算
え
厚
さ
平
均
三

五
糎
程
度
の
細
粒
子
砂
層
で
Ⅲ
層
に
比
し
て
土
器
包
合
た
が
多
い
。
Ⅵ
層
は
所
謂

耕
上
で
、
レ
ベ
ル
線
よ
り
地
表
ま
で
北
側
三
〇
糎
、
南
二
γ
値
を
算
え
、
こ
の
北

面
が
地
表
よ
り
４
層
ま
で
の
各
層
が
全
体
と
し
て
北
側
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
各
層
の
中
Ⅲ
Ｉ
Ｖ
層
ま
で
の
遺
物
包
合
層
は
北
側
に
密
で
、
南

に
向
う
ほ
ど
量
を
減
ず
る
。
こ
の
点
Ｂ
Ｉ
４
区
と
同
様
で
、
本
遺
跡
の
主
な
遺
物

包
合
地
を
Ｂ
Ｉ
４
Ｉ
４
区
か
ら
Ｂ
Ｉ
４
Ｉ
３
区
に
か
け
た
線
を
も

っ
て
南
限
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

（賀
川
）

第

二
節
　
住
　
　
居
　
　
址

こ
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
住
居
址
は
三
個
で
、
そ
の
う
ち
二
個
は
竪
穴
住
居
址
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／

で

一
個
は
平
地
住
居
上
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
発
見
の
順
序
に
従

っ
て
東
側
の
竪

穴
住
居
址
を
第

一
号
、
西
側
の
竪
穴
住
居
址
を
第
二
号
、
平
地
住
居
址
を
第
二
号

と
名
ず
け
た
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
址
に
つ
い
て
詳
説
し
よ
う
。

第

一
号
　
住
　
　
居
　
　
址

こ
の
住
居
址
は
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
Ａ
Ｉ

一
区
と
Ａ
十
三
区
と
に
ま
た
が
り
、
東
側

の
壁
を
Ａ
十

一
、
Ａ
十
三
両
区
の
東
壁
と
同
じ
く
す
る
位
置
に
存
在
し
た
。
そ
の

形
は

一
辺
の
長
さ
を
二

・
四
〇

％
と
す
る
方
形
の
竪
穴
住
居
址
で
角
丸

（す
み
ま

る
）
で
は
な
く
、
四
隅
は
直
角
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
深
さ
は
、
地
表
下
六
〇

翻

の
と
こ
ろ
か
ら
六
五

財
の
深
さ
で
入

っ
て
い
た
。
こ
の
場
所
の
地
層
は
地
表
下
六

〇
ど
八
〇

勁
で
黄
色
土
層
に
な
る
が
、
竪
穴
は
黄
色
土
層
中
に
掘
り
込
ま
れ
て
い

た
。南

側
の
壁
に
接
し
て
石
組
み
の
炉
が
あ
り
、
北
側
の
壁
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
接
し

て
長
二

一
・
五

Ｍ
、
幅
七
五

勁
高
さ
六

勁
の
石

一
個
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
精
査

す
る
と
大
形
の
石
錘
で
あ

っ
た
。
ま
た
床
面
は
別
に
何
ら
の
遺
村
も
な
く
自
然
の

地
盤
で
あ

っ
た
が
、
床
の
表
面
に
は
土
器
の
破
片
が
多
く
密
着
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
上
怒
片
は
拓
本
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
下
弓
田
二
式
の
も
の
が
多
か

っ
た
。

た
だ
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
遺
構
は
炉
跡
で
あ
る
。
南
壁
に
接
し
、
そ
の
石
組
み

は
ほ
と
ん
ど
南
側
の
壁

一
杯
に
及
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
は
石
が
ず
り
落
ち
た
た
め

で
、
こ
れ
ら
を
除
い
て
精
査
す
る
と
、
石
の
上
に
赤
色
で
内
側
に
布
目
の
押
痕
の

あ
る
土
器
の
破
片
四
個
が
あ

っ
た
。
し
か
も
こ
の
種
の
上
器
は
こ
の
遺
跡
全
体
か

ら
は
他
に

一
片
も
出
上
し
な
か

っ
た
。
た
だ
こ
の
遺
跡
か
ら
東
北
方
に
約

一
粁
隔

た
る
字
山
田
と
い
う
山
の
中
腹
に
こ
の
種
の
上
器
を
出
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か

も
こ
の
四
片
の
破
片
は
、
こ
れ
を
接
合
せ
る
こ
と
が
で
き
復
原
す
る
と
丸
底
の
小

さ
い
深
鉢
形
の
上
器
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
石
組
み
を
精
査
す
る
と
、
そ
れ
は
自

然
の
海
岸
の
石
を
粘
上
で
築
い
た
も
の
で
、
石
の
ず
れ
崩
れ
た
も
の
を
除
く
と
長

さ

一
一
〇

翻
、
幅
八
〇

初
、
高
さ
二
五

朝
の
粘
土
で
固
め
た
炉
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
下
端
は
こ
の
上
に
あ

っ
た
土
器
片
と
同
じ
赤
色
に
焼
け
い
た
。
従

っ
て
こ
の

炉
が
こ
の
住
居
址
の
も
の
と
し
て
は
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の

地
の
遺
跡
の
上
器
と
異
な
る
土
器
と
直
接
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
、
そ
の
構
造
は

む
し
ろ
土
器
を
焼
い
た
窯
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
か
ら
見
て
、
こ
の
窯
址
を

利
用
し
て
後
世
に
設
け
ら
れ
た
二
次
的
な
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か

し
こ
の
も
の
が
赤
色
布
日
外
器
の
窯
址
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
副
産
物
と
し
て
意
外
な
収
獲
で
あ

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ

て
問
題
は
こ
の
住
居
の
炉
址
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
号
の
例
か
ら
見
て
も
、
こ

の
窯
の
あ

っ
た
南
壁
に
接
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
後
世
の
窯
が
設
け
ら
れ
た
た
め
に
そ
の
形
を
失

っ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
前

あ

っ
た
炉
の
石
も
そ
の
ま
ま
窯
の

一
部
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
住
居
辻
の
柱
穴
は
床
面
が
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
た
た
め
か
随
分
探
し
た
が

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
最
後
に
床
面
を
切
断
す
る
に
及
ん
で
漸
く

発
見
す
る
こ
と
が
で
さ
た
。
し
か
し
床
面
の
外
部
に
お
け
る
柱
穴
は
、
土
地
が
砂

地
で
あ
る
た
め
発
見
は
困
難
で
、
二
、
三
そ
れ
ら
し
い
も
の
も
あ

っ
た
が
、
確
認

す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。

第
二
号
　
住
　
　
居
　
　
址

第
二
号
住
居
址
は
第

一
号
の
西
方
約
九
、
三
〇

効
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
Ａ
十

一
〇
区
の
東
部
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
れ
も
堅
穴
住
居
址

で

一
辺
の
長
さ
を
二

翻
と
す
る
正
方
形
で
角
丸
で
は
な
く
角
が
直
角
を
な
し
て
い
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も

こ

¢

匹

片

¢
秘

月

掟

　

こ
オ

堪

翌

准

モ
ぇ

て

と

力

ｘ
ゼ

庖

娠

ラ
ぇ

ど

メ

五

し

′

▲
デ

る
こ
と
な
ど
第

一
号
と
同
じ
で
あ

っ
た
。
同
じ
く
南
壁
に
接
し
て
そ
の
中
央
部
に

数
個
の
自
然
石
を
組
み
合
せ
た
炉
址
が
あ

っ
た
。

位
置
し
た
。
こ
れ
は
第

一
号
お
よ
び
第
二
号
と
異
な
り
床
面
を
粘
上
で
固
め
た
平

地
住
居
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
地
表
か
ら
の
深
さ
が
極
め
て
浅
く
五
〇
ど
五
七

Ｍ
で

」

,

第13図 第一 号住 居址床面の上 器

こ
の
住
居
址
は
第

一
号
と
異
な
る
と
ろ

は
床
面
に
粘
土
を
張

っ
て
い
る
こ
と
で

粘
土
は

一
部
剣
落
し
で
い
た
が
こ
の
床

面
は
地
表
下
五
八

側
の
深
さ
で
、
竪
穴

の
深
さ
は
二
七

勁
と
み
ら
れ
た
。

床
面
よ
り
は
土
器
の
破
片
や
木
炭
、

灰
な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
た
が
、
土
器
片

は
あ
ま
り
に
小
さ
く
、
か

つ
文
様
の
認

め
ら
れ
る
も
の
は
な
か

っ
た
。
彪
石
製

の
看
鉄
の
破
片
と
石
片
若
千
を
見
出
だ

し
た
ほ
か
は
石
恭
も
遺
存
し
な
か

っ
た

西
側
壁
か
ら
七
〇

翻
東
お
北
側
壁
か
ら

四
〇

翻
南
の
点
に
長
さ
三
〇

Ｍ
、
幅
二

五

物
、
深
二
三

Ｍ
の
穴
が
あ

っ
た
が
、

他
に
柱
穴
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
。

第
二
号
　
住
　
　
居
　
　
址

こ
の
住
居
辻
は
Ａ
十
二
区
の
南
方

一

五

％
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
こ
に
設
置

し
た
四

％
四
方
の
Ｃ
ト
レ
ン
チ
を
東
に

二

物
、
北
に

一
、
五

％
延
長
し
た
中
に
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あ

っ
た
。
こ
の
住
居
址
は
長
さ
六

物
、
幅
四

効
で
東
西
に
長
く
、

四
偶
に
直
径

一
三
？

一
五

勁
の
ピ

ッ
ト

（柱
穴
）
が
あ
り
、
そ
の

内
側
に
平
行
し
た
幅

一
〇

勁
内
外
深
六

勁
内
外
の
溝
状
の
も
の
が

あ
り
、
そ
の
南
側
に
四
個
、
北
側
に
四
個
の
小
ピ

ッ
ト
が
ほ
ば

一

列
に
な
ら
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
小
ピ

ッ
ト
は
直
径
五

勁
内
外
深

さ

一
〇
ど

一
五

勁
の
も
の
で
、
北
側
に
あ
る
も
の
は
南
方
に
傾
到

し
、
南
側
の
も
の
は
北
方
に
傾
斜
し
て
い
た
か
ら
、
大
形
ピ

ッ
ト

を
結
び
合
わ
せ
た
桁
に
垂
木
状
に
斜
め
に
組
み
合
せ
ら
れ
て
屋
根

を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
両
側
の
溝
状
の
凹
所

の
間
隔
は

一
八
〇

効
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
心
線
か
ら
各
九
〇

勁

の
距
離
に
あ
り
、
こ
の
中
心
線
を
東
西
に
延
ば
せ
ば
住
居
辻
を
南

北
に
両
断
し
、
中
心
線
の
南
北
両
半
を
対
称
形
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
中
心
線
か
ら
両
側
の
溝
状
凹
所
は
各
九

〇

解
で
あ
り
、
外
側
の
小
ピ

ッ
ト
は
南
北
両
側
と
も
ほ
ぼ
中
心
線

か
ら
二
八
〇

勤
の
位
置
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
溝
状
凹
所
の
内
側

が
粘
上
で
固
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
粘
上
で
固
め
ら
れ
た
面
は

溝
状
凹
所
の
西
方
に
お
い
て
六
Ｏ

Ｍ
、
東
方
に
お
い
て

一
、
五
〇

％
ぐ
ら
い
延
び
て
を
り
、
東
側
の
延
び
た
粘
土
面
の
南
北
両
側
に

各
二
個
の
小
ピ

ッ
ト
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
出
入
口
が
あ

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

床
面
に
は
東
部
北
側
の
大
ピ

ッ
ト
に
近
く
石
匙

一
個
と
石
鏃
そ

の
他
の
破
片
が
あ

っ
た
。
ま
た
床
面
の
諸
所
に
石
片
や
土
器
破
片

木
炭
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
土
器
は
小
さ
い
破
片
で
あ

っ
た
け
れ
ど

第14図 第二号住 居址床面の土器

口

口

Ｆ
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も
、
拓
本
に
示
す
ご
と
く
大
平
式
上
器
の
破
片
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
西
端
部
に
木
炭
や
灰
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
径
居
址
の
炉
址
は
西

側
の
壁
に
近
く
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
上
器
片
や
石
片

は
溝
状
の
凹
所
の
中
か
ら
も
見
出
さ
れ
た
が
、
東
北
偶
の
大
形
ピ

ッ
ト
の
中
に
は

二
個
の
石
が
入

っ
て
い
た
が
、
石
で
根
固
め
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
間

題
は
こ
の
溝
状
の
凹
所
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
初
か
ら
在

っ
た

も
の
か
、
後
に
耕
作
の
際
堀
り
込
ま
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
中

心
線
か
ら
対
称
の
位
置
に
あ
る
こ
と
な
ど
最
初
か
ら
設
け
ら
れ
た
公
算
が
大
き
い

そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
倹
た
ね
は
な
ら
な
い
。
こ
の
家
を
復
原
す

れ
ば
四
注
又
は
入
母
屋
と
な
る
。

附

窯

址

に

つ

い

て

第

一
号
住
居
址
の
炉
に
つ
い
て
記
し
た
窯
上
の
こ
と
を
さ
ら
に

一
言
し
た
い
。

組
支
土
器
に
し
て
も
弥
生
式
上
器
ま
た
は
埴
器
に
し
て
も
、
そ
の
窯
跡
の
遺
存
し

て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
須
恵
の
窯
址

（客
窯
ま
た
は
沈
窯
）
が

多
い
の
と
対
際
的
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
赤
焼
き
の
上
器
は
解
放
気
中
で
所
謂

酸
化
燈
で
焼
か
れ
る
か
ら
そ
の
施
設
を
大
し
て
要
し
な
い
た
め
に
窯
跡
が
残
ら
な

い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
今
回
発
見
さ
れ
た
窯
跡
は
内
側
に
布
目
の

圧
痕
を
有
す
る
赤
焼
き
の
上
器
が
あ

っ
て
そ
の
復
原
形
は
高
さ

一
二

勁
、
口
径

一

二

・
五

勤
の
丸
底
の
深
い
椀
形
で
、
色
は
朱
色
を
帯
び
表
面
は
無
丈
、
粗
製
で
、

胎
上
に
は
石
英
粒
を
多
く
合
ん
で
い
る
。　
一
見
す
る
と
弥
生
式
土
器
に
似
て
を
り

胎
上
が
細
か
く
朱
色
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
埴
器
の
あ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

従

っ
て
こ
の
上
恭
の
編
年
は
更
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
同
類
の
も
の
が
こ
こ
か

ら
東
北
約

一
肋
の
字
山
田
な
る
山
の
中
腹
に
あ
る
。
こ
の
上
器
の
焼
成
は
弥
生
式

土
器
に
近
い
よ
う
に
恩
は
れ
る
。
こ
の
種
の
内
側
に
布
目
を
有
す
る
土
器
を
焼
い

た
窯
が
こ
の
窯
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
従

っ
て
こ
の
窯
の
こ
と
を
少
し
く

詳
し
く
記
せ
ば
、
前
に
記
し
た
ご
と
く
長
さ

一
一
〇

勁
、
幅
八
〇

勁
、
厚
さ
二
五

Ｍ
の
粘
土
の
塊
に
は
石
も
の
っ
て
い
た
。
そ
し
て
下
部
が
焼
け
て
赤
色
を
呈
し
て

い
た
が
、
そ
の
色
は
上
に
あ

っ
た
布
目
の
上
器
の
色
と
同
じ
く
朱
色
で
あ

っ
た
。

こ
の
粘
上
の
焼
け
て
い
る
状
態
は
、
赤
く
焼
け
た
部
分
を
下
に
し
て
床
面
と
の
間

に
九

勁
の
黒
色
土
層
が
入

っ
て
い
た
。
こ
の
黒
色
土
層
は
中
央
が
高
く
南
北
の
両

端
が
低
く
、
中
央
の
弧
形
に
隆
起
し
た
最
高
部
の
高
さ
は
四
五

効
で
あ

っ
た
。
そ

れ
で
こ
の
粘
土
製
の
遺
構
は
窯
で
、
そ
の
天
丼
部
が
床
に
落
ち
て
い
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
極
め
て
小
形
の
窯
で
土
器
を
焼
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
窯
は
将
来

の
研
究
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
「

（石
川
）
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第
四
章
　
遣

第

一
節
　
土

器

今
回
の
調
査
に
よ

っ
て
出
上
し
た
土
器
類
は
、
主
と
し
て
Ｂ
地
区
よ
り
発
見
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
若
千
の
上
器
類
は
Ａ
地
区
よ
り
検
出
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
地
区

及
び
Ｂ
地
区
よ
り
検
出
さ
れ
た
土
器
類
に
は
大
差
が
認
め
難
く
、
Ａ
地
区
の

一
号

住
居
址
よ
り
出
上
し
た
布
痕
の
あ
る
土
器
、
及
び
中
層
よ
り
検
出
し
た
平
行
沈
線

丈
の
土
器
片
数
点
を
除
い
て
、
Ａ
地
区
及
び
Ｂ
地
区
の
上
恐
類
は
基
本
的
に
変
り

が
な
い
。
こ
れ
は
地
表
に
散
布
す
る
遺
物
の
分
布
に
よ
り
遺
跡
の
範
囲
を
確
認
す

る
に
当

っ
て
、
特
異
な
地
域
が
存
在
し
な
い
事
に
よ

っ
て
も
認
め
得
る
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
単
純
な
遺
跡
と
し
て
把
握
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
調
査
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
ト
レ
ン
チ
を
通
じ
、
土
器
に
つ
い
て

一
般
的
に
云
え
る
こ
と
は
、
当
遺

跡
の
上
器
が
南
九
州
に
広
く
分
布
す
る
市
来
式
上
器
を
中
心
と
し
た
後
期
の
上
器

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
口
縁
部
に
く
の
字
形
断
面
を
有
し
、
波
状
回
縁
及

び
平
縁
を
伴

っ
て
、
地
支
具
に
貝
を
用
い
、
器
の
内
外
面
に
貝
殻
条
痕
を
認
め
得

る
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

層
位
を
中
心
と
し
て
遺
物
の
検
出
に
当

っ
た
Ｂ
ト
レ
ン
チ
内
の
上
器
の
出
土
状

況
を
見
る
と
、
第

一
層
の
表
土

（耕
土
）
第
二
層
の
暗
褐
色
砂
質
土
層
、
第
二
層

の
暗
灰
色
砂
層
、
第
四
層
の
黒
褐
色
砂
層
、
第
五
層
の
黒
褐
色
砂
及
び
褐
色
砂
の

混
交
層
、
第
六
層
の
褐
色
砂
層
の
う
ち
、
第
二
層
及
び
第
二
層
の
底
部
が
比
較
的

に
安
定
し
た
出
上
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
第

一
層
の
耕
土
層
を
除
外
し

て
、
第
二
層
を
上
層
、
第
二
層
を
中
層
、
第
四
層
以
下
を
下
層
と
便
宜
的
に
呼
称

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
呼
称
に
従
う
と
多
少
の
ず
れ
は
認
め
ら
れ
て
も
基
本
的

に
は
地
表
よ
り
五
〇
糎
以
上
が
上
層
、
五

一
糎
か
ら
七
〇
糎
が
中
層
、
そ
れ
以
下

が
下
層
に
当
る
。
こ
れ
は
Ａ
地
区
に
於
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
云
え
る
。
上
層
、

中
層
、
下
層
と
そ
れ
ぞ
れ
の
層
に
於
け
る
土
器
片
の
包
合
は
、
Ｂ
ト
レ
ン
テ
に
於

い
て
は
、
第

一
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ

っ
て
も
認
め
得
る
の
で

あ
る
が
、
上
層
及
び
中
層
に
土
器
類
が
圧
倒
的
に
多
く
包
合
さ
れ
て
い
る
。
出
土

の
上
器
類
を
記
録
す
る
に
曽

っ
て
は
、
層
位
を
ま
ず
問
題
と
す
る
と
共
に
、
回
縁

部
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
形
態
上
の
変
化
、
及
び
た
文
を
中
心
と
し
て
報
告
を

試
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
　

上
層
の
上
器

　

　

（拓
影
ψ
ど
４３
）

上
層
よ
り
検
出
さ
れ
て
い
る
土
器
は
す
べ
て
破
片
で
あ

っ
て
、
Ｂ
ト
レ
ン
チ
内

か
ら
は
第

一
表
に
示
し
た
通
り

一
六
七

一
片
を
数
え
る
。
復
元
可
能
の
資
料
は
見
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当
ら
な
い
が
、
回
縁
部
、
腹
部
、
底
部
等
の
断
片

か
ら
見
た
土
器
形
は
甕
を
主
体
と
し
て
鉢
が
伴

っ

て
い
る
。
形
態
上
の
特
徴
を
よ
く
示
す
口
縁
部
の

断
面
は
大
別
し
て
七
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
二
表
に
示
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

Ｕ

．
？
４
は
典
型
的
な
く
、
の
字
形
口
縁
で
あ
り
、
口
唇
部
は
内
面
か
ら
の
調
整

が
良
好
で
、や
や
ま
る
み
を
持

つ
。
内
外
面
と
も
に
貝
殻
条
痕
で
調
整
し
て
い
る
。

こ
の
上
器
が
下
弓
日
遺
跡
出
上
の
上
器
の

一
つ
の
基
調
と
な

っ
て
い
る
の
は
後
述

す
る
通
り
で
あ
る
。

Ｕ

．
１
２
は
く
の
字
形
口
縁
で
あ
る
点
に
Ｕ

．
１
１
と
の
類
似
を
示
す
が
、
Ｕ

■
？
１
の
女‐ョ
き
口
縁
の
延
び
が
お
お
ら
か
で
な
く
、
委
縮
さ
れ
口
唇
部
の
ま
る
み

は
む
し
ろ
平
端
化
さ
れ
て
い
る
。
く
の
字
形
の
屈
折
部
よ
り
回
唇
に
か
け
て
の
内

曲
の
度
が
少
な
く
直
行
し
て
い
る
点
に
も

一
つ
の
特
徴
を
見
出
せ
る
。

Ｕ

．
？
３
は
、
大
き
く
延
び
た
く
の
字
形
口
縁
を
示
す
点
で
Ｕ

ｌ
？
４
と
の
類

似
が
指
摘
で
き
て
も
、
屈
折
部
が
大
き
く
象
徴
的
で
あ
り
、
く
の
字
形
口
縁
の
発

展
的
な
形
態
を
窺
わ
せ
る
点
に
他
と
の
異
り
を
示
し
て
い
る
。
中
に
は
こ
の
屈
折

部
に
は
り

つ
け
文
を
め
ぐ
ら
し
、
こ
れ
を
く
の
字
形
口
縁
に
合
わ
せ
て
調
整
し
、

そ
の
部
分
に
よ

っ
て
施
丈
帯
を
区
劃
し
て
い
る
も
の
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｕ

ｌ
？
４
は
上
層
、
中
層
、
下
層
の
各
層
を
通
じ
て

一
つ
の
大
き
な
基
調
を
示

し
た
く
の
字
形
口
縁
の
上
器
に
対
比
で
き
得
る
ば
か
り
か
、
中
層
よ
り
上
層
に
行

く
に
従

っ
て
数
を
増
し
、
上
層
に
於
い
て
圧
倒
的
に
多
く
包
合
さ
れ
て
い
る
点
か

噂
庁
練
剤
囃
向
〕
咤
開
学
騨
中
一
一
つ
嘲
］
学
翔
伸
斜
】
体
勲

一
註る
牌
蜘
抑
牌
靱
呻

第 4表  Bト ツンチ内土器出土状況 (単位,片)

引引引引引 引翫IJ引引引ま
耕土層

上 層

中 層

下 層

計

区名|≫<
‐８

３５

３２

０

８５

２７

７２

磁

０

８‐

121  141   81 14

1721 1061 1851 13011

1611  181  1 181 171+  71

区 名 灘
Ｂ４
＋
B4
+ヮ

Ｂ４
＋

B4
+
Ｂ
４
十
B4+■～
B4+5

耕土層

上 層

中 層

下 層

計「

0～20勁

21-50翻

51か彰70勤

71～ 90勤

0-90じ″

４

　

”

　

７
　
　
　
　

３‐

５８

３７

殴

正

刻

３２

８。

４８

‐３

だ

lb

36

19[

42〔

30〔

6〔

98(

区  名 激
枷
十
Ｂ．
＋

Ｂ．
＋

Ｂ．
＋

B■ |
+5
B二十1～
B二十t

耕土層

上 層

中 層

下 層

言「

0-20ひ″

!1-50θ
"

;1-70θ ″

′1-90じ″

O-90ε″

４５

７４

２７

９

‐５５

6

40

12

14

4ク

7g

18

14フ 1

２６

０３

５４

‐４

９７

l

１＋

　

３
‐
　

　

１
，
　

　

　

　

７

109

29こ

18町

4〔

63(
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上

層

（
Ｕ
‐
）

|

15

中

層

（
Ｍ

）

|

I

|

ｒ

Ｆ

4

|

下

層

（
Ｌ
‐
） | 2

| | | | | |

土器第 2表 口縁部断面による層位関係

上
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謂

5
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6
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中

層

（
Ｍ
２
）

翔
'ID7''''''4

8

2

翻
5

∞
鍵

6
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―
13
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14

下
層

（
Ｌ
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）

1            2

θ0000 》DDbb)
3
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土器第 8表 i施 文 に よ る層 位 関係
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極
似
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
く
の
字
形
口
縁
が
退
化
し
、
日
唇
部
が
ま
る

み
を
持
ち
肥
厚
し
て
い
る
点
と
、
波
状
日
縁
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
傾
向
に
あ

っ

て
、
無
文
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

Ｕ

．
‡
５
は
、
く
の
字
形
口
縁
の
退
化
形
式
の

一
つ
と
し
て
Ｕ

．
１
４
？
Ｕ
Ｉ

３
と
は
異

っ
て
い
る
。
器
形
が
小
型
の
も
の
に
多
い
点
も

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
が

く
の
字
形
口
縁
の
場
合
、
屈
折
部
か
ら
内
曲
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
れ
ら

一
群

の
上
器
で
は
、
口
縁
が
外
曲
し
、
口
唇
部
に
特
徴
が
あ
る
。
く
の
字
形
回
縁
が
こ

の
部
分
に
萎
縮
化
さ
れ
て
施
丈
帯
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｕ

．
１
６
は
、
上
層
に
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
中
層
に
も
多
少
検
出
さ
れ
て
お

り
、
中
層
の
時
期
か
ら
発
生
し
、
上
層
の
時
期
に
盛
行
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
基
本
的
に
は
く
の
字
形
口
縁
に
属
さ
ず
、
Ｕ

ｌ
１
４
に
み
ら
れ
る
ま
る
み

を
持
ち
、
肥
厚
し
た
断
面
を
示
す
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
口
唇
部
に
把
手
様
の
突
起

を
有
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
突
起
は
四
ケ
所
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
山
形
隆
起
の
波
状
回
縁
が
失
わ
れ
、
こ
の
突
起
に
よ

っ
て
象
徴
さ
れ
て
い

る
も
の
と
み
ら
れ
、
退
化
型
式
の

一
つ
と
思
わ
れ
る
。

Ｕ

ｌ
ｌ
ア
は
、
波
状
日
縁
の
山
形
隆
起
の
下
部
に
把
手
を
付
け
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ

っ
て
、
把
手
の
点
で
は
Ｕ

ｌ
１
６
と
共
通
し
て
い
て
も
、
山
形
隆
起
を
示

す
点
で
異

っ
て
い
る
。
隆
起
部
以
外
の
断
面
は
直
行
の
も
の
と
く
の
字
形
回
縁
の

も
の
の
二
通
り
あ
る
が
、
く
の
字
形
口
縁
を
示
す
上
器
に
、
よ
り
多
く
把
手
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。

日
縁
部
断
面
に
よ

っ
て
そ
の
特
徴
を
み
て
き
た
以
上
の
上
器
の
形
態
は
、
Ｕ

．

１
４
を
除
い
て
す
べ
て
甕
で
あ
り
、
Ｕ

．
１
４
に
は
小
鉢
ま
た
は
深
鉢
が
存
在
す

る
。
従

っ
て
器
形
の
変
化
が
多
少
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
全
体
を
通
し
て
、
く
の

字
形
口
縁
の
上
器
が
基
調
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
施
文
に
つ
い
て
そ

の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

上
層
の
上
器
の
口
縁
部
を
中
心
と
し
た
施
丈
は
、
第
三
表
の
Ｕ
に
示
し
た
通
り

で
あ
り
、
九
種
に
大
別
し
得
る
。

Ｕ

ｌ
１
１
は
、
貝
殻
条
痕
を
地
文
と
し
て
お
り
、
器
の
内
外
面
に
そ
れ
が
認
め

ら
れ
る
。
□
縁
外
面
の
施
丈
は
日
唇
に
接
し
て
、
密
着
し
た
貝
殻
腹
縁
の
断
片
に

よ
る
刺
突
列
が
並
び
、
く
の
字
形
口
縁
の
屈
折
部
の
上
部
に
施
文
さ
れ
た
刺
突
列

と
対
し
て
い
る
。
そ
の
中
間
に
間
隔
に
余
裕
を
も

っ
て
弧
を
画
く
貝
殻
腹
縁
の
刺

突
が
左
斜
め
に
押
さ
れ
、
並
列
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
施
丈
具
は

ハ
イ
ガ
イ
ま

た
は
サ
ル
ボ
ウ
を
使
い
、
そ
の
ま
ま
原
体
と
し
た
り
、断
片
を
原
体
と
し
て
い
る
。

出
上
し
た
す
べ
て
の
施
丈
あ
る
土
器
の
施
文
具
が
す
べ
て
貝
で
あ
り
、
数
種
の
貝

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
ハ
イ
ガ
イ
ま
た
は
サ
ル
ボ
ウ
が
原
体
の
基
本
と
な

っ
て

い
る
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
。
瞬
面
と
の
関
係
を
み
る
と
Ｕ

．
１
４
が
他
の
施
丈

を
併
用
し
て
こ
の
施
文
を
用
い
て
い
る
。

Ｕ

２
‐
２
は
、Ｕ

２
１
‐
と
基
本
的
に
変
り
な
い
施
文
で
あ
る
が
、中
間
部
に
施

丈
さ
れ
た
弧
を
画
く
剰
突
列
が
水
平
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
口
唇
部
を
上
部
と
し

て
下
に
開
き
、　
ハ
イ
ガ
イ
の
断
片
に
よ
る
垂
直
な
剰
突
に
よ

っ
て
区
劃
さ
れ
、
交

互
に
施
文
さ
れ
て
い
る
点
が
異

っ
て
い
る
。
具
殻
条
度
が
地
文
と
な

っ
て
い
る
点

や
、
絶
文
具
が

ハ
イ
ガ
イ
ま
た
は
サ
ル
ボ
ウ
で
あ
る
点
、
更
に
断
面
と
の
関
係
に

於
い
て
、
Ｕ

２
‐
‐
が
指
埋
さ
れ
る
点
な
ど
Ｕ

２
‐
４
と
ほ
ぼ
変
り
が
な
い
。

Ｕ

２
‐
３
は
、
Ｕ

２
１
２
と
同
様
に
Ｕ

２
‐
４
と
の
関
係
を
抜
き
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
口
唇
部
に
接
す
る
部
分
や
、く
の
字
形
回
縁
の
屈
折
部
に
上
接
す
る

刺
突
列
に
角
度
の
点
で
多
少
の
変
化
あ
が

っ
て
も
、
全
体
的
に
ほ
ぼ
変
り
が
な
く
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た
だ
中
間
部
の
弧
を
画
く
刺
突
列
の
上
部
と
下
部
に
そ
れ
ぞ
れ

一
本
の
沈
線
に
よ

る
画
線
が
あ
る
点
で
Ｕ

２
‐
４
と
異
り
、
中
間
部
の
剌
突
列
が
水
平
に
区
劃
さ
れ

て
い
る
点
で
、
Ｕ

２
‐
２
に
於
け
る
垂
直
の
区
劃
と
異

っ
て
い
る
。
劃
縁
と
し
て

勉
爽
し
た
沈
線
は
、
日
縁
部
の
延
び
に
よ

っ
て
施
文
帯
が
広
く
な

っ
て
い
る
こ
と

に
関
係
が
あ
る
。
断
面
と
の
関
係
に
於
い
て
、
延
び
の
大
き
い
Ｕ

．
１
１
及
び
Ｕ

．
１
３
に
こ
の
施
女
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
く
、
劃
線
と
し

て
の
沈
線
が
用
い
ら
れ
た
意
味
が
こ
こ
に
於
い
て
窺
が
え
る
の
で
あ
る
。
沈
線
の

施
文
具
で
あ
る
が
、
竹
管
と
み
る
よ
り
む
し
ろ
、
二
枚
具
の
殻
頂
を
用
い
た
と
み

る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

Ｕ

２
‐
４
は
、
Ｕ

２
‐
２
及
び
Ｕ

２
‐
３
と
の
関
係
が
深
い
。
Ｕ

２
‐
‐
か
ら

Ｕ

２
‐
３
に
み
ら
れ
た
日
唇
部
及
び
屈
折
部
に
近
い
剌
突
列
の
間
に
み
ら
れ
た
弧

を
画
く
剌
突
列
が
な
く
、
そ
れ
に
代

っ
て
劃
線
と
し
て
の
水
平
な
沈
線
、
及
び
垂

直
な
二
枚
貝
の
断
片
に
よ
る
剌
突
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
地
文
に
条
痕
が
認
め
ら

れ
る
の
は
他
と
同
様
で
あ
る
。
断
面
と
の
関
係
を
み
る
と
Ｕ

．
１
１
及
び
Ｕ

．
―

３
が
指
摘
さ
れ
、
特
に
延
び
の
よ
い
Ｕ

．
１
４
と
の
関
係
が
密
で
あ
る
。

Ｕ

２
‐
５
は
、
Ｕ

２
‐
４
？
Ｕ

２
‐
４
な
ど
に
み
ら
れ
た
華
一麗
な
文
様
に
対
し

て
単
純
で
あ
り
、
サ
ル
ボ
ウ
、　
ハ
イ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
具
の
断
片
を
原
体
と
し
て

口
唇
に
対
し
て
水
平
に
剌
突
列
を
施
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
回
縁
の
延
び
が
萎

縮
さ
れ
て
い
る
Ｕ

．
１
２
や
、
日
唇
に
特
徴
が
あ

っ
て
、
外
曲
し
て
い
る
Ｕ

．
―

５
な
ど
に
多
く
、
特
に
Ｕ

ｌ
１
５
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
施
文
で
あ
る
。
回
縁

部
が
委
縮
さ
れ
施
文
帯
の
幅
が
小
さ
い
土
器
に
用
い
ら
れ
る
文
様
と
し
て
肯
け
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
も
地
丈
と
し
て
具
殻
条
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

Ｕ

２
１
６
は
、
Ｕ

２
１
５
と
同
様
に
単
純
化
さ
れ
て
、
貝
の
刺
突
が
並
列
し
て

い
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
異
り
は
、
Ｕ

２
１
５
に
於
け
る
施
文
の
原
体
が
断
片

で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
こ
れ
は
断
片
で
は
な
く
、
弧
画
を
い
て
お
り
、
腹
縁
全
体

が
原
体
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｕ

２
１
５
が
Ｕ

．
１
２
及
び
Ｕ

ｌ
１
５

に
み
ら
れ
ず
、
Ｕ

．
１
２
を
主
体
と
し
て
Ｕ

．
１
４
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ

．

１
２
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
口
唇
に
近
く
施
文
さ
れ
る
が
、
Ｕ

．
１
４
に
勉
文
さ

れ
る
場
合
は
肥
厚
し
た
日
唇
か
ら
離
れ
て
施
さ
れ
、
刺
突
列
の
間
隔
が
大
き
い
場

合
が
多
い
。

Ｕ

２
‐
ア
は
、
地
丈
と
し
て
の
具
殻
条
反
が
器
の
内
外
に
認
め
ら
れ
る
の
み
で

あ
り
、
文
様
の
な
い
点
で
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
Ｕ

２
‐
‐
を
基
調
と
す
る
土
器

に
み
ら
れ
ず
、
Ｕ

．
１
４
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
華
一麗
な
施
丈
と
関
係

の
深
い
く
の
字
形
回
縁
に
あ
る
意
味
で
対
立
す
る
Ｕ

．
１
４
で
あ
る
だ
け
に
興
味

が
あ
る
。

Ｕ

２
‐
８
は
華
一魁
さ
に
於
い
て
他
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
口
唇
に
寄

っ
て
、
貝

殻
刺
突
が
並
列
し
て
い
る
点
は
、
Ｕ

２
‐
４
？
Ｕ

２
‐
４
と
同
様
で
あ
る
が
、
く

の
字
形
日
縁
の
屈
折
部
ま
で
に
二
本
の
沈
線
が
施
さ
れ
、
更
に
続
い
て
剰
突
列
が

並
列
し
て
い
る
こ
と
は
、
Ｕ

２
‐
３
ま
た
は
Ｕ

２
‐
４
の
変
化
と
し
て
認
め
ら
れ

て
も
肩
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
広
く
施
丈
さ
れ
て
い
る
点
で
異

っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
屈
折
部
以
下
に
、
刻
目
と
み
た
方
が
迪
当
な
具
殻
の
施
文
が
小
刻
み
に
並
列

さ
れ
更
に
肩
部
以
下
に
数
条
の
沈
線
が
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
断
面
と
の
関

係
を
み
る
と
、
Ｕ

．
―
ア
に
の
み
認
め
ら
れ
る
の
は
、
山
形
隆
起
の
下
部
に
把
手

を
設
け
る
の
と
あ
い
ま

っ
て
、
こ
の
種
の
施
女
が
最
も
複
雑
化
さ
れ
、
そ
れ
だ
け

に
華
一避
さ
で
は
他
を
圧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｕ

２
‐
９
は
、
日
唇
に
近
い
刹
突
列
も
、
下
部
の
利
突
列
も
比
較
的
に
間
隔
を



も

っ
て
お
り
、
Ｕ

２
‐
‐
？
Ｕ

２
‐
４
に
み
ら
れ
た
二
段
の
刺
突
列
と
異

っ
て
、

下
段
の
剰
突
に
弧
を
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
中
間
部
に

一
本
の
沈
線
を
絶
し
て

い
る
が
、
Ｕ

２
‐
３
や
Ｕ

２
‐
４
に
み
ら
れ
た
沈
線
が
劃
線
と
し
て
、
第
二
次
的

な
施
丈
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
劃
線
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
こ
の
沈

級
に
施
文
と
し
て
本
来
の
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
程
お
お
ら
か
な
曲
線
を
画
い

て
い
る
。
断
面
と
の
関
係
は
、
Ｕ

．
１
３
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
口
縁
部
聯
面
、
及
び
施
文
に
よ
る
特
徴
に
よ

っ
て
上
層
出
土
の

上
器
を
概
観
す
る
と
、
貝
殻
施
文
に
よ
る
華
一避
な
文
様
を
地
し
た
く
の
字
形
口
縁

の
上
器
が
基
調
と
な
り
、
無
丈
ま
た
は
単
純
な
貝
丈
に
よ

っ
て
地
文
さ
れ
、
日
唇

部
が
肥
厚
し
て
平
端
化
さ
れ
た
土
器
が
伴

っ
て
い
る
事
に
な
る
。
更
に
前
者
が
変

化
に
富
ん
で
波
状
口
縁
や
把
手
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
単
純

で
あ

っ
て
、
波
状
回
縁
の
退
化
型
式
と
考
え
ら
れ
る
把
手
様
突
起
が
伴
う
の
み
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
上
器
は
、
後
期
の
土
器
で
あ
る
点
で
両
者
共
に
変
り
な
い
が
、

層
位
及
び
形
態
上
の
変
化
か
ら
し
て
、
前
者
が
先
行
し
て
い
た
も
の
と
思
考
さ
れ

る
。
前
者
が
市
来
式
に
、
後
者
は
市
来
式
よ
り
派
生
し
た
車
野
式
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。

二
　
中
層
の
土
器
　
　

（拓
シ
９
ど
３‐
）

中
層
よ
り
出
上
し
て
い
る
土
器
は
上
層
出
上
の
上
器
に
対
し
て
施
文
の
変
化
に

富
ん
で
お
り
、
日
縁
部
の
断
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｕ

．
１
２
に
対
す
る
も
の
が

見
当
ら
な
い
ば
か
り
か
、
Ｕ

■
１
４
に
対
す
る
Ｍ

．
１
４
が
圧
倒
的
に
多
い
点
に

も
み
ら
れ
る
様
に
、
比
較
的
に
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
Ｍ

．
１
４
を
主
体
と
し
て
ま

と
ま
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
中
層
の
時
期
に
於
い
て
市
来
式
が
昂
行
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
表
の
Ｍ
に
示
し
た
回
縁
部
断
面
、
及
び
第
三
表
の
Ｍ
に
示
し
た
口
縁
部
を

中
心
と
し
て
施
さ
れ
た
女
様
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
み
て
お
こ
う
。

Ｍ

．
１
４
は
中
層
出
上
の
上
器
の
基
調
を
な
し
て
お
り
、
出
土
数
も
圧
倒
的
に

多
く
、
典
型
的
な
く
の
字
形
日
縁
の
上
器
で
あ

っ
て
波
状
口
縁
を
伴
う
。
く
の
字

形
口
縁
の
肩
部
は
Ｕ

ｌ
１
４
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
は
延
び
ず
、
し
ま

っ
て
お
り
、

こ
の
為
直
線
的
で
あ
る
。
こ
の
Ｍ

．
１
４
を
前
段
階
と
し
て
、
Ｕ

ｌ
１
４
及
び
、

Ｕ

．
１
２
が
分
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｍ

．
１
２
は
、
く
の
字
形
□
縁
で
あ
る
点
に
Ｍ

．
１
４
と
対
比
で
き
る
が
、
そ

の
屈
折
部
以
上
の
延
び
や
、
口
唇
部
の
調
整
、
更
に
用
折
部
に
み
ら
れ
る
突
帯
様

の
張
り
出
し
の
手
法
か
ら
し
て
、Ｕ

．
１
３
と
の
類
似
が
指
摘
で
き
る
。Ｕ

．
１
３

と
の
違
い
は
、
日
唇
部
の
ま
る
み
が
弱
い
点
と
、屈
折
部
の
張
り
が
小
さ
い
点
で
あ

っ
て
、よ
り
源
初
的
で
あ
る
。
Ｍ

．
１
１
が
Ｕ

ｌ
１
４
及
び
Ｕ

．
１
２
の
基
本
形
と

み
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
Ｍ

．
１
２
は
Ｕ

．
１
３
の
前
段
階
と
み
ら
れ
る
の

で
あ

っ
て
、波
状
口
縁
を
伴
う
点
な
ど
、Ｍ

．
１
１
を
基
本
形
と
す
る
事
が
で
き
る

Ｍ
．
１
３
は
、
出
土
例
が
非
常
に
少
ぐ
、
中
層
の
中
に
あ

っ
て
異
質
の
土
器
の

如
く
で
あ
る
。
典
型
的
な
く
の
字
形
口
縁
と
は
異
り
、
回
唇
部
が
肥
厚
し
て
ま
る

み
を
持
ち
、Ｕ

ｌ
１
４
に
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
異
り
は
、
Ｕ

ｌ
１
４
の
日
唇

部
が
ま
る
み
の
み
を
指
摘
で
き
る
の
に
対
し
、
こ
の
Ｍ

■
１
３
に
於
い
て
は
、　
一

つ
の
段
を
も

っ
て
お
り
、
小
さ
な
肩
部
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
特
徴
の
あ
る
口
唇

部
を
以

っ
て
、
く
の
字
形
口
縁
の
変
化
と
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
く
の
字
形
日
縁
を

考
え
る
場
合
、
こ
の
Ｍ

２
‐
３
の
断
面
は
、
退
化
型
式
と
し
て
も
、
く
ず
れ
の
度

が
高
い
。
出
土
量
の
少
い
の
と
あ
い
ま

っ
て
、
よ
り
Ｕ

ｌ
１
４
と
の
関
係
が
深
く

こ
の
Ｍ

ｌ
１
３
か
ら
Ｕ

ｌ
１
４
が
み
ち
び
き
だ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ｍ

■
１
４
は
、Ｍ

．
１
３
と
共
に
出
土
量
の
少
い
も
の
で
あ
り
、
口
唇
部
及
び
外

曲
し
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
日
唇
部
断
面
は
、Ｍ

．
１
３
及
び
Ｕ

．
１
５

と
の
類
似
が
み
ら
れ
、
特
に
Ｕ

．
１
５
に
伍
似
し
て
い
る
。
器
形
が
小
型
の
甕
で

あ
る
点
も
Ｕ

．
１
５
と
同
様
で
あ

っ
て
、
口
唇
部
が
小
さ
く
え
ぐ
れ
て
外
面
に
肩

部
が
指
摘
さ
れ
る
点
も
同

一
で
あ
る
。
た
だ
外
曲
の
度
が
Ｕ

．
１
５
に
於
い
て
極

端
で
あ
る
の
に
、
こ
の
Ｍ

ｌ
１
４
は
、
直
行
に
近
く
、ゅ
る
や
か
に
外
曲
し
て
い
る

Ｍ
．
１
３
が
Ｕ

．
１
４
の
基
本
形
で
あ

っ
て
Ｕ

．
１
５
と
口
唇
部
に
於
い
て
関
連

が
認
め
ら
れ
る
０
に
対
し
、
こ
の
Ｍ

ｌ
１
４
は
Ｕ

．
１
５
の
基
本
形
で
あ

っ
て
、

Ｍ

．
１
３
と
口
唇
部
に
類
似
が
み
ら
れ
、
こ
の
三
者
の
関
係
は
、Ｕ

．
１
４
を
除
い

て
他
の
上
器
よ
り
密
で
あ
る
。
中
層
に
於
い
て
主
流
を
な
し
て
い
る
。
Ｍ

．
１
１

の
く
の
字
形
口
縁
の
上
器
と
は
伴
出
の
関
係
に
あ

っ
て
も
Ｍ

ｌ
１
２
程
、
密
な
関

係
で
は
な
く
、
波
状
□
縁
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
も
肯
け
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｍ

ｌ
１
５
は
、Ｍ

．
１
３
と
よ
り
密
な
関
係
に
あ
り
、
日
唇
部
が
平
端
化
さ
れ
、

肥
厚
し
て
い
る
の
を
基
本
と
し
、
波
状
口
縁
が
退
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
把
手
様

の
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
上
層
の
Ｕ

ｌ
１
６
と
同
様
で
あ

っ
て
、
た
だ
ょ
り
少
く

中
層
に
出
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
中
層
の
時
期
に
現
わ
れ
、
上
層
に
至

っ
て

林
行
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
層
出
上
の
土
器
の
断
面
に
よ
る
分
類
は
、
以
上
み
て
き
た
通
り
五
種
類
で
あ

る
が
、
Ｍ

．
１
４
が
基
調
と
な

っ
て
、
そ
れ
に
Ｍ

．
１
２
が
伴
い
、
こ
れ
ら
く
の
字

形
口
縁
の
土
器
が
主
体
と
な

っ
て
、
Ｍ

．
１
３
、
Ｍ

．
１
４
、
Ｍ

．
１
５
な
ど
が

多
少
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
施
文
を
分
類
し
、
合
わ
せ
て
賜
面
と
の
関
係

を
み
て
い
こ
う
。

Ｍ

２
‐
４
は
、
日
唇
に
接
し
て
竹
管
に
よ
る
瓜
形
刺
突
丈
に
類
似
し
た
貝
殻
腹

縁
の
刺
突
列
を
左
開
き
に
施
し
、
そ
れ
に
対
し
て
く
の
字
形
回
縁
の
屈
折
部
に
上

接
し
て
同
様
の
施
丈
を
配
し
、
そ
の
中
間
部
に
弧
を
画
く
サ
ル
ボ
ウ
の
腹
縁
に
よ

る
刺
突
列
を
右
斜
め
に
能
列
さ
せ
て
い
る
。
地
丈
の
手
法
は
Ｕ

２
‐
‐
と
の
類
似

が
み
ら
れ
る
が
、
施
丈
帯
の
幅
が
し
ま
り
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
為
、
中
間
部
に
み

ら
れ
る
刺
突
列
が
そ
れ
を
狭
む
刺
突
列
に
接
す
る
程
で
あ

っ
て
、
刺
突
列
自
体
の

間
隔
も
Ｕ

２
‐
４
ょ
り
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に

よ

っ
て
、　
丈
様
に
す
き

が
な
く
、
お
ち

つ
い
た
し
ま
り
と
共
に
華
一麗
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
施
文
は
中

層
出
上
の
上
器
の
大
半
を
示
し
、
断
面
と
の
関
係
は
Ｍ

．
１
４
に
の
み
認
め
ら
れ

る
。
従

っ
て
く
の
字
形
口
縁
の
上
器
の
施
文
の
主
流
を
な
し
て
い
る
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

Ｍ

２
‐
２
は
、
Ｍ

２
‐
‐
の
手
法
と
変
り
な
い
が
、
た
だ
丈
様
の
配
し
方
が
Ｍ

２
‐
４
ょ
り
大
型
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
口
唇
部
に
接
す
る
部
分
や
屈
折
部
に

上
接
す
る
刺
突
列
及
び
中
間
部
の
刺
突
列
等
、
す
べ
て
の
施
丈
間
に
余
裕
を
も
た

せ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
。
Ｍ

２
‐
‐
と
共
に
Ｕ

２
‐
‐
に
み
ら
れ
た
施
文

の
基
調
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
Ｕ

２
‐
‐
の
中
間
部
に
み
ら
れ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
刺

突
間
と
、
左
斜
め
の
施
丈
が
Ｍ

２
‐
４
と
同
様
、
右
斜
め
に
な

っ
て
い
る
点
に
違

い
を
み
せ
て
い
る
。
断
面
と
の
関
係
が
Ｍ

．
１
１
に
の
み
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
Ｍ

２
‐
‐
と
の
関
係
が
よ
り
大
き
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

Ｍ

２
‐
３
は
、
Ｍ

２
‐
２
と
共
に
Ｍ

２
‐
‐
に
類
似
し
て
お
り
、
違
い
と
し
て

は
施
丈
間
の
間
隔
が
大
き
い
点
と
、
日
縁
に
接
す
る
部
分
、
及
び
屈
折
部
に
接
す

る
絶
文
が
Ｍ

２
‐
４
、
Ｍ

２
‐
２
に
於
い
て
左
開
き
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
右
刷

き
に
な

っ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
断
面
と
の
関
係
は
、
Ｍ

２
‐
４
及
び
Ｍ

２

１
２
と
同
様
、
Ｍ

．
１
１
に
み
ら
れ
る
施
文
で
あ
る
。
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Ｍ

２
‐
４
は
、
日
唇
に
接
し
て
、
爪
形
丈
類
似
の
貝
殻
剌
突
丈
が
並
列
さ
れ
る

点
や
、屈
折
部
に
近
く
、同
様
の
施
丈
が
み
ら
れ
る
の
は
、
Ｍ

２
‐
４
ど
Ｍ

２
‐
３

と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
中
間
部
の
施
丈
及
び
、
用
折
部
以
下
に
施
丈
さ
れ
て
い

る
点
で
進
い
を
見
せ
て
い
る
。
中
間
部
の
施
丈
は
、
二
条
の
沈
線
が
平
行
さ
れ
て

い
る
点
で
、Ｕ

２
‐
３
、Ｕ

２
‐
４
と
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
劃
線
と
認
め

ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
Ｍ

２
‐
４
に
於
け
る
沈
線
は
劃
線
と
し
て
、
そ
の
中

間
に
飽
支
が
み
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
な
い
か
ら
、独
自
の
施
丈
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
沈
線
上
に
ま
ば
ら
に
剌
突
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
Ｕ

２
‐
４
に
み
れ
た
様

な
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
位
置
も
上
下
に
偏
し
て
い
る
。
屈
折
部
以
下
に

沈
線
が
数
条
施
文
さ
れ
て
い
る
点
も

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
断
面
と
の
関
係
は
、

文
様
自
体
が
絶
文
帯
を
大
き
く
し
て
い
る
の
で
、
屈
折
部
以
上
の
延
び
の
大
き
い

Ｍ

．
１
２
に
み
ら
れ
る
の
は
肯
け
る
こ
と
で
あ
る
。
　

「

Ｍ

２
‐
５
は
、
施
丈
あ
る
他
の
す
べ
て
の
上
器
に
み
ら
れ
た
回
唇
に
接
す
る
部

分
の
刺
突
列
が
沈
線
に
と

っ
て
変

っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
日
唇
に
接
し
て

二
本
の
沈
線
を
施
し
、
そ
れ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
屈
折
部
に
上
接
し
て
同
様

の
施
丈
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
間
部
に
は
貝
殻
腹
縁
の
断
片
を
原
体
と
し
た
刺
突

を
右
開
き
に
並
列
さ
せ
て
い
る
。
他
の
く
の
字
形
口
縁
の
上
器
に
み
ら
れ
た
沈
線

と
刺
突
列
を
入
れ
変
え
て
施
丈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
施
丈
帯
で
あ
る

く
の
字
形
日
縁
の
屈
折
部
以
上
に
縦
の
沈
線
を
多
少
カ
ー
ブ
さ
せ
て
、
二
、
三
配

し
て
い
る
の
も
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
沈
線
は
他
の
上
瀑
に
み
ら
れ
た
沈
線

と
同
様
に
二
枚
貝
の
殻
頂
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
勝
面
と
の
関

係
は
、
Ｍ

．
１
２
に
指
摘
さ
れ
、
く
の
字
形
日
縁
の
延
び
が
大
き
く
な

っ
て
施
文

帯
に
幅
を
持
た
せ
た
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
た
施
丈
と
み
ら
れ
る
。

Ｍ

２
‐
６
は
、
中
層
出
上
の
上
器
の
施
文
と
し
て
は
単
純
で
あ
る
。
爪
形
丈
類

似
の
刺
突
列
を
左
開
き
に
し
て
□
唇
に
接
す
る
部
分
、
及
び
届
折
部
に
対
象
的
に

配
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
刺
突
列
は
、
Ｍ

２
‐
４
の
様
に
は
密
接
し
て
お

ら
ず
、
ゆ
と
り
が
あ
る
。
出
土
数
は
少
い
が
、
断
面
と
の
関
係
に
於
い
て
Ｍ

．
―

１
、
及
び
Ｍ

．
１
２
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｍ

２
‐
ア
は
、Ｍ

２
‐
６
と
共
に
単
純
な
施
文
の

一
つ
で
あ
る
。具
殻
腹
線
の
や

や
大
き
め
な
断
片
を
原
休
と
し
た
刺
突
列
を

一
段
に
施
文
し
て
い
る
。
Ｕ

２
‐
５

が
Ｕ

．
１
５
に
施
文
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
Ｍ

２
‐
ア
が
Ｍ

ｌ
１
４
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
く
の
字
形
口
縁
に
摘
し
た
文
様
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
口
唇
部

に
特
徴
の
あ
る
外
曲
し
た
口
縁
の
小
型
の
密
に
用
い
ら
れ
た
施
文
で
あ
る
。
華
一魁

な
く
の
字
形
口
縁
の
施
丈
と
比
較
す
る
と
き
、
施
文
帯
の
小
さ
い
土
器
に
の
み
み

ら
れ
る
単
純
な
施
支
と
し
て
、
器
形
に
よ

っ
て
導
び
か
れ
た
施
文
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｍ

２
‐
８
は
、
貝
殻
腹
縁
を
原
体
と
す
る
二
段
の
刺
突
列
を
施
す
点
で
、
他
の

上
器
に
み
ら
れ
た
施
文
の
手
法
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
段
の
刺
突
列
は

互
に
接
し
て
い
て
、
中
間
に
施
文
す
る
余
裕
を
与
え
ず
む
し
ろ
萎
縮
し
て
い
る
。

こ
の
萎
縮
し
た
二
段
の
刺
突
列
の
下
部
に

一
本
の
沈
線
が
刺
突
列
に
平
行
し
て
め

ぐ
り
、
更
に
角
度
不
定
の
数
条
の
沈
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
じ
て
施
文

帯
は
大
き
い
。
断
面
と
の
関
係
を
み
る
と
く
の
字
形
口
縁
の
も
の
に
み
ら
れ
ず
、

Ｍ

．
１
４
及
び
Ｍ

ｌ
１
５
に
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
く
の
字
形
日
縁
の
如
く

施
文
帯
を
限
定
す
る
器
形
に
摘
し
た
施
文
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ｍ

２
‐
ワ
は
、
回
唇
に
接
し
て
弧
を
画
く
サ
ル
ボ
ウ
の
腹
縁
に
よ
る
刺
突
列
を

左
開
き
に

一
段
施
し
、
そ
の
下
部
に
口
唇
に
平
行
し
た
沈
線
三
本
を
走
ら
せ
て
い
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る
も
の
で
あ

っ
て
、
剌
突
が

一
段
で
左
開
き
と
は
云
え
、
Ｍ

２
‐
８
の
手
法
と
変

り
が
な
い
。断
面
と
の
関
係
で
は
Ｍ

ｌ
１
４
が
こ
の
た
丈
を
用
い
て
い
る
。
Ｍ

２
‐

８
と
と
も
に
施
文
帯
に
制
約
を
与
え
る
条
件
を
持
た
な
い
Ｍ

ｌ
１
４
の
地
丈
と
し

て
、
く
の
字
形
口
縁
に
用
い
ら
れ
る
施
文
と
相
い
対
し
て
い
る
。

Ｍ

２
‐
４０
は
、後
述
す
る
Ｍ

２
‐
４４
と
共
に
極
く
少
い
例
で
あ
る
。
こ
の
施
文
の

み
ら
れ
る
土
恭
は
□
縁
部
を
残
し
て
い
る
資
料
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
施

文
の
正
確
な
位
置
が
不
明
で
は
あ
る
が
、
日
縁
部
に
近
い
部
分
に
施
文
さ
れ
た
も

の
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
施
文
は
ま
ず
サ
ル
ボ
ウ
の
腹
縁
に
よ
る
刺
突
を
不
整
に

配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
剌
突
を
劃
す
る
如
く
、
沈
線
を
配
し
て
い
る
。
沈
線
を
配

し
て
後
に
剌
突
を
そ
の
間
に
押
入
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
刺
突
の

一
部
が
沈

線
に
よ

っ
て
消
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
肯
け
る
。
断
面
と
の
関
係

は
、
重
要
な
回
唇
部
を
み
な
い
の
で
推
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
施
丈
帯
に
幅

の
あ
り
そ
う
な
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
Ｍ

ｌ
１
４
が
こ
れ
に
当
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
沈
線
の
原
体
は
他
の
例
と
同
様
、
貝
の
殻
頂
で
あ
る
。

Ｍ

２
‐
‐１
は
比
較
的
に
幅
の
あ
る
貝
殻
腹
縁
の
断
片
を
原
体
と
す
る
刺
突
列
を

口
唇
に
寄

っ
て
配
し
、
そ
の
下
部
に
沈
線
を
他
し
、
く
の
字
形
口
縁
の
屈
折
部
に

近
く
、
再
び
回
唇
に
接
し
て
み
ら
れ
た
刺
突
列
と
同
様
の
勉
文
が
み
ら
れ
る
。
断

面
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
Ｍ

．
１
２
が
こ
れ
に
当
り
、
日
縁
の
延
び
の
大
き

い
こ
と
に
よ

っ
て
、
充
分
施
文
科
に
幅
を
も

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
こ
と

に
よ

っ
て
Ｍ

２
‐
‐４
の
如
き
幅
の
広
い
施
丈
を
他
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｍ

２
‐
４２
は
、
単
純
な
文
様
で
あ
る
が
比
較
的
に
施
丈
帯
の
幅
が
大
き
い
。
こ

れ
は
施
文
間
が
密
接
し
て
い
な
い
事
に
も
よ

っ
て
い
る
。
適
当
に
間
隔
を
持
た
せ

た
弧
を
画
く
サ
ル
ボ
ウ
の
刺
突
が
上
に
開
い
て
施
文
さ
れ
、
く
の
字
形
日
縁
の
屈

折
部
に
寄

っ
て
、　
一
本
の
沈
線
を
持
ち
、
更
に
上
に
開
い
た
刺
突
間
を
沈
線
に
よ

っ
て
劃
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
時
に
は
屈
折
部
以
下
に
数
条
の
沈
線
を
認
め
る

が
、
こ
の
資
料
は
少
い
。
断
面
と
の
関
係
は
縦
に
劃
線
を
持

っ
た
Ｍ

２
‐
５
や
、

施
丈
間
に
間
隔
の
あ

っ
た
Ｍ

２
‐
３
と
同
様
に
Ｍ

．
１
２
が
指
摘
で
き
る
。
日
縁

部
の
延
び
の
大
き
い
土
器
に
み
ら
れ
る
施
文
の

一
つ
と
い
う
事
に
な
る
。

Ｍ

２
‐
４３
は
ヽ
中
層
か
ら
の
出
土
は
極
く
少
い
。
無
文
の
上
器
で
あ

っ
て
、
た

だ
地
文
と
し
て
の
貝
殻
条
痕
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
断
面
と
の
関
係
で
は
、

Ｍ

．
１
３
に
の
み
認
め
ら
れ
、
こ
の
Ｍ

ｌ
１
３
が
、く
の
字
形
口
縁
の
上
器
と
対
立

し
て
い
る
の
と
あ
い
ま

っ
て
、
中
層
に
於
い
て
は
異
質
の
資
料
と
云
え
よ
う
。
出

土
例
が
少
く
、
Ｕ

ｌ
１
４
の
前
段
階
と
し
て
、
Ｍ

ｌ
１
３
を
み
る
と
き
、
中
層
の

基
調
を
な
し
て
い
た
華
麗
な
た
文
を
持

つ
く
の
字
形
口
縁
の
上
器
に
対
し
て
基
本

的
に
は
後
行
す
る
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｍ

２
‐
‐４
は
ヽ
貝
文
と
し
て
は
、
他
の
文
様
に
み
ら
れ
た
原
体
が
、　
ハ
イ
ガ
イ

サ
ル
ボ
ウ
、　
ハ
マ
グ
リ
等
の
二
枚
貝
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
巻
貝
の
ヘ
ナ
タ
リ
を

主
要
な
施
丈
具
と
し
て
い
る
点
で
異

っ
て
い
る
。
こ
の
上
器
も
口
唇
部
が
出
上
し

て
い
な
い
た
め
、
全
体
の
施
丈
状
態
が
不
明
で
あ
る
が
、
く
の
字
形
口
縁
の
屈
折

部
よ
り
上
部
に
飽
丈
さ
れ
て
い
る
点
は
認
め
得
る
。

ヘ
タ
ナ
リ
の
使
用
は
回
唇
に

対
し
て
垂
直
に
回
転
さ
せ
て
お
り
、
貝
に
よ
る
疑
似
組
丈
が
窺
え
る
。
こ
の
疑
似

組
文
の
端
が
沈
線
に
よ

っ
て
劃
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
す
り
消
し
縄
文
の

劃
線
と
同
様
の
手
法
を
認
め
る
事
が
で
き
る
。
断
面
と
の
関
係
は
く
の
字
形
口
縁

に
属
し
、
器
型
が
小
型
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に
は
Ｍ

ｌ
１
１
に
関
係
す

る
も
の
で
あ
る
。

中
層
出
上
の
上
器
は
、
以
上
み
て
き
た
通
り
、
貝
丈
を
よ
く
発
達
さ
せ
、
日
縁



部
の
断
面
が
く
の
字
形
を
示
す
市
来
式
の
盛
行
し
て
い
る
時
期
に
当
て
る
こ
と
が

で
き
る
。
断
面
が
Ｍ

．
１
４
で
施
文
が
Ｍ

２
‐
‐
、
Ｍ

２
‐
２
、
Ｍ

２
‐
３
の
上

器
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
れ
に
く
の
字
形
口
縁
の
延
び
の
あ
る
土
器
を
伴
い
、
上

層
に
於
い
て
確
認
さ
れ
た
Ｕ

ｌ
１
４
の
前
段
階
と
み
ら
れ
る
Ｍ

．
１
３
が
多
少
見

出
さ
れ
て
い
る
。
上
層
に
於
け
る
Ｕ

．
１
１
、
Ｕ

ｌ
１
４
と
対
比
さ
れ
る
Ｍ

．
―

１
、
Ｍ

．
１
３
が
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
基
調
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
更
に
Ｕ

．
１
４

Ｍ

．
１
３
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
回
唇
部
が
肥
厚
し
、
平
端
化
さ
れ
て
い
る
土
器
が

上
層
に
行
く
に
従

っ
て
多
く
出
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
編
年
上
に

一
つ
の
系

列
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
断
面
と
施
文
の
組
合
わ
せ
に
よ

っ
て
、
更
に
裏
付
け

を
増
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

〓
一　
下
層
の
上
器
　

　

（拓
影
４
？
８
）

下
層
出
上
の
上
器
は
、
上
層
、
中
層
に
み
ら
れ
た
変
化
に
富
ん
で
い
る
土
恭
群

に
対
し
て
、
器
形
、
施
丈
と
も
に
単
純
で
あ
る
。
こ
の
下
層
出
上
の
上
恭
に
於
い

て
主
流
を
な
し
て
い
る
の
は
、
上
層
、
中
層
に
於
け
る
も
の
と
同
じ
く
、
く
の
字

形
日
縁
の
上
器
で
あ
る
が
、
屈
折
部
以
上
が
非
常
に
せ
ば
め
ら
れ
、
施
丈
帯
も
狭

く
、
直
行
に
近
い
断
面
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
出
土
量
か
ら
す
る
と
、
上

層
、
中
層
に
比
し
て
極
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
器
形
に
斉

一
性
が
み
ら
れ
る
点
で

上
層
、
中
層
の
変
化
あ
る
土
器
と

一
つ
の
断
層
が
窺
え
る
の
で
あ

っ
て
、
編
年
上

に
於
い
て

一
時
期
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｌ

．
１
４
は
、
当
遺
跡
出
上
の
上
器
の
う
ち
、
日
縁
が
直
行
し
、
変
化
の
な
い

資
料
と
し
て
唯

一
の
器
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
上
藩
が
下
層
か
ら
出
土
し
て
い

る
事
は
、
上
層
、
中
層
の
上
器
と
区
別
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
後
述
す

る
Ｌ

．
１
２
が
直
行
に
近
い
断
面
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
Ｌ

■
１
１
の
黙

形
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｌ

．
１
２
は
く
の
字
形
口
縁
の
屈
接
部
か
ら
上
部
が
短
く
、
Ｕ

．
１
４
よ
り
狭

く
し
ま

っ
て
い
た
Ｍ

ｌ
１
４
を
更
に
萎
縮
し
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
為
屈
折
部
か

ら
胴
部
に
か
け
て
の
勾
配
は
ゆ
る
や
や
か
に
な
り
、
直
行
を
思
わ
せ
る
。
届
折
部

以
上
の
延
び
の
な
い
口
縁
部
は
、
口
唇
の
外
縁
を
け
ず
り
取

っ
て
屈
折
部
と
し
て

い
る
と
さ
え
み
ら
れ
、
く
の
字
形
日
縁
の
基
調
が
こ
こ
に
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
く
の
字
形
口
縁
を
有
す
る
土
器
の
基
調
と
み
ら
れ
る
Ｌ

．
１
２
は
、
下
層
出

上
の
土
恭
の
大
部
分
を
占
め
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
二
通
り
の
脱
面
を
下
層
の
上
器
に
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
Ｌ

．
１
２
が
Ｍ

．
１
４
、
Ｕ

．
１
４
の
系
列
の
基
調
と
な

っ
て
、
当
遺
跡
出
上
の
土
恭
の
大
半
を

示
し
た
く
の
字
形
口
縁
の
上
器
の
基
本
的
な
資
料
と
み
る
と
き
、
Ｌ

．
１
４
は
そ

の
系
列
を
上
層
、
中
層
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
施
文
を
み
て
行
く
中
で
、

こ
の
こ
と
に
も
触
れ
て
み
よ
う
。

」

２
卜
４
は
、
口
唇
に
寄

っ
て
貝
殻
に
よ
る
剌
突
列
を
施
文
と
し
て
い
る
点
で

上
層
及
び
中
層
出
土
の
く
の
字
形
日
縁
の
上
器
に
み
ら
れ
た
施
文
と
基
本
的
に
変

化
は
な
い
。
た
だ
刺
突
列
の
原
体
が
他
の
上
恭
に
み
ら
れ
た
二
枚
貝
と
違

っ
て
巻

貝
を
使
用
し
て
い
る
点
に
異
り
を
示
し
て
い
る
。

ヘ
タ
ナ
リ
の
殻
頂
の
尖
端
部
を

欠
き
落
し
て
そ
れ
を
施
丈
具
と
し
て
恭
面
に
垂
直
に
刺
突
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
刺
突
は
屈
折
部
の
上
部
中
央
に

一
段
に
絶
し
て
あ
あ
り
、
施
丈
と
し
て
は
単

純
で
あ
る
。
地
文
と
し
て
貝
殻
条
度
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
上
層
、
中
層
か
ら
出

土
し
て
い
る
く
の
字
形
日
縁
の
上
器
と
同
様
の
手
法
を
示
し
て
く
れ
る
。
断
面
と

の
関
係
は
Ｌ

．
１
２
が
こ
れ
に
当
る
。

」

２
‐
２
は
、
Ｌ

２
‐
‐
が

ヘ
タ
ナ
リ
の
扱
頂
を
水
平
に
欠
い
て
施
文
具
と
し
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た
の
に
対
し
て
、殻
頂
を
欠
い
て
い
る
点
で
類
似
し
て
い
る
が
、欠
き
方
が
水
平
で

な
い
た
め
、
竹
管
に
よ
る
爪
形
剌
突
を
思
わ
せ
る
施
文
と
な

っ
て
い
る
。
施
文
の

位
置
は
Ｌ

２
‐
４
と
同
様
に
口
唇
に
寄

っ
た
部
分
で
あ
る
。　
一
段
の
刺
突
列
の
み

の
単
純
な
施
支
は
、
屈
折
部
以
上
の
延
び
が
な
い
た
め
で
あ

っ
て
、
こ
の
部
分
が

延
び
る
こ
と
に
よ

っ
て
、Ｍ

２
‐
２
、Ｍ

２
‐
６
な
ど
の
施
文
に
変

っ
て
行
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。
断
面
と
の
関
係
は
Ｌ

２
１
４
と
同
様
、Ｌ

．
１
２
が
指
摘
で
き
る
。

」

２
‐
３
は
出
土
数
が
少
い
が
、Ｌ

２
‐
‐
、」

２
‐
２
と
類
似
し
た
手
法
を
使

っ
て
施
丈
し
て
い
る
。
口
唇
部
に
寄

っ
て
Ｌ

２
‐
２
よ
り
更
に
竹
管
に
よ
る
爪
形

文
を
連
想
さ
せ
る
。
施
文
具
の
原
体
は
サ
ル
ボ
ウ
、　
ハ
イ
ガ
イ
等
の
小
断
片
と
思

わ
れ
、
刺
突
列
は
、
Ｌ

２
‐
‐
、
」

２
‐
２
と
同
じ
く

一
段
で
あ
る
。
日
縁
に
延

び
な
い
Ｌ

ｌ
１
２
に
施
さ
れ
た
文
様
の

一
つ
と
し
て
、
Ｌ

２
‐
‐
、
」

２
１
２
と

並
列
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

」

２
‐
４
は
、
下
層
出
上
の
上
器
の
施
丈
と
し
て
は
復
雑
で
あ
る
。
施
丈
具
は

す
べ
て
貝
で
あ
る
が
、
三
通
り
の
原
体
を
使
用
し
て
い
る
。
口
唇
及
び
屈
折
部
に

寄

っ
て
ヘ
ナ
タ
リ
の
殻
頂
で
刺
突
列
を
施
し
、
そ
の
中
間
部
に
二
本
の
沈
線
を
配

し
、
更
に
そ
の
中
央
に
サ
ル
ボ
ウ
の
腹
縁
に
よ
る
刺
突
列
を
施
文
し
て
い
る
。
時

に
は
こ
の
施
丈
が
口
唇
に
垂
直
な
数
列
の
刺
突
に
よ

っ
て
区
劃
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
断
面
と
の
関
係
は
、
Ｌ

．
１
２
に
み
ら
れ
る
。

」

２
‐
５
は
、
口
唇
に
刻
目
が
あ
る
点
を
除
い
て
、
器
受
の
外
面
に
勉
文
が
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
当
遺
跡
出
上
の
上
器
の
う
ち
特
異
な
資
料
で
あ
る
。

Ｕ

２
‐
ア
、
Ｍ

２
‐
４３
に
み
ら
れ
た
貝
殻
条
痕
に
よ
る
地
文
の
み
が
認
め
ら
れ

た
無
文
の
土
器
と
も
異

っ
て
い
る
。
貝
殻
条
痕
に
よ

っ
て
整
調
さ
れ
た
Ｕ

２
‐
ア
、

Ｍ

２
‐
‐３
な
ど
の
資
料
は
恭
面
が
整

っ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｌ

２
１
５
に
於
い
て
は

器
壁
に
凹
凸
が
あ

っ
て
粗
い
。
上
層
、中
層
、下
層
を
通
じ
て
他
の
す
べ
て
の
上
器

が
地
丈
と
し
て
員
殻
条
痕
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
資
料
の
み
に
、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
他
の
上
器
と
製
作
に
あ
た

っ
て
の
手
法
が
異

っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
晰
面
と
の
関
係
に
於
い
て
も
、
日
縁
が
直
行
し
て
開
口

し
て
い
る
Ｌ

．
１
１
に
み
ら
れ
、
く
の
字
形
回
縁
を
基
調
と
す
る
土
然
と
系
列
を

異
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
下
層
に
の
み
出
上
し
て
上
層
、
中
層
に
み
ら
れ
な

い
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
層
と
下
層
の
間
に
、
時
期
的
に

一
つ
の
断
層
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
下
層
出
上
の
土
器
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
大
半
を
占
め
、
そ
の
主
流
を

な
し
て
い
た
Ｌ

．
―
り
が
、
く
の
字
形
口
縁
の
基
調
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
層
に
於
い
て
体
行
を
み
た
市
来
式
の
前
段
階
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で

」

・
―
上
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
土
器
を
下
弓
田
式
と
仮
称
し
て
編
年
上
の
標
式
と

し
た
い
。

四
　
小

　

　

　

結

以
上
見
て
き
た
当
遺
跡
出
上
の
上
器
は
′
上
層
、
中
層
、
下
層
よ
り
検
出
さ
れ

た
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
後
に
附
記
す
る
二
、
三
の
資
料
を
除
け
ば
、
今
回
調
査

し
た
下
弓
田
遺
跡
の
Ａ
地
区
、
Ｂ
地
区
を
通
じ
て
基
本
的
な
土
器
と
云
え
る
。
こ

れ
ら
の
上
器
に
つ
い
て
製
作
上
の
手
法
、
特
に
施
丈
と
回
縁
部
の
作
り
、
更
に
層

位
を
中
心
と
し
た
編
年
上
の
系
列
な
ど
を
括
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
　
下
層
で
出
上
し
た
口
縁
直
行
の
上
器
を
除
い
て
、
上
層
、
中
層
、
下
層
よ

り
検
出
さ
れ
た
土
器
の
す
べ
て
に
貝
殻
条
痕
を
器
の
内
外
面
に
認
め
る
。

２
　
施
丈
具
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
枚
貝
、
巻
貝
を
原
休
と
し
、
貝
以
外
の
施

女
具
は
使

っ
て
い
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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３
　
上
層
に
み
ら
れ
た
回
唇
が
肥
厚
し
、
く
の
字
形
口
縁
を
示
さ
な
い
土
器
、

及
び
下
層
に
み
ら
れ
た
直
行
無
支
の
上
器
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
の
上
器
は
上
層
に

推
移
す
る
に
従

っ
て
、
口
縁
部
が
延
び
、
そ
れ
に
相
応
し
て
施
丈
は
華
一麗
化
さ
れ

て
い
る
。

４

．
上
層
に
於
い
て
は
、
市
来
式
と
車
野
式
が
共
存
し
、
中
層
で
は
市
来
式
が

盛
行
し
て
い
る
。
更
に
下
層
に
は
市
来
式
の
前
段
階
と
み
ら
れ
る
土
器
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
上
器
を
下
弓
田
式
と
仮
称
す
る
。
こ
の
事
に
よ

っ
て
、
下
弓
田

式
↓
市
来
式
↓
草
野
式
と
い
う
編
年
上
の
系
列
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
　
　
　
記

布
痕
土
器

　
　

（拓
影
４８
ど
５３
）

Ａ
地
区
に
於
け
る
住
居
址
の
検
出
に
伴

っ
て
、
第

一
号
住
居
址
内
よ
り
出
上
し

て
い
る
土
器
に
布
痕
土
器
が
あ
る
。
こ
の
上
器
は
第

一
号
住
居
址
の
南
壁
に
よ

っ

て
検
出
さ
れ
、
窯
の
上
部
に
み
ら
れ
た
石
組
の
上
面
に
接
し
て
、
散
布
さ
れ
た
状

態
で
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
上
器
は
数
片
の
破
片
を
接
合
復
元
し
て
み
る
と
、
図

に
示
し
た
通
り
に
な
る
。
日
径
お
～
墨
、
一局
さ
二
～
晨
、
口
唇
部
に
於
け
る
器
壁

の
厚
さ
Ｐ
∞
ミ

の
丸
底
化
さ
れ
た
小
鉢
で
あ
る
。
布
度
は
器
の
内
面
の
全
域
に
わ

た

っ
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
布
痕
は
比
較
的
に
粗
く
、
器
の
成
形
を
み
る
と
、
日

唇
に
寄

っ
た
部
分
で
内
面
削
り
の
手
法
が
認
め
ら
れ
た
り
、
丸
底
化
さ
れ
て
い
る

点
な
ど
か
ら
土
師
器
と
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
日
唇
の

一
部
に
貝
殻
刺
突
に
よ
る
刻

目
が
認
め
ら
れ
、
恭
壁
も
厚
く
、
土
師
器
と
し
て
も
問
題
を
残
す
。
こ
れ
は
出
土

の
状
態
か
ら
み
て
、
石
組
を
二
次
的
な
遺
構
と
み
る
と
き
に
も
関
連
し
て
く
る
の

で
あ

っ
て
、
類
例
の
出
上
を
ま

っ
て
決
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
第

一
号
住

居
址
内
の
み
な
ら
ず
、
Ａ
地
区
か
ら
も
出
土
例
が
な
く
、
た
だ
県
立
博
物
館
に
岐

蔵
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
森
駿
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
、
こ
の
上
器
に
類
す
る

布
痕
土
器
が
参
考
資
料
と
な
る
。
拓
影
に
よ
っ
て
示
し
た
布
痕
は
す
べ
て
そ
れ
ら

土
器
の
内
面
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
平
式
上
器
　
　
（拓
影
５４
ど
あ
）

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
Ａ
地
区
の
中
層
及
び
表
面
採
集
さ
れ
た
土
器
の
中
に
、

竹
管
様
施
丈
具
に
よ
っ
て
山
形
平
行
沈
線
の
組
合
わ
せ
を
地
文
し
た
数
点
の
土
器

励勁脚際勲球い撃一守珈争】ｎ鞘撤鞠期一市顆〕牌勲噌薩藤悧彙榊，一先

致
す
る
。
ま
た
鹿
児
島
県
大
島
郡
宰
痛
貝
塚
出
上
の
上
器
と
も
類
似
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
上
器
は
そ
の
器
形
に
於
い
て
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
１
は
、
く
の
字
形

口
縁
の
屈
折
部
以
上
の
延
び
が
大
き
く
、
や
や
内
曲
し
、
胴
部
が
球
状
に
近
い
ま

る
み
を
持
ち
、
張
り
出
し
の
あ
る
平
底
に
続
く
と
い
う
器
形
の
変
化
に
富
ん
だ
甕

形
の
上
器
で
あ
る
。
２
は
屈
折
部
以
上
の
延
び
の
大
き
い
点
で
は
１
と
同
様
で
あ

る
が
、
胴
部
に
ふ
く
ら
み
は
み
ら
れ
ず
器
形
も
４
に
比
し
て
小
さ
い
深
鉢
状
を
示

し
て
い
る
。
施
文
は
１
、
２
共
に
肩
部
の
屈
折
部
以
上
に
集
約
し
て
み
ら
れ
、
単

純
な
平
行
沈
線
に
よ
る
山
形
文
、
山
形
隆
起
部
を
中
心
と
し
た
Ｗ
字
及
び
逆
Ｗ
字

の
組
合
わ
せ
丈
、
小
さ
い
山
形
の
組
合
わ
せ
に
よ
る
亀
甲
文
等
が
竹
管
及
び
櫛
目

に
よ

っ
て
施
文
さ
れ
て
い
る
。
当
遺
跡
で
は
そ
の
出
土
数
も
少
く
、
実
体
を
把
握

す
る
に
は
不
充
分
で
あ

っ
て
、
大
平
遺
跡
の
土
器
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
上
器
は
そ
の
施
丈
に
よ

っ
て
、
宇
宿
貝
妖
の
上
恭
、
更
に
沖
縄
萩
堂
貝
殻
の
上

器
と
も
類
似
が
指
摘
さ
れ
、
南
九
州
組
文
土
器
の
南
下
、
沖
縄
先
史
土
器
の
北
上

の
問
題
、≡百
葉
を
換
え
れ
ば
、土
恭
よ
り
み
る
南
九
州
と
沖
縄
の
交
渉
の
問
題
が
合

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
で
る
。
多
量
に
出
上
し
て
い
る
大
平
遺
跡
の
名
称
を
と

っ
て

―- 50 -―



イ   評欝

Ⅷ

第15図 下



▲

√

▲

ｒ

第16図 下 層 の 上 器



Ｉ
Ｌ
ｒ

13

0cm

第17図 中 層 の 土 器



0                 0cln

第18図 中 層 の 土 器



一　

　

５

第19図 中 層 の 上 器



0            3

器第20図  中





器の第22図 中



拡にZ寧

諜
1挙れ■`(

が懇洋碧 籍鹸鉾(Iゼ:



式
麟

1牌
Ⅲ

5            10m

督
器́二士二第24図 上 ，

ｖ



ｒ

ｆ

弟25図  1‐  碁  の  よ  器



泳
ｉ＼′!YI'1驚

Ⅷ
∈

静



0

器第27図  布



65

器土式平

ち

第28図 大



第29図 大 平 式 上 器



大
平
式
上
器
と
仮
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
上
恭
は
現
在
ま
で
に
宮
崎
県

下
で
は
、
大
平
、
下
弓
日
、
東
諸
県
郡
綾
町
尾
立
、
宮
崎
市
木
花
野
首
等
の
遺
跡

か
ら
出
上
し
て
お
り
、
尾
立
で
は
綾
式
、
木
花
で
は
市
来
式
土
器
と
共
に
出
上
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
宮
崎
県
の
中
央
部
以
南
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
今
後
に
興
味
あ
る
問
題
を
残
し
て
い
る
。

（鈴
木
）

註
１
考
古
学
雑
誌
第
４２
巻
第
２
号
、
河
口
貞
徳
―
南
九
州
後
期
の
縄
文
土
器
―
市
来
式
土

器

註
２
九
州
考
古
学
１
所
収
、
茂
山
護
氏
串
間
市
大
平
出
上
の
縄
文
式
上
器

第

二
節

　

土

器

汎

論

前
節
で
鈴
木
重
治
氏
が
報
告
し
た
下
弓
田
出
上
の
上
器
が
層
位
的
に
観
察
さ
れ

て
、
南
九
州
に
お
け
る
組
丈
後
期
の
主
と
し
て
貝
殻
文
土
器
の
出
土
状
況
が
明
か

に
さ
れ
た
。
こ
の
項
に
お
い
て
は
そ
の
出
土
状
況
を
も
と
に
し
て
形
式
上
の
問
題

さ
ら
に
下
弓
田
式
上
器
と
名
付
け
た
市
来
式
土
器
の
前
段
階
、
即
ち
市
来
上
器
の

祖
形
式
な
ど
に
ふ
れ
、
そ
の
文
化
の
展
開
に
つ
い
て
考
究
す
る
こ
と
と
し
た
。市
来

上
器
と
汎
称
さ
れ
た
組
丈
後
期
の
土
恭
に
つ
い
て
、
ュ
て
筆
者
は
九
州
の
組
丈
後

期
土
器
の
広
義
な
解
釈
①
を
試
み
た
が
、
実
際
に
は
発
掘
に
よ

っ
て
追
跡
と
大
量

の
遺
物
か
ら
そ
の
性
質
な
り
、
特
徴
を
指
摘
し
て
の
論
考
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の

点
、
今
日
下
弓
田
遺
跡
の
発
掘
に
よ

っ
て
彩
し
い
資
料
を
科
学
的
に
調
査
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
市
来
式
土
器
の
問
題
を
合
め
て
、
南
九
州
の
組
文
後

期
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
的
に
は
市
来
式
上
器
の
祖
形
式
と
そ
の
展

開
は
非
常
に
複
雑
で
、
縄
文
後
期
の
編
年
位
置
に
つ
い
て
も
、
広
く
九
州
全
体
の

土
器
の
考
察
を
も
と
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
貝
殻
文
土
器
と

し
て
、
こ
れ
を
単
純
に
出
土
す
る
遺
跡
が
南
九
州
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
他
類
土
器
と
の
比
較
考
証
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
こ

の
上
器
の
細

論
が
、
河
口
貞
徳
②
、寺
師
見
国
◎
、
・小
林
久
雄
④
の
諸
氏
に
よ

っ
て

行
な
わ
れ
、
特
に
河
回
貞
徳
氏
は
市
来
上
器
の
総
論
的
な
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。

今
日
下
弓
田
追
跡
発
掘
の
結
果
、
氏
の
研
究
が
相
当
に
精
度
な
考
察
で
あ

っ
た
こ

と
を
理
解
し
、
氏
の
研
究
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
下
弓
田
遺
跡
の
発
掘
は
九
州
の
東
南
端
付
近
で
の
調
査
で
あ
り
、
こ
れ
を

も
と
と
し
て
東
部
九
州
に
お
い
て
市
来
式
上
器
が
如
何
な
る
発
達
を
し
た
か
、
こ

の
点
の
考
証
を
進
め
る
段
階
に
な

っ
た
こ
と
は
こ
の
度
の
発
掘
成
果
で
あ

っ
た
と

考
え
る
。
以
下
、
市
来
式
上
器
と
汎
称
さ
れ
る
土
黙
が
、
新
た
に
下
弓
田
式
と
い

う
祖
厖
を
も
と
と
し
て
九
州
の
東
南
辺
に
ど
の
よ
う
な
発
達
を
し
て
い
た
か
問
題

を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
出
土
土
器
の
形
式
的
考
察

鈴
木
氏
が
前
節
第
二
表
に
お
い
て
下
層

（Ｌ
）
、
中
層

（Ｍ
）
、
上
層

（Ｕ
）

の
三
っ
に
分
類
し
た
層
位
別
の
特
徴
を
も
と
に
し
て
考
え
る
と
、
下
弓
田
出
上
の

上
器
は
Ｌ
２

・
Ｍ
４

●
Ｕ
４
と
口
縁
部
の
変
化
が
見
ら
れ
、
こ
れ
が

一
っ
の
本
遺

跡
土
器
の
基
調
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
て
こ
の
順
序
に
下
弓
田
第

一
類
と
し
、

下
層
を

一
類
Ｌ
、
中
層
を

一
類
Ｍ
、
上
層
を
二
類
Ｕ
と
し
た
。
な
お
中
層
Ｍ
４

・

５
上
層
Ｌ
５

・
６

・
ア
と
し
た
回
縁
部
断
面
が
平
ら
に
切
れ
る
傾
向
の
あ
る
も
の

を
第
二
類
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
類
Ｍ
、
二
類
Ｌ
と
す
る
。
ま
た
中
層
Ｍ
３
、
上
層

Ｌ
４
の
如
く
口
縁
部
競
面
が
丸
く
、

一月
部

の
誇
張
を
見
る
も
の
を
第
二
類
と
し

て
、
三
類
Ｍ
、
三
類
Ｌ
と
し
て
、
全
体
を

一
十
二
類
ま
で
七
形
式
に
分
類
し
て
考

察
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
類
土
器

一
類
土
器
と
し
て
括
し
た
も
の
は
口
縁
部
が
垂
直
に
立

つ
傾
向
を
し
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め
し
た
も
の
で
、
口
唇
付
近
を
外
側
に
斜
め
切
り
し
た
状
態
の
Ｌ
か
ら
次
第
に
く

字
形
に
発
達
し
た
Ｍ
、
さ
ら
に
完
全
に
く
字
形
を
な
し
、
日
縁
部
が
内
彎
の
傾
向

を
し
め
す
観
え
と
発
達
す
る
所
謂
市
来
式
上
器
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
お
。

一
類
Ｌ
Ｉ
十

一
類
Ｌ
は
主
と
し
て
遺
跡
断
面
Ｂ
ｌ
１
０
区
に
お
い
て
第
Ⅲ
層
よ

り
出
土
す
る
も
の
で
、
直
口
に
近
い
口
縁
部
を
外
側
に
口
唇
を
切

っ
た
如
く
、
三

角
状
を
な
す
も
の
の
類
で
あ
る
。
こ
の
上
器
は
全
形
を
知
る
ほ
ど
の
上
器
を
出
土

し
な
い
た
め
、
胴
部
以
上
の
考
察
に
と
ど
め
る
。
三
角
形
に
切
れ
た
口
唇
に
は
二

枚
貝
の
殻
頂
ま
た
は

マ
テ
貝
な
ど
の
に
縁
を
横
走
刻
目
を

つ
け
た

列
状
の
横
捺
文
を

一
ま
た
は
三
条
に
な
ら
べ
て
施
文
と
し
、
他
は

貝
殻
条
痕
を
も

っ
て
器
面
を
調
整
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
種
土

器
は
口
縁
が
わ
ず
か
に
山
形
に
隆
起
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま
れ
に

こ
の
隆
起
部
に
ハ
イ
貝
の
腹
縁
を
縦
に
章
て
て
凸
凹
連
鎖
文
を
施

し
、
こ
れ
を
中
心
節
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
左
右
均
正
に
二
条
の
平

行
沈
線
文
を
配
置
す
る
。
こ
の
二
条
の
沈
線
上
、
下
縁
に
は
沈
線

に
平
行
し
た
列
点
を
並
べ
、
さ
ら
に
二
沈
線
間
に
は
斜
点
支
を
配

し
て
口
唇
丈
様
帯
を
効
果
的
に
拡
文
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら

一
類
Ｌ
に
は
更
に
口
唇
部
に
具
腹
縁
部
で
刻
目
を
い
け

た
直
国
の
上
器
が
少
数
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
直
口
条
痕
仕

上
げ
の
上
瀑
は
、
日
縁
部
を
外
側
に
切
断
し
た
土
恭
の
共
伴
関
係

の
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

さ
て

一
類
Ｌ
と
し
て

一
括
し
た
条
痕
仕
上
げ
の
深
鉢
形
土
器
は

所
謂
市
来
式
上
器
の
祖
型
と
見
る
べ
き
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
市

来
式
土
器
発
達
の
上
か
ら
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
こ
の

一
類
Ｌ
を
市
来
式
の
前
段
階
の
上
器
と
し
て
下
弓
田
式
な
る
名
称

で
標
式

し
た
い
。

一
類
Ｍ
Ｉ
十

一
類
Ｍ
は
Ｂ
＝
１
０
ト
レ
ン
チ
の
皿
層
よ
り
発
見
さ
れ
た
所
謂
市

来
式
上
恭
で
、
口
縁
部
断
面
が

一
類
Ｌ
の
三
角
形
に
比
し
て
や
や
く
字
形
に
発
達

し
、
肩
部
の
張
り
が
著
し
く
な
る
。
し
た
が

っ
て
口
縁
部
の
文
様
部
が
長
く
延
び

そ
の
部
分
に
貝
殻
丈
様
が
複
雑
な
形
で
現
わ
れ
る
。
口
縁
部
は
山
形
に
隆
起
す
る

も
の
と
、
平
縁
に
な
る
も
の
と
の
二
種
で
あ
る
が
、
平
縁
の
も
の
が
多
く
出
上
し

M

１
類
Ｕ

類
L

類
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た
。
器
形
は
深
鉢
形
を
し
た
も
の
で
、
胴
部
が
や
や
張
り
を
持

つ
。
文
様
施
文
部

位
は
く
字
形
に
張

っ
た
口
縁
部
に
限
ら
れ
、
ま
れ
に
肩
部
下
に

一
、
ま
た
は
二
条

の
大
い
沈
線
が
あ
る
。
文
様
の
基
調
は
上
下
に

一
類
Ｌ
同
様
二
枚
貝
の
殻
頂
ま
た

は
小
形
二
枚
貝
の
複
縁
に
よ

っ
て
刻
目
を
横
列
さ
せ
て
、
そ
の
間
を
貝
丈
で
う
め

る
。
即
ち

ハ
イ
貝
、
サ
ル
ボ
ウ
な
ど
の
腹
縁
に
よ
る
刻
目
を
斜
め
に
併
列
さ
せ
た

場
合
や
、
腹
縁
に
よ
る
斜
凸
凹
連
鎖
丈
と
、
横
走
す
る
沈
線
を
組
合
せ
た
も
の
な

ど
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
サ
ル
ボ
ウ
な
ど
の
腹
縁
の

一
部
を
縦
に
押
捺
し
て

短
凸
凹
連
鎖
文
を
上
下
に
配
置
し
、
そ
の
間
を
沈
線
で
う
め
る
こ
と
や
、
斜
凸
凹

連
鎖
文
の
み
を
も

っ
て
器
面
を
飾
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は

一
類
Ｌ
の
恭

形
と
文
様
を
基
と
し
て
発
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
市
来
式
上
朱
の
典
型
で
あ

Ｚつ
。一

類
Ｕ
Ｉ
十

一
類
Ｕ
は
回
縁
部
が
く
字
形
に
延
び
全
体
と
し
て
甕
形
を
な
す
も

の
の
類
で
、
日
部
縁
断
面
は
く
字
状
に
内
部
が
内
彎
す
る
。
文
様
は
口
縁
部
に
集

中
し
肩
部
下
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
回
縁
部
は
山
形
に
隆
起
す
る
も
の
が
多

く
、
丈
様
は
こ
の
部
位
を
起
点
と
し
て
左
右
に
ひ
ろ
が
る
。
上
下
に
貝
殻
の
横
列

刻
文
を
施
し
、
そ
の
中
に
ハ
イ
ガ
イ
ま
た
は
サ
ル
ボ
ウ
な
ど
に
よ
る
斜
列
凸
凹
連

鎖
文
を
配
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は

一
類
Ｍ
よ
り
退
化
的
で
あ
る
。
特
に
口

縁
部
に
凸
凹
連
鎖
文
の
み
を
斜
列
さ
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
器
面
を
飾
る
も
の
も
あ

る
。
ま
た
肩
部
以
下
に
文
様
を
見
る
場
合
は
、
日
縁
部
山
形
部
位
に
集
中
す
る
如

く
模
様
を
走
す
場
合
と
、
口
縁
部
の
凸
凹
連
鎖
文
を
斜
列
さ
す
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
ら

一
類
Ｕ
は
表
裏
共
に
条
痕
を
も

っ
て
器
面
を
調
整
し
、
橋
状
把
手
を
有

す
る
も
の
が
存
す
る
。　
一
類
Ｌ
、
Ｍ
か
ら
発
達
し
市
来
式
上
器
の
形
態
を
も

つ
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
尚
こ
の
種
土
器
は
Ｂ
Ｉ
１
０
ト
レ
ン
チ
Ⅲ
層
上
部
と
、

Ｖ
層
下
部
よ
り
出
上
し
た
も
の
で
、
Ｖ
層
よ
り
出
上
し
た
も
の
に
は
凸
凹
連
鎖
文

の
斜
列
の
み
で
く
字
形
の
口
縁
部
を
飾

っ
た
文
様
の
単
純
な
も
の
が
多
く
、
こ
の

時
期
が
市
来
式
上
器
の
終
末
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

二
類
Ｍ
Ｉ
十
二
類
Ｍ
は
形
態
状

一
類
土
器
と
全
く
別
種
の
土
器
で
、　
一
類
共
伴

の
上
器
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
口
縁
部
は
ほ
ぼ
直
立
し
、
山
形
に
隆

起
し
た
日
縁
部
の
退
化
形
退
か
、
凸
状
の
凸
起
部
と
、
そ
の
下
部
に
把
手
状
の
凸

起
が
あ
る
。
こ
の
凸
起
部
を
中
心
に
下
向
の
重
弧
状
支

（太
い
凹
線
）
を
配
し
、

そ
の
中
に
短
か
い
凸
凹
連
鎖
を
斜
列
せ
さ
て
中
心
の
飾
り
と
し
、
そ
れ
よ
り
左
右

に
太
い
沈
線
を
流
す
。
胴
部
に
や
や
張
り
が
あ
る
の
で
、
案
内
浅
い
発
形
土
器
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
種
土
黙
は
ご
く
少
数
の
出
土
例
を
見
た
に
す
ぎ
な
い

の
で
、
全
体
を
細
し
く
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
類
Ｌ
Ｉ
十

二
類
Ｍ
と
し
て
把
握
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
態
の
上
器
で
、

Ｂ
Ｉ
１
０
ト
レ
ン
チ
皿
層
上
部
に
お
い
て
相
当
数
の
資
料
を
得
た
。
二
類
の
〔
期

と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
尚
こ
の
上
器
の
口
縁
部
凸
起
は
四
カ
所
に
配

置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
凸
起
部
に
は
同
じ
よ
う
な
把
手
凸
起
を
有
し
て
い
る
。

三
類
Ｍ
Ｉ
Ｉ
口
縁
部
断
面
が
や
や
凸
状
に
ふ
く
ら
み
を
も
ち
胴
部
が
丸
く
張
り

を
も

っ
た
甕
形
土
器
の
類
を
三
類
と
し
て
分
類
し
た
。
こ
の
土
器
は
出
土
例
が
非

常
に
少
く
、
し
た
が

っ
て
全
形
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
口
縁
部
の
形

態
か
ら
、
肩
お
ち
の
著
し
い
変
形
土
器
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
類
土

器
は
条
に
よ
痕

っ
て
表
裏
を
調
整
し
た
も
の
で
、
九
州
の
紐
文
式
後
期
に
は
普
遍

的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
東
部

。
北
部
九
州
で
は
こ
の
種
土
器
に
縄
丈
を
も

っ
て
飾
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
第
二
類
は
僅
少
な
出
土
例
で
あ
る
が
、
本

遺
跡
の
編
年
を
考
え
る
上
に
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

ト
ー
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三
類
Ｕ
Ｉ
十
二
類
Ｍ
と
略
同
じ
器
形
で
あ
る
が
、
日
縁
部
の
凸
帯
に
発
達
し
た

張
り
が
な
く
、
丸
味
を
な
す
。
ゆ
る
や
か
に
胴
張
り
を
し
た
甕
形
土
器
で
、
第
皿

層
上
部
よ
り
相
当
多
量
に
出
上
し
た
。
こ
の
上
器
は
条
痕
仕
上
げ
を
な
す
が
、
日

縁
部
に
近
い
部
分
に
は
条
痕
の
な
い
こ
と
が
多
く
、
北

・
東
九
州
な
ど
で
組
文
を

施
す
場
合
の
頸
部
下
施
文
と
非
常
に
よ
く
に
た
方
法
で
仕
上
げ
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
点
北

。
東
九
州
の
組
文
後
期
と
対
比
さ
れ
る
の
に
好
資
料
で
あ
る
。

以
上
本
遺
跡
出
土
器
を
大
要
三
類
七
式
に
分
類
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
か

ら
注
意
を
要
す
る
点
は
左
の
二
っ
で
あ
る
。

①

　
一
類
と
し
て

一
括
し
た
土
器
類
は
、
所
謂
市
来
式
上
器
と
汎
称
さ
れ
る
も

の
で
、
分
布
配
囲
が
、
南
九
州
に
限
定
さ
れ
る
点
で
特
異
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の

分
布
す
る
地
域
に
お
い
て
他
類
土
器
と
如
何
に
接
触
し
て
い
る
か
、
課
せ
ら
れ
た

問
題
を
多
く
合
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

①
　
一
一類
ま
た
は
三
類
と
し
て
分
類
し
た
土
碁
は
所
々
市
来
式
土
器
共
伴
資
料

で
、
三
類
は

一
類
に
併
行
の
時
期
、
三
類
は
そ
の
終
末
期
を
考
え
る
の
に
問
題
で

あ
る
。
二
、
三
類
と
も
、　
一
類
と
は
異
な
り
、
相
当
広
い
分
布
が
見
ら
れ
る
点
で

本
遺
跡
の
主
体
と
な
す
後
期
貝
殻
文
文
化
の
編
年
を
考
察
す
る
の
に
必
要
な
も
の

で
あ
る
。

右
二
点
を
注
意
し
な
が
ら
本
遺
跡
具
殻
文
土
器
の
起
源
と
、
発
達
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
。

二
、
縄
文
後
期
貝
殻
文
土
器

南
九
州
に
お
け
る
縄
文
式
上
器
の
特
徴
と
し
て
、
具
殻
を
も

っ
て
器
面
調
整
お

よ
び
施
文
の
工
具
と
す
る
も
の
の
類
が
あ
る
。
こ
の
具
殻
施
文
に
な
る
上
パ
は
い

わ
ば
南
九
州
の
み
に
見
ら
れ
る
異
質
と
す
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起

源
は
非
常
に
古
く
、
ア
ナ
グ
ラ
属
貝
類
腹
縁
の
擦
過
軌
線
を
基
と
し
て
、石
坂
式
上

器
⑤
に
お
い
て
顕
著
な
特
牧
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
具
殻
施
文
の
上
器
に

就
い
て
の
研
究
は
昭
和
十
三
年
史
前
学
雑
誌
第
十
巻
第
二
号
の
鹿
児
島
県
日
勝
山

洞
窟
な
ど
の
資
料
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
今
日
ま
で
、
こ
の
具
殻
文
土
器
が
分

布
地
域
や
、
編
年
に
つ
い
て
の
考
察
が
で
き
る
ま
で
に
進
み
九
州
の
組
文
文
化
研

究
に
非
常
に
興
味
深
い
結
果
を
投
づ
る
ま
で
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
具
殻
文
土
悉
の

そ
の
よ
う
な
研
究
は
別
の
機
会
を
倹

つ
こ
と
に
し
、
本
項
に
お
い
て
は
専
ら
そ
の

終
末
に
お
け
る
下
弓
田
出
土
土
器
を
中
心
に
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
後
期
貝
殻
丈
土
器
の
発
達

九
州
の
南
東
部
を
占
め
る
宮
崎
県
の
縄
文
式
土
器
に
相
当
顕
者
に
貝
殻
支
に
よ

る
施
丈
が
認
め
ら
れ
る
。
広
義
の
市
来
式
上
器
と
汎
称
さ
れ
る
後
期
の
上
器
分
布

も
相
送
数
多
く
を
し
め
る
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
土
器
と
関
連
し
て
発
達
し

て
き
た
か
興
味
が
も
た
れ
る
。
市
来
式
と
い
わ
れ
る
下
弓
田
発
見
の
上
器
は
わ
れ

わ
れ
が
下
弓
田
式
土
器
と
名
付
け
た
下
弓
田
下
層
よ
り
出
上
の
日
縁
部
断
面
が
三

角
形
状
を
し
た
も
の
か
ら
発
達
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
い
わ
ば
市
来
式
の
祖
型
式

で
あ
る
下
弓
田
式
上
器
は
ど
の
よ
う
な
発
達
過
程
に
お
い
て
育
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
理
解
す
る
方
法
と
し
て
第

一
に
下
弓
田
式
と
名
付
け
た
日

縁
部
の
断
面
三
角
形
に
な
る
も
の
の
編
年
を
明
か
に
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。

こ
の
点
で
興
味
を
ひ
く
の
は
今
日
ま
で
綾
村
Ｂ
⑦
式
と
名
付
け
ら
れ
た
土
器
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
綾
村
Ｂ
式
の
中
第
二
二
図
五

・
六
は
下
弓
田
式
第

一
類
Ｌ
と
し

て

一
括
し
た
土
器
と
全
く
同
類
の
資
料
で
、
口
縁
部
断
面
三
角
形
を
な
し
た
部
位

に
二
枚
貝
の
殻
頂
内
側
で
刻
目
を
併
列
し
た
六
は
下
弓
田
式
上
器

一
類
Ｌ
に
も

つ

と
も
近
似
し
た
資
料
で
あ
る
。
こ
の
種
土
器
は
宮
崎
市
赤
江
遺
跡
③
、同
市
青
鳥

③
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な
ど
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
赤
江
出
上
の

一
、
綾
Ｂ
式
の
五
、
さ
ら
に
第
Ｂ
図
１
の

西
日
杵
郡
日
影
遺
跡
⑩
な
ど
か
ら
下
弓
田

一
類
Ｌ
の
三
角
形
断
面
の
回
縁
部
に
ハ

イ
ガ
イ
と
思
わ
れ
る
腹
縁
の
押
捺
に
よ
る
凸
凹
連
鎖
丈
と
殻
頂
の
刻
目
に
よ
る
併

列
点
支
、
太
い
沈
線
の
組
合
せ
に
な
る
貝
殻
文
を
施
支
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る

（鈴
木
氏
分
類
の
前
節
土
器
の
項
第
二
類
、
下
層
Ｌ
２
の
４

・
拓
影
３

・
４
参
照

）
。
し
た
が

っ
て
下
弓
田

一
類
Ｌ
に
相
当
す
る
土
器
は
綾
Ｂ
式
、
日
影
な
ど
の
後

期
純
文
に
共
伴
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
土
恭
の
編
年
が
問
題
と
な
る
。

縁
Ｂ
式
と
通
称
さ
れ
る
も
の
は
第
Ａ
図
８
の
如
く
、
口
縁
部
が
直
口
に
近
く
、
そ

の
先
端
断
面
が
丸
味
を
柑
び
、
口
縁
部
に
ア
ナ
ダ
ラ
類
の
貝
腹
縁
に
よ

っ
て
凸
凹

違
鎖
文
を
斜
交
し
た
文
様
を
な
ら
べ
る
。
こ
の
口
縁
部
の
文
様
は
太
い
沈
線
に
よ

っ
て
限
ら
れ
、
口
縁
部
近
く
施
丈
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
胴
部
は
や
や
ふ
く

ら
み
を
も

つ
と
見
ら
れ
る
が
具
体
的
資
料
を
欠
く
た
め
明
か
で
な
い
。
し
た
が

っ

て
綾
Ｂ
式
は
、
そ
れ
自
体
非
常
に
特
異
な
土
器
で
、
他
の
後
期
土
器
と
関
係
を
考

え
る
た
め
に
は
具
体
性
を
欠
く
。
し
か
し
９
の
如
く
明
確
に
市
来
式
上
器
と
考
え

る
資
料
も
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
綾
Ｂ
式
の
時
代
巾
を
下
弓
田

一
類
Ｌ
、
Ｍ
、
の
時
期
を
合
み
、
全
体
と
し
て
は
下
弓
田

一
類
Ｌ
よ
り
若
干
古
く

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
唯
断
言
で
き
る

一
っ
は
綾
Ｂ
式
が
広
義
の
市
来
式
土
器
の

前
段
階
の
貝
殻
施
丈
に
よ
る
同

一
系
列
の
上
器
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
綾
Ｂ
式
に

対
し
て
、
日
影
遺
跡
の
場
合
は
下
弓
田

一
類
と
共
伴
し
、
第
二
三
図
４
の
如
く
、

日
縁
部
付
近
に
組
文
の
地
丈
様
を
こ
ろ
が
し
、
山
形
に
隆
起
す
る
日
縁
付
近
に
沈

線
の
弧
を
集
め
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
左
右
に
太
い
沈
線
を
縁
帯
丈
と
す
る
も
の

が
注
意
さ
れ
る
①
こ
れ
は
鹿
児
島
県
市
来
貝
塚
出
上
の
回
縁
部
く
字
形
に
内
反
す

る
土
器

（第
二
四
四
図
３
）
に
組
文
地
文
に
沈
線
三
条
を
縁
帯
文
様
と
す
る
も
の

1-3 市来 4 桜島
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と
関
連
し
て
、
四
国
西
岸
平
城
貝
塚
①
や
、
東
九
州
の
森
貝
塚
、
ワ
ラ
一
ヽ
ノ
遺
跡

な
ど
の
後
期
縄
丈
と
対
比
さ
れ
る
。
こ
の
種
土
器
は
鎌
木
義
昌
氏
が
⑫
縁
帯
部
集

約
支
様
の
土
器
と
し
て
分
類
し
た
も
の
で
、
西
南
日
本
に
相
当
広
い
範
囲
に
分
布

す
る
組
丈
後
期
の

一
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
第
二
四
図
３

・
５

・
６

・
ア
の
上
器
は

器
形
の
特
徴
が
、
日
端
部
が
丸
味
を
帯
び
、
や
や
胴
の
張

っ
た
甕
形
を
な
す
も
の

で
、
文
様
の
種
類
に
よ
ら
ず
大
体
同

一
の
類
型
に
層
す
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
西
南
日
本
に
お
け
る
こ
の
種
上
器
は
５

・
６
の
如
く
細
文
の
み
に
よ

っ
て
施
文
の
効
果
を
あ
げ
る
も
の
で
頸
部
を
無
文
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

た
鎌
木
氏
が
頸
部
無
丈
の
全
面
縄
丈
土
器
〇
と
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
８
は
大

分
県
ワ
ラ
ミ
ノ
遺
跡
出
上
の
類
似
土
恭
で
、
ア
は
鹿
児
島
県
志
布
志
付
近
採
集
の

同
形
貝
殻
腹
縁
の
押
捺
に
よ
る
凸
凹
連
鎖
丈
土
器
で
あ
る
。
こ
の
ア
と
同
様
の
も

の
が
日
影
出
上
の
３
で
、
組
丈
と
、
貝
殻
丈
に
よ

っ
て
施
女
効
果
を
そ
れ
ぞ
れ
特

異
な
も
の
に
し
て
い
る
が
、
同
種
類
に
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

さ
て
下
弓
田
遺
跡
の
移
し
い
土
黙
類
の
中
、
住
少
で
は
あ
る
が
、
前
の
縁
帯
部

集
約
丈
様
の
上
器
と
い
わ
れ
る
組
丈
の
地
丈
様
に
沈
線
を
組
合
せ
た
も
の
に
対
比

さ
せ
る
の
が
前
項
鈴
木
氏
の
拓
影
％

。
７
の
二
資
料
で
、
広
義
の
鈍
ケ
崎
土
器
の

グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
。
こ
の
健
少
な
鐘
ケ
崎
式
上
器
を
以
て
下
弓
田

一
類
の
時
期

を
鐘
ヶ
崎
や
平
城
二
緩
に
併
行
さ
せ
る
の
は
い
さ
さ
か
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
先
の

日
影
に
お
け
る
下
弓
田

一
類
Ｌ
と
、平
城
二
類
の
共
伴
関
係
な
ど
を
考
慮
し
て
、わ

れ
わ
れ
が
下
弓
田
式
と
名
付
け
た
、　
一
類
Ｌ
を
こ
の
時
期
に
比
定
す
る
こ
と
は
詐

さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
前
項
鈴
木
氏
が
下
弓
田
中
層
Ｌ
４
１
１
３
、
上
層
Ｕ
４
１
１

４
と
し
、
執
者
が
下
弓
田
三
類
、
Ｍ
、
Ｕ
と
分
類
し
た
条
痕
仕
上
げ
の
胴
の
張

っ

た

一
群
は
、
鎌
木
氏
が
頸
部
無
丈
の
全
組
丈
土
器
と
規
定
し
た
も
の
に
同

一
類
と

見
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
た
日
影
出
上
の
同
類
を
考
慮
し
て
平
城
五
類
と
し
て

分
類
す
る
こ
と
を
適
当
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
下
弓
田
出
土
土
器
を
細
文
後
期

に
編
年
す
る
場
合
左
表
の
如
く

一
類
Ｌ
の
時
期
を
中
葉
に
編
年
し
、
中
、
上
層
の

所
謂
市
来
併
行
の
上
器
を
後
期
末
葉
以
降
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

唯
こ
の
よ
う
に
編
年
す
る
場
合
、
下
弓
田
出
上
の
土
恭
類
が
広
義
の
市
来
式
上
恭

の
単
純
で
、
健
少
な
関
係
資
料
の
共
伴
が
見
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
今
後
若
千
の
補

正
は
必
要
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
所
謂
市
来
式
上
器
の
盛
期

所
謂
市
来
式
上
器
と
い
わ
れ
る
土
器
が
、
非
常
に
特
徴
あ
る
器
形
を
保
ち
な
が

ら
南
東
九
州
に
お
い
て
そ
の
盛
な
時
期
を
出
現
す
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
問
題
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
編
年
的
問
題
に
次
ぎ
第
二
の

剛 具識文工器系計 磨消 縄 文系 統

ヽ 南九州南東九州北九州 東九州 四 回

後

期

中

葉

指 宿

|

車野V層

Ｂ
ヽ
日影

Ｗ

Ｖ

Ｖ

獅

則

日

綾

　

　

　

　

下

十

鐘 崎

|
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藤、ヮラミノ

|

春 木

平城、I類

後

期

末
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I
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i
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第4表 下弓田式土器の編年的置
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課
題
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
第
４
表
の
如
く
後
期
中
葉
に
市
来
式
の
祖
型
と
も
い

う
べ
き
下
弓
田
式
上
器
が
生
ま
れ
、
そ
の
成
生
は
具
殻
丈
を
基
調
と
す
る
綾
Ｂ
、

日
影
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
期
末
葉
に
い
た

っ
て
雄
揮
な
市
来
式
が

出
現
す
る
。
こ
の
問
題
は
河
口
貞
徳
氏
の
優
れ
た
論
考
が
あ
る
の
で
、
こ
の
意
見

を
も
と
に
論
考
す
る
こ
と
に
す
る
。

０
　
市
来
式
上
器
論

河
回
貞
徳
氏
が
南
九
州
の
縄
支
土
器
―
―
市
来
式
土
器
⑭
ｌ
ｌ
な
る
論
文
の
中

で
市
来
式
に
つ
い
て
市
来
式
上
器
の
問
題
を
精
密
な
角
度
か
ら
論
述
し
て
そ
の
概

ム
を
結
論
的
に
三
森
定
男
、
小
林
久
雄
両
氏
〇
の
考
説
と
し
て
、
市
来
川
上
貝
塚

の
基
調
を
な
す
も
の
で
、
突
角
形
を
な
す
口
縁
部
を
有
す
る
変
形
、
或
は
深
鉢
形

で
口
縁
に
隆
起
帯
を
廻
ら
し
、
く
字
形
を
な
し
、
春
の
内
外
に
ア
ナ
ダ
ラ
の
貝
殻

腹
縁
に
よ
る
条
痕
を
横
走
さ
せ
て
驀
面
を
調
整
し
て
い
る
。
文
様
は
口
縁
部
に
集

約
さ
れ
、
胴
部
に
お
よ
ば
な
い
。
文
様
の
基
調
は
ア
ナ
ダ
ラ
層
の
貝
殻
唇
縁
の
圧

痕
で
、
二
条
三
条
の
並
行
線
を
施
す
も
の
が
あ
る
。
か
か
る
場
合
に
は
、
斜
行
短

線
、
爪
形
丈
村
、
若
し
く
は
貝
殻
丈
帯
を
以
て
区
劃
す
る
。
口
縁
形
に
平
縁
と
波

状
口
縁
と
が
あ
り
、
前
者
は
貝
殻
文
の
み
で
、
後
者
は
並
行
条
線
を
も

っ
て
飾
ら

れ
る
。

以
上
は
三
森
氏
の
考
説
で
、
小
林
氏
〇
の
考
説
も
大
体
こ
れ
に

一
致
し
て
い
る

と
述
べ
、
市
来
式
の
概
ム
を
こ
の
両
氏
の
考
説
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
先
後
関
係

を
岩
崎
上
層
式
―
指
宿
―
市
来
、
出
水
―
市
来
と
し
て
、
車
野
式
に
移
頃
す
る
と

述
べ
て
い
る
。
即
ち
市
来
式
上
器
は
出
水
式
と
岩
崎
―
指
宿
式
の
両
者
を
受
け
て

続
き
、
草
野
式
に
移
項
す
る
と
述
べ
て
い
る
。・
即
ち
市
来
式
土
器
は
出
水
式
と
岩

崎
―
指
宿
式
の
両
者
を
受
け
て
続
き
、
草
野
式
に
移
頃
す
る
も
の
で
、
市
来
式
土

然
と
は
前
述
の
小
林
、
三
森
の
如
く
市
来
川
上
貝
塚
出
上
の
墓
形
土
器
を
基
調
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
河
日
氏
の
所
論
は
今
日
ま
で
の

市
来
式
上
器
を
検
討
す
る
資
料
と
し
て
は
非
常
に
精
細
の
度
に
お
い
て
考
察
し
た

結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
筆
者
は
市
来
式
上
器
の
系
統
⑦
を
市
来
、
南
福
寺
、
出
水
を
市
来
式
Ａ

・

Ｂ

。
Ｃ
と
し
て

一
括
し
た
。
そ
し
て
そ
の
Ａ

・
Ｂ

ｏ
Ｃ
が

一
応
の
編
年
的
推
移
と

な
る
、
と
述
べ
た
。
こ
の
市
来
式
上
器
の
総
括
把
握
は
寺
師
見
国
氏
の
考
説
を
参

考
と
し
氏
の
意
見
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
市
来
式
の
問
題
を
、
そ
の
系
統

と
し
て
述
べ
た
も
の
は
寺
師
氏
の
考
説
以
外
に
な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
小
林
、

三
森
両
氏
の
考
説
と
は
単
に
市
来
式
上
恭
の
規
定
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
は
寺
師
氏
の
考
説
が
存
在
し
た
だ
け
で
、
そ
れ

を
も
と
と
し
て
河
口
氏
の
考
説
が
生
ま
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
し

た
が

っ
て
寺
師
氏
の
考
説
を
も
と
と
し
た
筆
者
の
考
え
も
、
事
実
の
考
証
を
重
ね

た
河
回
氏
の
考
説
が
よ
り
正
し
い
と
い
え
る
段
階
に
あ

っ
た
と
見
る
の
は
未
だ
分

類
学
の
段
階
で
あ
る
考
古
学
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え
る
。

わ
れ
わ
れ
が
下
弓
田
道
跡
の
発
掘
に
お
い
て
市
来
式
土
器
の
概
念
に
河
回
氏
の

考
説
を
も
と
と
し
て
観
察
し
た
の
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
河
□
氏
の
精
細
な
論

考
を
尊
重
し
た
か
ら
で
あ
る
。

①
　
市
来
式
上
器
編
年
の
問
題
点
。

以
上
の
如
く
市
来
式
土
器
と
し
て
標
式
す
る
南
九
州
の
組
文
式
文
化
の
考
説
は

河
□
貞
徳
氏
に
よ

っ
て

一
つ
の
規
定
が
明
確
に
な

っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の

市
来
式
土
器
の
概
念
と
い
う
問
題
に
お
い
て
は
尚
い
く

つ
か
の
問
題
を
克
服
す
べ

き
点
が
数
多
く
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
わ
れ
わ
れ
の
観
察
は
非
常
に
近
視
的
に
過
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ぎ
て
、
そ
れ
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
場
合
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

の
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
下
弓
田
遺
跡
が
中
心
と
な

っ
て
そ
の
上
器
を
考
説
し
よ

う
と
す
る
。
し
た
が

っ
て
そ
う
し
た
発
掘
が
進
む
に
つ
れ
て
、
土
器
の
形
式
が
増

加
し
、
益
々
混
乱
に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
市
来
式
上
器
の
標
式
の
問
題

に
し
て
も
、
市
来
川
上
遺
跡
を
そ
の
土
器
の
形
式
と
断
ず
る
ま
で
に
は
種
々
の
考

察
を
必
要
と
す
る
。
即
ち
、
市
来
式
上
器
自
身
の
丞
調
云
々
が
、
そ
の
形
式
を
設

定
す
る
に
足
る
も

っ
と
も
適
当
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点
に
も

一
問

題
が
あ
ろ
う
。
ま
し
て
そ
の
上
器
文
化
の
共
伴
資
料
を
具
体
的
に
す
る
場
合
、
共

伴
資
料
の
文
化
の
時
間
差
や
地
理
的
空
間
の
差
と
い
う
こ
と
も
果
し
て
考
慮
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
の
点
な
ど
も
間
悪
の

一
っ
と
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

最
後
的
に
は
広
い
分
布
の
問
題
を
究
わ
め
、
地
理
的
に
広
い
観
点
に
立

つ
て

一
土

齢
形
式
の
問
題
を
決
定
す
る
段
階
に
至
る
た
め
に
は
既
説
の
上
黙
形
式
を
あ
ら
た

め
て
見
な
お
す
だ
け
の
勇
気
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
今
あ
ら
た
め

て
市
来
式
を
見
る
と
、
南
九
州
の

一
部
と
、
南
西
諸
島
の
北
部
の
問
題
を
河
口
氏

の
論
文
に
よ

っ
て
知
り
得
た
の
で
、
そ
の
広
が
り
を
九
州
東
南
部
に
お
い
て
考
察

す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
河
口
氏
は
市
来
式
上
黙
の
編
年
を
鹿
児
島
県
谷
山
車
野
貝
塚
○
に
お
け
る

層
位
関
係
の
考
察
と
し
て
Ｉ
層
―
Ｉ
Ｗ
層
市
来
式

・
Ⅲ
層
以
下
指
宿
式

・
館
ケ
崎

式

・
Ⅵ
以
下
に
お
い
て
指
宿
式
の
単
純
出
土

・
Ⅲ
層
以
上
に
は
市
来
式
を
異
に
す

る
土
器
群
出
土
と
報
告
し
、
道
貝
塚
で
は
市
来
式
の
出
上
を
Ｖ
層
以
上
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
弓
田
遺
跡
に
お
い
て
は
、
Ｉ

。
１

・
Ⅲ
層
に
分
類
さ
れ

Ｉ

・
Ｉ
層
市
来
式
、
Ⅲ
層
下
弓
田
式
上
器

（市
来
式
前
段
階
）
に
分
類
さ
れ
、
車

野
具
塚
の
如
く
指
宿
式
上
恭
の
明
確
な
層
位
が
な
か

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
下
弓
田

式
上
器
と
考
説
し
た
の
は
車
野
具
塚
Ｖ
層
市
来
式
と
指
宿
式
上
器
と
の
中
間
的
形

態
と
河
回
氏
が
呼
ぶ
土
器
で
あ
り
な
が
ら
河
口
氏
の
如
く
、
こ
の
地
方
で
は
こ
の

中
間
形
式
か
ら
指
宿
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
か

っ
た
。
こ
の
点
、
車

野
Ｖ
層
の
市
来
―
―
指
宿
の
中
間
的
な
も
の
と
し
て
宮
崎
県
綾
Ｂ
遺
跡
が
問
題
と

な
り
、
指
宿
と
は
別
系
統
の
貝
殻
支
土
器
が
存
在
す
る
。
市
来
式
上
器
が
前
項
で

述
べ
た
如
く
、
所
謂
貝
殻
た
文
の
方
法
に
お
い
て
特
異
な
形
式
で
あ
る
如
く
、
市

来
式
の
祖
形
式
は
車
野
貝
塚
Ｖ
層
を
た
だ
ち
に
指
宿
に
移
行
す
る
も
の
と
す
る
よ

り
、
貝
殻
施
支
を
基
調
と
す
る
綾
Ｂ
式
、
日
影
遺
跡
に
祖
形
を
求
む
べ
き
だ
と
思

考
す
る
。
さ
ら
に
近
年
宮
崎
県
延
岡
市
大
貫
貝
塚
発
掘
⑩
に
よ

っ
て
明
か
に
さ
れ

た
宮
崎
県
柏
田
貝
塚
類
似
の
上
器
が
、
宮
崎
県
串
間
市
末
広
に
お
い
て
阿
高
式
土

器
⑩
と
の
共
伴
が
確
認
さ
れ
所
謂
塞
神
式
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
こ

れ
ら

一
連
の
貝
殻
施
文
に
な
る
系
統
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
非

常
に
大
略
的
で
は
あ
る
が
、
市
来
式
上
器
の
生
ま
れ
る
過
程
は
寧
ろ
こ
の
よ
う
な

東
南
九
州
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
特
に
車
野
Ｖ
層
の
類
似
資
料
と
し
て
綾

Ｂ
式
日
影
遺
跡
を
あ
げ
た
が
、
日
影
の
場
合
、
指
宿
式
が
わ
ず
か
に
共
伴
さ
れ
る

の
で
、
綾
Ｂ
と
日
影
と
の
関
係
が
、
草
野
貝
塚
Ｖ
以
下
の
層
位
に
あ
て
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
河
口
氏
の
報
告
の
如
く
車
野
Ｖ
層
以
下
に
指
宿
が
顕
著
に

あ
ら
わ
れ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

市
来
式
上
器
の
編
年
的
位
置
を
決
定
す
る
場
合
の
も
う

一
っ
の
重
要
な
土
器
は

鐘
ケ
崎
系
統
の
上
器
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
す
の
は
昭
和
三
十

四
年
十

一
月
、
江
坂
輝
弥
氏
④
に
よ
る
熊
本
県
曽
畑
Ｂ
貝
琢
の
調
査
で
、
こ
の
貝

塚
か
ら
市
来
式
の
終
末
期
に
見
ら
れ
る
く
字
形
回
縁
の
上
器
と
典
形
的
な
蝕
ケ
崎

式
上
器
の
共
伴
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
江
坂
氏
に
よ

っ
て
い
ず
れ
報
告
さ
れ
る
と
考
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え
る
が
、
こ
の
事
実
は
市
来
式
の
末
期
に
鐘
ケ
崎
が
共
伴
す
る
と
い
う
関
係
を
意

味
す
る
も
の
で
、
北
部
九
州
の
鐘
ケ
崎
式
土
器
の
時
間
的
な
下
降
を
考
慮
す
べ
き

も
の
と
考
え
、
た
だ
ち
に
共
伴
事
実
が
、
同
時
期
の
編
年
を
意
味
す
る
も
の
で
な

い
と
い
う
点
を
物
語
る
。
し
た
が

っ
て
広
義
の
縄
文
後
期
に
館
ケ
崎
、
市
来
が
共

に
体
行
し
た
事
実
を
物
語
る
資
料
で
あ

っ
て
、
南
北
九
州
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ

る
土
器
が
共
伴
す
る
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
編
年
関
係
に
あ
る
と
見
る
こ
と
の
あ
や

ま
り
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
下
弓
田
初
め
市
来
式
上
器
共
伴
の
錐
ケ
崎
式
上

恭
が
、
そ
の
よ
う
な
点
で
必
ず
し
も
明
確
に
市
来
式
上
恭
の
編
年
を
確
定
す
る
資

料
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
と
市
来
式
上
恭
は
貝
殻
施
丈
に
よ

っ

て
土
器
を
形
成
す
る
系
統
を
基
調
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
適
当
で
左
の
如
き
系

図
が
東
南
九
州
で
は
立
て
ら
れ
る
。

鐘
　
　
崎

末
広

（阿
高
共
伴
）
…
綾
Ｂ
式

（
日
影
）
…
下
弓
田

（Ｌ
）
…
下
弓
田

（Ｍ
）
…

（指
宿
）
　

（車
野
Ｖ
層
）

下
弓
田

（Ｕ
）
―
―
大
平

市
来
川
上
？

こ
の
系
統
図
か
ら
市
来
式
上
熱
を
鈍
ケ
崎
と
並
べ
る
こ
と
が
迪
当
で
な
い
こ
と

が
理
解
で
き
よ
う
。
尚
末
広
の
柏
田
併
行
の
時
期
に
阿
高
が
伴
出
す
る
点
も
こ
れ

を
た
だ
ち
に
所
謂
阿
高
式
上
器
併
行
と
見
る
こ
と
に
疑
い
を
も

つ
。
そ
し
て
末
広

か
ら
綾
Ｂ
ま
で
の
間
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
下
弓
田
Ｕ
即
ち
市
来
式

の
後
に
は
層
位
と
し
て
調
査
さ
れ
た
大
平
式
土
恭
②
が
く
る
と
考
え
る
。

四
、
大
平
式
土
器
と
南
島
土
器
の
関
連
性

且
て
史
前
学
雑
誌
第
十
巻
第
二
号
④
、
に
お
い
て
樋
口
清
之
、
乙
益
重
隆
氏
が

考
説
し
た
鹿
児
烏
県
加
治
木
、
日
木
山
洞
窟
遺
物
を
、
今
改
た
め
て
検
討
す
る
と

非
常
に
興
味
深
い
。
こ
の
論
文
の
上
恭
の
項
相
交
弧
文

（第
二
五
図
Ｉ
）
と
呼
ん

で
い
る
土
黙
は
、
口
縁
部
が
直
立
し
、
そ
の
断
面
が
丸
味
を
な
す
甕
形
土
器
で
、

こ
ぶ
状
の
山
形
部
位
が
認
め
ら
れ
る
日
縁
を
有
す
る
。
文
様
は
日
縁
部
表
裏
に
ハ

イ
ガ
イ
、
ま
た
は
サ
ル
ボ
ー
な
ど
に
よ
る
腹
縁
の
押
捺
に
よ

っ
て
弧
状
の
凸
凹
連

鎖
丈
を
Ｖ
字
形
下
開
き
の
文
様
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
貝
殻
腹
縁
の
押
捺
に
よ
る

凸
凹
連
鎖
女
は
南
九
州
の
市
来
式
な
ど
後
期
組
丈
に
見
ら
れ
る
も
の
の
特
徴
で
あ

る
。
ま
た
点
線
文

（２
）
と
呼
ぶ
列
点
の
あ
る
土
器
は

一
見
非
常
に
古
い
施
文
法

の
上
器
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
は
こ
の
上
器
が
広
く
南
島
各
地
に
分
布
す

る
土
器
で
あ
る
。
こ
の
種
土
器
は
先
年
沖
組
大
山
貝
塚
発
掘
②
の
際
、
関
係
資
料

と
し
て
沖
縄
本
島
の
伊
波
、
荻
堂
な
ど
の
琉
球
先
史
文
化
前
期
や
地
荒
原
貝
塚
な

ど
中
期
の
上
恭
の
施
丈
法
と
し
て
盛
に
も
ち
い
ら
れ
る
も
の
で
、
さ
ら
に
奄
美
群

島
面
縄
第
二
貝
塚
〇
や
宇
宿
貝
塚
出
木
の
上
恭
の

一
部
に
見
ら
れ
る
も
の
の
種
類

で
あ
る
。
特
に
日
木
山
洞
窟
出
上
の
相
交
弧
丈
に
見
ら
れ
る
こ
ぶ
状
の
山
形
隆
起

口
縁
と
こ
の
点
線
文
が
組
合
せ
に
な
る
の
が
伊
波
、
荻
堂
出
上
の
上
器
で
、
両
者

は
必
し
も
無
縁
な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

さ
て
下
弓
田
遺
跡
Ａ
地
区

（住
居
地
帯
）
で
は
下
弓
田

一
類
Ｕ
の
上
層
に
お
い

て
こ
の
点
線
丈
と
大
平
式
上
恭
が
共
伴
し
た
事
実
が
あ
る
。
大
平
式
土
黙
は
□
縁

部
が
く
字
形
に
大
き
く
内
反
し
、
そ
の
肩
部
か
ら
回
縁
部
に
か
け
て
亀
甲
状
の
沈

線
文
を
施
文
す
る
も
の

（三
七
図
Ｉ
）
と
直
口
で
口
唇
部
が
細
く
な
る
甕
形
土
器

の
口
縁
部
に
沈
線
の
組
合
せ
に
な
る
丈
様
２
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
の
事
は

明
か
に
市
来
式
の
形
式
を
持
続
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
尚
２
の
文
様
は
先

の
面
縄
第
二
貝
塚
、
宇
宿
貝
塚
沈
線
文
土
恭
と
関
係
が
あ
る
と
思
考
さ
れ
そ
う
な
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土
恭
で
あ
る
。
こ
の
大
平
式
と
日
木
山
洞
窟
の
点
線
丈
と
が
共
伴
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
こ
の
種
土
器
が
、
或
は
南
東
の
先
史
土
器
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る

と
見
倣
す
理
由
が
生
ず
る
。
こ
の
点
は
今
後
の
問
題
に
ぞ
く
す
る
が
、
充
分
注
意

を
要
す
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

（賀
川
）

註

①

賀
川
光
夫
、

「各
地
の
縄
文
式
上
器
十
九
州
―
」

『
日
本
考
吉
学
講
座
』
三
、
河
出

書
一房

河
口
貞
徳

「南
九
州
後
期
絶
文
式
土
器
―
市
来
式
上
器
―
」

『
考
古
学
雑
誌
』
第
四

二
巻
二
号

寺
師
見
国

『
九
州
の
縄
文
土
器
』

小
林
久
雄

「
九
州
の
縄
文
土
器
」

『
人
類
学
先
史
学
講
座
』
第

一
一
巻

河
口
貞
徳

「南
れ
州
出
上
の
条
痕
土
器
」

『
石
器
時
代
』
第

一
号

樋
口
清
之
、
乙
益
重
隆

「鹿
児
島
県
加
治
木
日
木
山
洞
窟
遺
跡
の
研
究
十
日
木
山
式

上
器
出
上
の
遺
跡
―
」

『
史
前
学
雑
誌
』
第

一
〇
巻
第
二
号

宮
崎
県
す
博
物
館
蔵
資
料
綾
Ｂ
式
上
器
類
参
考

。
③

・
⑩
右
同

鎌
木
義
昌
、
西
田
栄
、

『
伊
予
平
域
貝
塚
―
縄
文
式
上
器
を
中
心
と
し
て
―
』
愛
媛

県
条
育
委
員
会

右
同
論
文
中
止
器
考
察

右
同

⑤
の
河
口
氏
論
文
考
照

三
森
定
雄

「先
史
時
代
の
西
日
本
」

『
人
類
挙
、
先
史
学
講
座
』
第

一
巻

④
の
小
林
氏
の
論
文
考
照

①
に
同
じ

⑮
　
河
口
貞
徳

「草
野
貝
塚
調
査
報
告
」

『
鹿
児
島
県
考
古
学
紀
要
』
第

一
号

⑩
　
田
中
熊
雄

「宮
崎
県
延
岡
市
大
貫
貝
塚
調
査
報
告
」

『
宮
崎
大
》
紀
要
』
第
二
輯

⑩
　
宮
崎
県
串
間
市
末
広
出
土
土
器
参
考
―
串
間
市
大
平
小
学
校
蔵

①
　
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
江
坂
輝
弥
氏
の
発
掘
―
熊
本
県
曽
畑
貝
塚
―
に
よ
る
。

②
　
茂
山
護

「串
間
市
大
平
出
土
の
縄
文
式
上
器
」

『
九
州
考
古
学
』
一
。

④
　
⑥
に
同
じ

②
　
賀
川
光
夫
、
田
和
多
真
淳

「沖
縄
宜
野
湾
村
大
山
貝
塚
調
査
概
要
」

『
文
化
財
要
覧

一
九
五
九
年
版
』
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会

⑮
　
国
分
直
一
、
河
口
貞
徳
、
会
野
寿
彦
、
野
口
義
麿
、
原
日
正
三
、

『
奄
美
大
島
の
先

史
時
代
』

第

二
節

　

石
　
　

　

　

器

出
上
の
資
料
の
う
ち
土
器
と
と
も
に
占
め
る
位
置
の
大
き
い
も
の
に
看
器
が
あ

る
。
調
査
以
前
に
表
面
採
集
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
い
る
石
器
を
除
き
、
今
回
の
調

査
に
よ

っ
て
発
掘
区
よ
り
確
認
し
た
も
の
に
つ
い
て
そ
の
種
類
を
み
る
と
、石
錘
、

浮
子
、
石
斧
、
石
庖
丁
様
石
器
、
石
皿
、
擦
石
、
敲
石
、
凹
石
、
円
石
な
ど
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
器
に
お
い
て
は
出
上
の
層
位
を
基
礎
と
し
て
編
年
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
施
女
上
、
形
態
上
の
推
移
を
指
摘
し
え
た

の
で
あ
る
が
、
石
器
に
つ
い
て
は
各
層
よ
り
豊
富
に
出
上
し
た
資
料
は
石
錘
の
み

で
あ
り
、
斉

一
性
に
豊
ん
で
い
る
こ
の
資
料
か
ら
は
石
器
そ
の
も
の
の
編
年
に
指

針
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
多
種
に
わ
た

っ
た
出
上
の
石
器
を
生
産
用

具
と
し
て
み
る
と
き
、
当
遺
跡
人
の
主
要
な
生
業
を
あ
る
て
い
ど
窺
え
得
る
。
こ

の
こ
と
は
遺
跡
の
立
地
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
海
辺
遺
跡
と
い

う
点
を
加
味
し
て
み
る
と
、
出
上
し
た
石
器
の
う
ち
石
錘
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め

O⑩ ⑮ ⑫ O⑫ ① ③ ⑦  ⑥ ⑤ ④ ③



る
こ
と
に
よ
り
、
石
錘
そ
の
も
の
が
単
独
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
な
い
に
し
て
も

当
遺
跡
人
が

「
ｏ
ｏ
ａ
‐Ｏ
離
す
Ｒ
①
と
し
て
は
む
し
ろ

Ｈ
ω
津
Ｒ

よ
り

巧
中∽
す
Ｒ

の
性
格
を
強
く
持

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
遺
跡
に
お
い

て
主
要
な
石
器
と
な

っ
た
石
錘
を
中
心
と
し
て
、
出
上
の
石
器
を
種
別
ご
と
に
細

述
し
て
置
こ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
　
石
　
　
錘

（第
二
八
図
お
よ
び
第
二
九
図
４

０
４

・
５
）

Ｂ
地
点
に
お
い
て
出
上
し
て
い
る
石
鉦
は
、
４０
点

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
８４

点

が
完
形
品
で
あ
り
、
さ
ら
に
２
点
は
石
錘
で
あ
る
と
と
も
に
凹
石
で
も
あ
る
。
石

材
は
遺
跡
の
附
近
を
流
れ
る
福
鳥
川
で
手
易
く
採
集
で
き
る
河
原
の
礫
で
あ
り
、

砂
岩
が
主
体
を
な
し
て
い
る
。
整
形
上
の
特
長
は
、
扁
平
な
礫
の
長
軸
の
両
サ
イ

ド
に
打
烈
を
加
え
、
打
ち
欠
く
こ
と
に
よ

っ
て
糸
が
か
り
を
設
け
る
と
い
う
共
通

性
を
持

っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
製
作
に
当

っ
て
そ
の
技
法
の
上
で
斉

一
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
個
々
の
異
り
に
つ
い
て
は
素
材
に
よ

第
４
表
‥
石
錘
の
重
量

占
小　
数

重
　
量

（
′

）

一　
くゝ
一〇
〇

〇
一Ｊく
二
〇
∩
一〇
一ゝ
く
三
〇
〔
一〇
一うく
四〇
（
〇
一うく
三〇
〇
一

′
冶

重
量
平
均

る
形
態
上
の
違
い
を
み
せ
る
の
み
で
あ
る
。
杉
態
上
の
異
り
は
そ
の
大
き
さ
に
よ

り
変
化
す
る
の
で
あ

っ
て
、
当
然
用
途
の
上
で
問
題
と
な
る
個
々
の
重
量
と
も
関

係
し
て
く
る
。
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∩∩の推燿制疎嚇軸製卿軸味膨践悦勢佃ゥ次ィこ嚇中

１

　

　

　

　

　

　

９
年

３

００

多
以
下
の
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
８４
点
の
平
均
は

８‐

グ

強
で
あ

っ
て

こ

の
て
い
ど
の
も
の
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
漁
業
用
の

Ｂ
降
あ
ヨ
ド
Ｒ
と
し
て
個
々
の
石
鈍
の
単
独
の
重
量
が
重
要
で
な
い
と
し
て
も
、平

均
値
か
ら
窺
え
お
こ
と
は
必
ず
し
も
す
く
な
く
な
い
。
か

っ
て
調
査
し
た
東
諸
県

郡
国
富
町
木
庄
高
校
々
庭
内
遺
跡
の
例
で
は
、
１２
点
の
完
形
品
の
平
均
値
は
％

夕

弱
で
あ

っ
た
。
こ
の
遺
跡
は
県
の
中
央
部
を
東
流
す
る
大
淀
川
の
中
流
域
の
支
流
、

本
庄
川
の
河
岸
段
丘
上
に
形
成
さ
れ
た
組
丈
中
期
末
よ
り
後
期
の
資
料
お
よ
び
土

師
器
を
出
土
す
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
石
錘
そ
の
も
の
は
組
支
期
の
も
の
と
考
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
庄
遺
跡
と
、
当
追
跡
の
出
土
例
を
対
比
し
て
考
察
し

得
る
こ
と
は
前
者
が
河
川
の
中
流
域
、
後
者
が
河
口
に
近
い
海
辺
と
い
う
立
地
条

件
を
前
提
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
用
途
は
河
川
漁
業
用
具
と
、
河
□
な
い
し
湾

内
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
区
別
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
更
に
水
深
度
の
違

い
や
漁
場
に
よ

っ
て
漁
法
が
異

っ
て
い
る
こ
と
を
し
の
ば
せ
る
。
こ
れ
が
重
量
の

平
均
値
に
お
い
て
２
倍
近
く
の
差
を
示
す
こ
と
に
単
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
本
遺
跡
よ
り
見
出
さ
れ
て
い
る
石
錘
の
中
に
特
殊
な

一
例
が
あ
る
。
こ
れ

は
Ａ
地
点
の
第
２
号
住
居
址
内
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
重
孟

鶴

グ
を

示

し

、

そ
の
用
途
の
上
で
も
特
異
さ
が
窺
え
る
。
普
遍
的
な
石
錘
に
漁
業
用
の
用
途
を
考

え
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
複
数
個
の
結
合
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
は
た
ら
き
を
な

す

ｏ
降
あ
〓
″
Ｒ

と
し
て
で
あ

っ
て
、
単
独
で
は
機
能
を
は
た
さ
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
特
殊
な

一
例
は
重
量
に
文
字
通
り
桁
の
違
い
を
み
せ
、
漁
業
用
と
み
て

も
、
用
途
の
上
で
普
遍
的
な
石
錘
と
は
明
ら
か
に
異

っ
て
い
る
。　
お
際
あ
〓
庁
Ｒ

と
み
る
よ
り
他
の
用
途
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
現
用
例
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
規
模
の
小
さ
い
漁
場
で
極
く
経
済
的
に
余
裕

の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、高
度
の
用
具
に
換
え
て
、手
易
く
入
手
で
き
る
単
純
な
も
の

―- 82 -一
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を
用
具
と
し
て
い
る
。
あ
る
種
の
漁
業
に
用
い
る
小
舟
用
の
錨
も
例
外
で
は
な
く

適
当
な
重
量
の
あ
る
自
然
石
に
多
少
手
を
加
え
る
か
、
ま
た
は
自
然
石
そ
の
ま
ま

で
用
い
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
が
極
く
限
定
さ
れ
た
漁
場
で
は
普
遍
的
で
さ
え
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
特
殊
な

一
例
で
あ

っ
た
重
量

４３５

β′
あ

る

石

錘
は
、
あ
る
い
は
舟
を
水
面
上
に
固
定
さ
せ
る
た
め
の
錨
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
出
土
状
況
の
点
か
ら
み
て
も
特
異
さ
が
窺
え
、
住
居
址
内
か
ら
出
土

し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
の
よ
う
に
、
他
の
普
遍
的
な
石
錘
と
対
比
し
て

み
る
と
き
保
管
上
で
も
異

っ
た
意
識
で
扱
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で

――

点
に
お
よ
ぶ
石
錘
の
う
ち
普
偏
的
な
資
料
の
数
例
お
よ
び
特
殊
な

一
例
を
図
示
し
て
記
録
し
て
置

こ
う
。
ま
ず
普
遍
的
な
資
料
で
あ
る
が
第

一
図
の

１
か
ら
７
ま
で
に
示
し
た
例
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
中
に
あ

っ
て
も
重
量
、
形
態

の
牡
庫
”
蜘
妙
喜
陣
役
ｐ
判
潮
鼓
動
痒
。
００

夕
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
比
較
的
に

２

部
厚
い
楕
円
形
の
砂
岩
の
礫
を
使
用
し
て
い
る
。
糸
が
か
り
の
作
成
は
、
三
度
以

上
の
打
烈
を
加
え
て
打
ち
欠
く
こ
と
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
が
剣
離
面
の
大
き
い
割

に
深
度
は
浅
い
。
大
き
さ
に
つ
い
て
の
計
数
を
単
位

翻
と
し
て
示
す
と
、
４
が

ア・２×
８．０×
３．０、
２
が
用
×
８．ＯⅨ
２．５、
３
が
８．５×
７．５×
‐・８ヽ
４
が
‐０．×
８．５×２．６で
あ

Ｚ
Ｏ
。５

か
ら
８
ま
で
は
重
量

０

″
以
下
０
７
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
扁
平

つ
４
　

　

　

　

　

１

‐

な
楕
円
の
礫
で
は
あ
る
が
、
形
態
の
上
で
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
糸
が
か
り
の
作

成
は
中
に
二
回
の
打
烈
に
よ

っ
て
整
形
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
三
回
な
い
し
は

四
回
の
打
烈
を
加
え
た
も
の
が
普
遍
的
で
あ
る
。　
一
般
的
に
い
っ
て
深
度
が
極
め

て
浅
く
、
剣
離
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
前
例
に
従

っ
て
大
き
さ
を
示
す
と

５
が
何
×
６
．
Ｏ
Ⅸ
Ｉ
。
８
ヽ
６
が
ア
・
２
×
６
．
８
×
‐
・
４
ヽ
ア
が
飼
×
５
．
７
×
‐
・
８
ヽ
８
が
６
．
３
×
５
．
２
×
‐
・
ア

で
瘍
巌
ヴ
４３
ま
で
は
重
量

０

夕
以
下
の
小
型
の
石
錘
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形

態
上
の
特
長
を
持

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヶ

。
１０
が
痛
平
な
小
型
礫
を
素
材
と

し
、
十‐
か
ら
‐３
ま
で
が
楕
円
球
状
の
礫
を
素
材
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
中
で
も

９
と
１０
と
で
は
長
軸
と
短
軸
の
比
に
違
い
を
み
せ
、
――
と
１２
ヽ
４３
と
で
は
前
者
が

比
較
的
に
痛
平
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
は
、
部
が
厚
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
計
数
は

ヮが脚
×３．０×４．５ヽ
個
が４．８×３．８×４．‐、４‐
が３．ァ×４．２×４．５ヽ
‐２が４．４×３．８×２．８

ヽ
‐３
が
”
ｘ

・
８
×

・
５
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
当
追
跡
出
上
の
石
錘
の

４

，
　

４

．
　

っ
４

う
ち
最
缶
小
型
の
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

‐４
か
ら
７
ま
で
は
平
面
的
な
大
き
さ
の
上
で
は
さ
き
に
示
し
た
１
か
ら
４
ま
で

の
グ
ル
ー
プ
と
大
差
が
な
い
が
、
そ
の
厚
さ
お
よ
び
形
状
の
上
で
差
違
が
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
痛
平
な
楕
円
の
礫
と
い
う
よ
り
扁
平
な
変
形
の
礫

と
で
も
表
現
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
特
に
％
、
４７
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

平
面
的
に
は
ゅ
る
や
か
な
角
を
有
す
る
多
角
形
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
１６
に
み
ら

れ
る
ご
と
く
長
軸
お
よ
び
短
軸
の
両
サ
イ
ド
の
４
個
所
を
糸
が
か
り
と
し
て
い
る

点
も
特
長
的
で
あ
る
。
糸
が
か
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
に
よ

っ
て
異
り
、
１４
の
そ

れ
と
他
の
そ
れ
と
で
は
大
き
さ
に
お
い
て
も
ま
た
、
深
度
に
お
い
て
も
違
い
を
み

せ
て
い
る
。
大
き
さ
の
計
数
は
１４
が
‐０
・
２

×
８
．
２

×
隅
ヽ
十５
が
８
．
４

×
ア
・
２
×
‐
・
５
％
が
８
。
２
×

・
５
×
・
０
ヽ
‐７
が

。
８
×
。
２
×
ガ
で
あ
る
。

６

　

１

　

　

　

　

７

　

８

　

１

第
二
九
図
の
４
、
５
に
示
し
た
二
点
は
単
に
石
錘
の
形
態
を
示
す
だ
け
で
な
く

馬
平
な
両
面
の
ほ
ば
中
央
部
に
径
が
２
勁
大
で
最
高
の
深
さ

０
。
勁
の
凹
を
有
す

る
凹
石
で
も
あ
る
。
石
錘
と
し
て
み
る
と
き
そ
の
特
長
と
し
て
糸
が
か
り
を
み
の
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が
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
く
の
例
が
み
ら
れ
た
他
の
石
錘
と
な
ん
ら
異
る
こ

と
な
く
、
２
カ
所
を
打
ち
久
く
こ
と
に
よ

っ
て
糸
が
か
り
を
設
け
て
い
る
。
ま
た

凹
石
と
み
て
も
一向
面
に
凹
を
有
す
る
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
石
錘
お
よ
び
凹
石

の
用
途
か
ら
み
て
、　
一
個
体
で
同
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
、
肖

初
ど
ち
ら
か

一
つ
の
目
的
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
後
に
な

っ
て
別
の
用
途

に
使
わ
れ
た
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
場
合
出
上
の
石
錘
お
よ
凹
石
び
を

対
比
し
て
み
る
と
圧
倒
的
多
数
の
出
土
を
み
た
石
錘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一
個
体
に

意
義
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
が
同
時
に
使
用
さ
れ
て
は
じ
め
て
意
義
を
も

つ
と
い
う
用
途
上
の
性
格
か
ら
、
例

へ
一
部
に
損
失
を
み
た
と
し
て
も
決
定
的
な

痛
手
に
は
な
り
え
ず
早
急
に
そ
れ
を
補
な
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
も
の
で
は
な
い

し
た
が
っ
て
、
当
初
凹
石
と
し
て
い
た
も
の
を
至
急
石
錘
に
改
造
す
る
必
要
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
豊
富
に
あ

っ
た
石
錘
の

一
部
を
そ
の
用
途
か
ら

は
ず
し
て
、
あ
ら
た
に
凹
石
と
し
て
の
用
途
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

大
き
さ
に
つ
い
て
の
計
数
は
４
が

６
．
〉〈
５
．
×

２
．、
５
が

ア
．
×
ａ
×
２
．で
ぁ

フ０
。第

二
九
図
の
１
は
さ
き
に
特
殊
な

一
例
と
し
て
み
て
き
た
も
の
で
あ

っ
て
錨
と

考
え
た
も
の
で
あ
る
。
人
頭
大
の
砂
岩
の
礫
を
素
材
と
し
て
短
軸
の
両
サ
イ
ド
に

糸
が
か
り
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
糸
が
か
り
は
素
材
が
大
き
い
た
め
に
当
然
大
き

く
作
ら
れ
て
は
い
る
が
普
遍
的
な
石
錘
に
み
ら
れ
た
糸
が
都
り
ｐ
鞍
法
た
駿
り
が

な
く
打
ち
欠
き
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
計
数
は

２２
．
〉〈
‐５
．
〉〈
ア
．
で
あ

Ｚ
や
。以

上
み
て
き
た
石
錘
は
漁
業
用
の
石
錘
と
し
て
で
あ

っ
た
が
、
中
に
編
物
用
の

錘
が
合
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
遺
跡
の
立
地
条
件
な
ど
か
ら
し
て
さ
ほ
ど
問
題
と

す
べ
き
で
も
な
か
ろ
う
。
ま
た
特
殊
な

一
例
を
除
い
て
す
べ
て
Ｂ
地
点
よ
り
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ａ
地
点
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
大
差
は

な
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
層
位
と
の
関
係
に
お
い
て
み
る
と
、
上
層
か
ら
比
較
的

に
大
き
い
例
が
出
上
し
、
第
四
〇
図
の
１５
ヽ
％
、
‐７
に
み
ら
れ
る
ゆ
る
や
か
な
角

を
有
し
た
多
角
形
の
例
が
多
く
見
出
さ
れ
て
は
い
る
が
こ
れ
と
て
各
層
か
ら
出
土

し
特
に
と
り
あ
げ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
層
位
に
よ

っ
て
顕
著
な
差
は
指
摘

で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
当
遺
跡
か
ら
多
量
の
石
錘
が
出
土
し
た
か
ら
と
て
石
錘

そ
の
も
の
の
編
年
は
指
摘
で
き
な
い
。

二
　
浮
　
　
子

（第
二
九
図
２

・
３
）

遺
跡
全
般
に
わ
た

っ
て
多
数
の
軽
石
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て

が
地
形
の
形
成
と
関
連
し
て
自
然
に
積
堆
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
ず
こ
こ
に
図
示

し
た
例
の
ご
と
く
意
識
的
に
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は

漁
業
用
具
と
し
て
の
浮
子
を
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
も
の
は
Ｂ

地
点
か
ら
７
例
出
上
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
特
長
的
な
２
例
に
つ
い
て
み
る
と

２
は
こ
ぶ
し
大
の
軽
石
を
素
材
と
し
て
お
り
貫
通
し
た

一
つ
の
孔
を
持

っ
て
い
る

こ
の
孔
は
両
面
か
ら
あ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
面
が
大
き
く
け
ず
ら
れ
中
央
部

に
お
い
て
小
さ
く
貫
通
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
紐
が
通
さ
れ
浮
子
と
し
て

の
用
途
を
な
し
て
い
た
も

の

と

思

わ
れ
る
。
大
き
さ
は

盟
×
７
．
‐
×
３
．
を
示
し

て
い
る
。
３
は
小
型
の
も
の
で
あ
り
破
片
で
は
あ
る
が
扁
平
な
形
状
が
窺
え
、
長

軸
の

一
端
に
打
ち
欠
き
に
よ

っ
て
糸
が
か
り
を
設
け
て
い
る
点
は
普
偏
的
な
石
錘

製
作
上
の
技
法
と
同

一
で
あ
る
。
現
存
の
大
き
さ
は

５
．
×
４
．
×
―
．
率ヽ

あ

る
。

こ
れ
ら
軽
石
製
の
浮
子
は
当
遺
跡
に
お
い
て
主
要
な
石
器
と
な

っ
た
石
錘
と
と

も
に
漁
業
用
の
用
途
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
素
材
の
入
手
は
立
地
条
件
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か
ら
手
易
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
で
も
附
近
の
海
辺
で
採
集

さ
れ
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

〓
一　
石
　
　
斧

（第
四
〇
図
１
ど
４
）

以
上
み
て
き
た
石
器
は
石
錘
に
し
ろ
浮
子
に
し
ろ
と
も
に
漁
業
用
具
で
あ
る
が

次
に
広
義
の
工
具
と
し
て
の
石
器
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
石
斧
に
つ
い

て
述
べ
て
置
こ
う
。
出
上
の
石
斧
は
Ａ
地
点
か
ら
は
発
見
さ
れ
ず
、
確
認
さ
れ
た

４
点
の
す
べ
て
が
Ｂ
地
点
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
４
点
の
内
訳
は
、
磨
製
石
斧
、

半
磨
製
石
斧
が
そ
れ
ぞ
れ
２
点
づ

つ
で
あ
り
、
磨
製
石
斧
の
う
ち
１
点
は
繋
型
の

小
型
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
出
上
の
層
位
に
つ
い
て
み
る
と
、
碧
型
の
磨
製
石
斧
が

下
層
か
ら
出
上
し
、
他
の
３
点
は
中
層
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
上

器
形
式
と
の
関
係
か
ら
前
者
が
下
弓
田
式
、
後
者
が
市
来
式
の
時
期
に
属
す
る
こ

と
に
な
る
。
１
に
示
し
た
資
料
は
硬
砂
岩
を
素
材
と
し
た
磨
製
石
斧
の
片
で
あ
り

現
存
部
は
当
初
の
％
て
い
ど
の
も
の
で
只
部
の

一
部
に
損
失
が
み
ら
れ
る
が
十
分

に
原
形
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
烈
長
６
勁
、
厚
さ
２
．
勁
、
長
さ
８
，
Ｍ
が

計

測

し
う
る
。
烈
部
か
ら
他
の
端
に
い
く
に
従

っ
て
巾
を
せ
ば
め
て
い
る
点
に
形
態
上

の
特
長
が
あ
り
、
断
面
が
三
味
線
胴
型
を
示
す
点
で
も

一
般
に
み
ら
れ
る
磨
製
石

斧
の

一
例
と
い
え
よ
う
。

２
は
匁
部
を
中
心
と
し
て
そ
の
付
近
を
特
に
磨
き
あ
げ
て
整
形
し
て
い
る
半
磨

製
石
斧
で
あ
る
が
、
不
整
形
と
は
い
え
三
味
線
胴
型
の
断
面
を
有
す
る
点
で
１
の

例
に
類
似
し
、
烈
部
が
萎
縮
し
て
い
る
点
に

一
つ
の
特
長
を
持

っ
て
い
る
。
現
存

部
は
原
形
の
拷
ほ
ど
の
破
片
で
あ
る
が
、
匁
部
を
合
め
て
主
要
な
部
分
は
残
存
し

て
お
ヶ
、
現
存
長
ａ
勁
、
巾
５
．
勁
、
厚
さ
２
．
印
が
測
れ
る
。

３
は
出
上
し
た
石
斧
の
う
ち
た
だ

一
の
完
型
品
で
あ
る
。
砂
岩
製
の
石
斧
で
あ

っ
て
、
匁
部
の
み
を
意
識
的
に
磨
い
て
い
る
半
磨
製
の
資
料
で
あ
る
。
全
長

６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

翻
、
衆
長

４
．
翻
、
中
央
部
で
の
厚
さ

２
．
勁
を
示
し
て
い
る
。
以
上
３
点
が
中
層

か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
石
斧
で
あ
る
。

４
は
小
型
の
撃
型
磨
製
石
斧
で
あ

っ
て
下
層
か
ら
出
土
し
て
い
‐る
。
現
存
部
は

ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
が
柄
の
着
装
部
に
近
く
損
失
部
が
み
ら
れ
現
存
長

５
。
物
、
双

部
の
長
さ

―
・
勁
、
中
央
部
で
の
厚
さ

―
・
勁
が
測
れ
る
。
双
部
の
整
形
は
片
面
よ

り
研
磨
さ
れ
て
形
作
ら
れ
、
縦
断
面
が
楔
型
を
呈
し
て
い
る
。

「
ヒ
ラ
ノ
ミ
」
と

称
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
部
加
工
の
工
具
と
し
て
は
機
能
的
な
も
の
で
あ

り
、
関
東
地
方
に
お
い
て
勝
坂
式
以
後
の
石
斧
が
形
態
上
に
多
く
の
変
化
を
持
ち

種
類
に
豊
富
化
が
み
ら
れ
る
の
と
相
い
ま

っ
て
、
南
九
州
に
お
い
て
も
当
遺
跡
の

時
期
に
は
す
で
に
機
能
的
に
変
化
を
持

っ
た
資
料
が
出
現
す
る
こ
と
を
示
す
好
資

料
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
．

四
　
石
庖
丁
様
石
器

（第
四
〇
図
５
ど
ア
）

中
層
か
ら
出
上
し
て
い
る
石
器
の
う
ち
こ
こ
に
示
す
３
点
の
石
器
は
、
と
も
に

形
態
の
上
か
ら
工
具
と
し
て
石
庖
丁
類
似
の
用
途
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

種
の
石
器
は
こ
れ
ま
で
県
内
か
ら
４３
例
の
出
上
を
み
て
い
る
が
、
数
例
の
弥
生
期

の
資
料
を
除
い
て
す
べ
て
縄
丈
期
の
資
料
で
あ
り
上
限
は
東
諸
県
郡
綾
町
尾
立
の

例
で
み
ら
れ
た
ご
と
く
紐
丈
中
期
末
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
期
の
資
料
に
多
く
み

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
図
示
し
た
５
は
馬
平
な
砂
岩
の
礫
を
素
材
と
し
、
只
部
は

両
面
か
ら
打
ち
久
く
こ
と
に
よ

っ
て
作
成
し
て
い
る
。
烈
部
の
長
さ

８
．
卸
、
中

４

勁
、
中
央
部
で
の
厚
さ

０
．
勁

が
測
れ
る
。
６
は
ス
レ
ー
ト
を
素
材
と
し
片
面

よ
り
只
部
を
作

っ
て
い
る
。
形
態
は
不
整
形
の
矩
形
を
呈
し
、　
一
辺
の
中
央
部
に

糸
が
か
り
様
の
き
ざ
み
を
入
れ
て
い
る
点
が
特
長
的
で
あ
る
。
烈
部
の

一
部
に
損 13.5
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６

失
が
み
ら
れ
る
が
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
大
き
さ
は
ア
．
×

４
．
０
×
４
．
０
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
。
ア
は
径
７
．
５

勁
大
の
円
礫

の
周
縁
を
両
面
か
ら
打
ち
欠
く
こ
と
に
よ

っ
て
匁
部
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
存
の
資
料
は
ほ
ぼ
半
円
形

を
呈
し
て
い
る
。
当
初
円
形
の
も
の
が
中
央
部
か
ら
欠

け
た
断
片
と
み
れ
ば
ラ
ウ
ン
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
の

一
種

で
あ
ろ
う
が
い
ず
れ
に
し
て
も
５
、
６
に
示
し
た
石
器

と
同
様
の
用
途
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
３
点
は
工
具
と
し
て
石
庖
丁
様
石
器
を
想
定

し
た
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
農
耕
具
と
い
い
切
る
こ

と
は
で
き
ず
、
関
東
地
方
に
お
い
て
組
丈
後
期
の
資
料

に
み
ら
れ
た
石
庖
丁
様
石
器
と
同
様
、広
義
の
削
り
器
、

折
り
取
り
器
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
石
　
　
皿

（第
四

一
隠
１
）

漁
業
用
具
、
工
具
と
み
て
き
た
が
次
に
食
物
加
工
用
具

と
し
て
の
石
器
を
石
皿
か
ら
順
次
み
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
調
査
以
前
に
収
集
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
に
大

型
の
石
皿
が
４
点
も
あ
り
発
堀
に
よ

っ
て
も
相
当
数
つ

石
皿
が
出
土
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

出
上
の
石
皿
は
４
点
の
み
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
県
内

に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
石
皿
は
下
弓
田
遺
跡
を
は

じ
め
と
し
て
、
串
間
市
大
束
所
在
の
大
平
小
学
校
々
庭

内
遺
跡
と
東
諸
県
郡
綾
町
尾
立
遺
跡
の
例
が
よ
く
知
ら

―- 88 -―



れ
、
大
平
遺
跡
出
土
例
の
ご
と
く
径
が
５０
勁
に
も
お
よ
ぶ
大
型
の
も
の
が
こ
の
地

方
の
特
長
と
み
ら
れ
て
き
た
。
時
期
に
つ
い
て
は
中
期
末
か
ら
後
期
の
資
料
の
み

で
特
に
後
期
に
属
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
遺
跡
出
土
例
が
更
に

後
期
の
資
料
を
追
加
す
る
結
果
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
出
上
の
資
料
は
当
初
の

％
て
い
ど
の
断
片
で
あ
り
不
整
形
な
半
円
形
を
呈
し
、
２５
勁
×
‐７
勁
ｘ
５
。
勁
大
の

砂
岩
を
素
材
と
し
た
資
料
で
あ
る
。
使
用
面
は
片
面
の
み
で
あ

っ
て
当
初
の
大
き

さ
は
長
径
約
％
翻
、
短
径
１８
翻
の
補
円
形
の
凹
面
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
使
用
面

は
端
か
ら
中
央
に
か
け
て
ゅ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
え
が
き
中
央
部
で
の
深
度
化
Ｍ

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
出
上
の
層
位
は
中
層
で
あ
る
。

工〈
　
擦
　
　
石

（第
四
二
図
１
ど
３
）

食
物
加
工
用
具
と
し
て
の
石
皿
は
そ
の
用
途
の
上
か
ら
擦
石
が
存
在
し
て
は
じ

め
て
意
義
が
生
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
石
皿
の
出
上
が
「
点
の
み
で
あ

っ
た

の
に
対
し
、
擦
石
は
３
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
石
皿
と
同
様
に

中
層
か
ら
見
出
さ
れ
て
い
る
。
３
点
の
う
ち
２
点
は
断
片
で
あ
り
完
形
品
は
４
点

の
み
で
あ
る
。
１
に
示
し
た
資
料
は
断
片
の

一
部
で
は
あ
る
が
ほ
ぼ
完
形
に
近
く

径
１３
．
５
翻
ヽ
厚
さ
２
．
翻
大
の
円
板
状
の
形
態
を
窺
う
の
に
十
分
で
あ
る
。
擦
痕
面
は

他
の
２
点
と
異
っ
て
片
面
に
の
み
見
ら
れ
る
。
２
は
述
初
の
資
料
の
発
大
の
断
片

で
あ
る
が
、
両
面
使
用
の
円
板
状
擦
石
で
あ
る
こ
と
を
窺
え
る
。
両
面
使
用
と
い

う
点
で
磁
３
の
資
料
と
類
似
す
る
が
厚
さ
に
お
い
て
は
１
の
２
倍
、
３
の
―
・倍
を

示
し
て
い
る
。
３
は
た
だ

一
の
完
形
品
で
あ
り
径
９
帥
、
厚
さ
３
．
５
勁
大
の
円
坂
状

擦
石
で
あ
る
。
擦
痕
面
は
２
と
同
様
両
面
に
あ
っ
て
と
も
に
扁
平
度
が
高
く
、
相

当
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
３
点
を
通
じ
て

一
概
に
い
え

る
こ
と
は
、
形
態
の
上
で
円
板
状
を
呈
し
て
い
る
点
に
斉

一
性
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
使
用
法
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
円
板
状
を
呈
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
素
材
を
選
定

す
る
に
章

っ
て
円
板
に
近
い
礫
を
好
ん
だ
の
も

一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
が
斉

一
性

を
み
た
理
由
の

一
つ
が
擦
石
の
使
用
法
す
な
わ
ち
擦
る
と
い
う
動
作
が
直
線
上
の

往
復
の
く
り
返
し
で
な
く
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
右
廻
り
ま
た
は
左
廻
り
に
よ
る

円
を
え
が
く
動
作
の
く
り
返
し
に
よ

っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
石
皿

の
使
用
面
に
み
ら
れ
た
痕
跡
に
も
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

七
　
敲
　
　
石

（第
四
二
図
４
）

擦
石
と
同
様
の
目
的
を
持
ち
な
が
ら
使
用
上
に
違
い
を
み
せ
る
用
具
と
し
て
識

石
が
あ
る
。
擦
る
と
い
う
動
作
と
歳
く
と
い
う
動
作
の
違
い
が
も
た
ら
す
結
果
、

用
具
の
細
分
化
が
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
原
初
的
な
動
作
と
し
て
は
後
者

の
歳
く
動
作
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
敲
く
こ
と
か
ら
擦
る
こ
と
が
細
分
化

さ
れ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
出
土
の
敲
石
は
図
示
し
た
４
点
の
み
で
あ
る
。
章
資
料

は
不
整
形
柱
状
の
自
然
石
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、　
一
方
の
端
に
使

用
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
他
の
端
に
み
ら
れ
る
数
個
の
剣
離
面
は
自
然
の
剣
離
で
あ

り
使
用
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
の
端
の
み
を
使

用
し
た
敲
石
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
き
さ
は
不
整
形
で
は
あ
る
が
約
１５
勁
×
ａ

勁
×
４

勤
大
の
も
の
で
あ
り
、
長
径
６
．
勁
、
短
径
４
勁
と
い
う
不
整
橋
円
の
大
さ

は
片
手
で
握

っ
て
使
用
す
る
の
に
迪
し
た
も
の
と
い
え
る
。

以
上
み
て
き
た
３
種
類
の
石
器
、
石
皿
、
擦
石
、
敲
石
は
と
も
に
食
物
加
工
用

具
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
主
要
な
対
象
を
植
物
に
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ら
は
当
遺
跡
人
に
と

っ
て
全
体
の
食
物
の
う
ち
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
り
、
主
要

な
も
の
は
あ
く
ま
で
水
産
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
立
地
条
件
と
あ
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わ
せ
て
豊
富
な
出
土
を
み
た
漁
業
用
具
が
主
要
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
う
な
ず
け
る
も
の
で
あ
る
。

八
　
凹
　
　
石

（第
四

一
図
４

・
５
）

凹
石
は
４
点
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
点
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
石
錘

で
あ
る
と
と
も
に
凹
石
で
も
あ

っ
て
石
錘
の
再
利
用
に
よ

っ
て
凹
石
と
さ
れ
た
資

料
で
あ
る
。
他
の
２
点
は
単
純
な
凹
石
で
あ
り
、
多
く
の
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い

る
普
偏
的
な
凹
石
の
例
で
あ
る
。
４
は
径
６
翻
内
外
の
円
板
状
の
礫
を
素
材
と
し

て
お
り
両
面
に
凹
部
が
あ
る
。
凹
は
両
面
と
も
中
央
部
に
作
り
だ
さ
れ
そ
の
大
き

さ
は
―
・
勁
内
外
で
深
度
は
０
。な
い
し
０
．
Ｍ
が
測
れ
る
。
５
は
不
整
楕
円
球
の
礫
を

素
材
と
し
た
も
の
で
あ
り
４
と
異

っ
て
い
る
点
は
凹
部
が
片
面
の
み
に
み
ら
れ
る

点
と
凹
部
の
大
き
さ
お
よ
び
そ
の
形
状
で
あ
る
。
凹
部
の
大
き
さ
は
長
径
６
Ｍ
、

短
径
４

Ｍ
の
楕
円
形
で
あ
り
こ
れ
は
素
材
の
形
状
に
左
右
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

九
　
円
　
　
石

（第
四

一
図
２

・
３
）

こ
こ
に
示
す
資
料
は
石
を
素
材
と
し
、
あ
る
用
途
を
目
的
と
し
て
加
工
を
施
し

た
と
い
う
本
来
の
意
味
で
の
石
器
の

一
種
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
で
な
い
か
も
知

れ
ぬ
が
、
あ
え
て
取
り
あ
げ
た
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
こ
の
種
の
資
料
は
意
識

的
な
加
工
を
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
多
く
の
場
合
普
遍
的
な
自
然
の
礫

と
同
様
に
扱
い
見
す
て
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
調
査
の
際
特
に
配
慮
し
て
み
る

と
多
く
の
遺
跡
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
自
然
石
と
同
様
の
状
態

で
出
土
す
る
な
ら
と
も
か
く
、
他
の
石
器
の
出
土
状
況
と
何
ん
ら
変
り
な
い
状
態

で
出
土
す
る
。
当
遺
跡
の
包
合
状
態
か
ら
も
他
の
石
器
と
出
上
の
状
態
に
差
異
を

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
当
遺
跡
の
場
合
砂
丘
遺
跡
と
い
う
立
地
条
件

や
地
形
の
形
成
か
ら
自
然
石
の
堆
積
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
当
然
持
ち
運
ば
れ
て
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
て
く
る
と
そ
の
用
途
を
考
え
て
み

る
必
要
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
ず
出
上
の
石
器
の
う
ち
か
ら
考
え
れ
ば
石
錘

の
未
製
品
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
形
態
、
重
量
に
近
似
が
み
ら
れ
る
石
錘

の
素
材
と
み
て
な
ん
ら
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
石
錘
の
未
製
品
と

み
ず
当
資
料
が
そ
の
ま
ま
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
み
る
な
ら
距
離
が
離
れ
て

い
る
あ
る
対
象
物
に
対
し
て
危
害
を
お
よ
ば
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
投
げ
石
と
み

る
ほ
か
な
い
。
身
を
守
る
受
動
的
な
武
器
と
し
て
で
な
く
、
能
動
的
な
武
器
と
し

て
も
ま
た
、
あ
る
種
の
植
物
や
小
獣
類
を
捕
獲
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
最
も
簡

単
な
用
具
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
弥
生
期
に
み
ら
れ
た
土
製
投
弾
の
例
や
、
未

開
種
族
に
み
ら
れ
る
現
用
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
自
然
石
を
そ
の
ま
ま
投
げ
る

こ
と
に
よ

っ
て
目
的
を
は
た
そ
う
と
す
る
動
作
は
現
在
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
径
が

５
。
勁
６
．
貿

　
人
の
円
礫
で
あ
り
、

大
き
さ
も
適
当
で
あ

っ
て
凹
凸
の
は
げ
し
い
角
の
あ
る
礫
で
な
い
こ
と
か
ら
投
げ

る
の
に
安
定
度
の
高
い
格
好
の
も
の
と
い
え
る
。
当
資
料
を
そ
の
形
状
か
ら
円
石

と
呼
び
そ
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
は
石
錘
ま
た
は
投
弾
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
が

石
錘
の
場
合
は
未
製
品
で
も
あ
り
ま
た
個
体
と
し
て
と
り
あ
げ
た
場
合
こ
れ
ま
で

の
概
念
で
の
石
器
と
称
す
る
の
に
は
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
が
単
独
の
資
料
そ
の
も

の
か
ら
は
想
定
し
得
な
い
に
し
て
も
出
土
状
況
や
生
活
の
復
元
の
立
場
に
お
い
て

み
た
場
合
、
当
然
考
え
得
る

″
用
途
を
有
し
た
自
然
石

″
と
し
て
生
産
用
具
の

一

つ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
変
化
の
な
い
こ
と
か
ら

見
落
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
多
く
の
類
例
を
求
め
て
今
後
追
求
す
べ
き
資
料
と
い

え
る
。



(単位 :点 )
第 2表・・B地 点 出 土 石 器 内 訳

以
上
今
回
の
調
査
に
よ

っ
て
出
上
し
た
石
器
を
Ｂ
地
点
を
中
心
と
し
て
み
て
き

た
が
、
全
体
の
石
器
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
さ
き
に
指
摘
し
た
と
お
り
石
錘
が

圧
倒
的
に
多
く
出
上
し
、
主
要
な
石
器
と
な

っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

よ

っ
て
食
料
獲
保
に
あ
た

っ
て
は
漁
業
の
は
た
す
役
割
の
大
き
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
。
こ
こ
に
当
遺
跡
の
特
色
が
あ
る
。
石
錘
そ
の
も
の
に
つ
い
て
み
て
も
、
立

地
条
件
か
ら
限
定
さ
れ
る
漁
場
と
の
関
係
か
ら
、
平
均
し
て
大
型
の
石
錘
が
見
出

さ
れ
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
石
錘
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
み
る
と
石
斧
、

石
皿
、
擦
石
、敲
石
な
ど
に
は
特
に
変
化
が
み
ら
れ
な
か

っ
た
が
石
庖
丁
様
石
恭
、

お
よ
び
円
石
と
呼
ん
だ
資
料
が
今
後
に
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

最
後
に
Ｂ
地
点
に
お
け
る
出
上
の
石
器
の
す
べ
て
を
地
区
別
に
整
理
し
第
２
表

と
し
て
括
め
て
置
こ
う
。

（鈴
木
）
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説

遺

跡

立

地

の

一
考

察

下
弓
田
遺
跡
は
、
志
布
志
湾
の
東
北
隅
に
あ
る
。
今

一
歩
西
す
れ
ば
志
布
志
町

で
、
鹿
児
島
県
で
あ
る
。
志
布
志
湾
は
、
鹿
児
島
湾
と
相
対
し
て
、
大
隅
半
島
を

抱
く
形
に
な

っ
て
い
る
。
鹿
児
島
湾
は
奥
深
か
く
、
入
口
は
狭
い
が
、
志
布
志
湾

は
浅
く
、
入
回
は
広
い
。

こ
う
し
た
附
近
の
地
形
の
大
局
的
観
点
か
ら
、
下
弓
田
石
器
時
代
集
落
の
立
地

に
つ
い
て
、
若
千
の
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。
第

一
に
は
こ
の
集
落
が
、
九
州
な

る
陸
地
の
全
く
の
東
南
端
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
。
陸
路
の
終
点
と
し
て
の
立

地
的
意
義
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
そ
こ
か
ら
海
路
遠
く
、
南
西
諸
島

へ
の

一
つ
の

出
入
回
と
し
て
存
立
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
対
外
洋
的
の
意
義
で
あ
る
。

黒
潮
の
流
れ
は
、
石
器
時
代
の
昔
か
ら
今
と
同
じ
で
あ

っ
た
な
ど
と
安
易
に
考

存醇媒輩卿球障呻い酌庁勒推′こ諜鞠韓辮コ螂耕め均力ゝっけ一ら一中○ノ、］申掏

単
位
と
す
る
。
新
石
器
時
代
と
い
う
古
さ
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
流
路
、
あ
る
い

は
流
域
が
、
そ
れ
ほ
ど
は
な
は
だ
し
く
変
化
し
て
い
た
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え

ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
細
か
い
流
向
は
、
時
ど
き
に
変
化
が
あ
り
、
時
に
本
州
の

大
平
洋
岸
に
接
近
し
た
か
と
思
う
と
、
時
に
ま
た
や
、
遠
く
離
れ
た
こ
と
も
あ

っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
琉
球
列
島
か
ら
、
薩
南
諸
島
に
沿
う
て
、
大
隅
半
島
の
南

端
佐
多
岬
を
め
が
け
て
北
上
し
、
そ
こ
で
東
支
那
海
に
向
う

一
支
流
と
、
東
方
太

平
洋
に
赴
く
他
の

一
支
と
に
分
裂
し
て
い
た
こ
と
も
、
す
で
に
そ
の
当
時
か
ら
の

こ
と
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
流
れ
に
従

っ
た
方
向
で
は
、
南
方
の
文
物
が
、

日
本

へ
侵
入
し
て
来
る
可
能
性
が
あ
り
、
逆
の
方
向
で
は
、
日
本
の
文
物
が
南
方

へ
侵
透
し
て
行
く
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
も
自
然
の
支
配
が

一
層
強
い
。
最
も
古

い
時
代
で
は
、
多
分
人
や
物
が
、
流
れ
に
副
う
て
漂
着
す
る
と
い
っ
た

一
方
的
な

関
係
の
み
で
あ

っ
た
ろ
，
が
、
文
化
が
や
や
進
め
ば
、
ま
ず
互
に
交
流
す
る
と
考

え
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
特
に
新
石
器
時
代
と
も
な
れ
ば
、
ま
ず
後
者
の
ご
と
き

相
互
関
係
が
あ

っ
た
も
の
と
想
定
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
遠
洋
方
面
に
、　
一
体
い
つ
の
時
代
か
ら
、
ど
う
い
う
人
に
よ

っ
て

作
為
さ
れ
た
如
何
な
る
文
化
が
存
在
し
て
い
た
か
が
問
題
に
な

っ
て
来
る
の
で
あ

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
琉
球
、
あ
る
い
は
薩
南
諸
島
方
面
の
調
査
は
、
今
の
と
こ

ろ
甚
だ
不
徹
底
で
、す
こ
し
古
く
な
る
と
、全
く
解
ら
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

振
り
返

っ
て
見
る
と
、
琉
球
列
島
の
石
器
時
代
は
、
明
治
末
か
ら
大
戦
前
ま
で

鳥
居
竜
蔵
博
士
を
高
一嚇
と
し
て
、
そ
の
後
松
村
瞭
博
士
、
大
山
柏
博
士
、
東
大
考

古
学
教
室
の
諸
氏
な
ど
に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
て
来
た
が
、
大
戦
後
は
、
そ
の
他
の

―- 95 -―



研
究
者
の
努
力
で
、
遺
跡
者
も
増
加
し
、
資
料
も
急
激
に
増
加
し
て
、
何
と
か
し

て
土
器
に
よ

っ
て
の
文
化
編
年
も
打
ち
樹
て
ら
れ
そ
う
に
な

っ
て
来
た
。
薩
南
諸

島
は
ま
た
こ
れ
と
す
こ
し
く
事
情
が
異
る
が
、
例
え
ば
曽
畑
式
の
ご
と
き
も
の
が

相
当
遠
く
ま
で
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
解
か
り
、
組
丈
後
期
と
推
定
さ
れ
る
徳
之

島
面
組
第
二
貝
琢
の
上
器
や
、
殊
に
弥
生
類
似
の
も
の
の
分
布
も
、
次
第
に
詳
細

に
判
明
し

つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
位
の
も
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
現
状
で
い
い
え
る
こ
と
は
、
最
古
期
あ
る
い
は
そ
れ
に
続
く
時
代
か

ら
、
中
期
頃
ま
で
の
組
史
土
恭
の
分
布
は
今
な
お
琉
球
列
島
に
は
見
ら
れ
ず
、
弥

生
式
も
な
く
、
土
師
と
、
須
恵
の
破
片
が
わ
ず
か
に
出
土
す
る
だ
け
で
、
こ
れ
と

前
後
し
て
支
那
青
磁
の
破
片
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
る
。
註
２
こ

れ
に
対
し
て
薩
南
諸
島
に
は
、
古
い
方
の
組
丈
土
器
も
あ
り
、
引
き
続
き
新
ら
し

い
方
の
も
の
も
あ

っ
て
、
続
い
て
内
地
の
弥
生
式
に
相
当
す
る
ら
し
い
も
の
ま
で

あ
る
。
し
か
も
婚
龍
史
、
雷
文
な
ど
の
伴
う
貝
器
が
種
子
ケ
島
広
田
遺
跡
で
発
見

さ
れ
た
と
い
う
事
実
最
近
考
古
学
界
を
驚
倒
せ
し
め
た
。
こ
れ
に
続
い
て
土
師
や

須
恵
の
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
実
を
縫
う
て
、
い
わ
ゅ
る

琉
球
式
と
か
、
伊
波
式
と
い
う
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
こ
の
両
地
域

に
わ
た

っ
て
存
在
す
る
。
琉
球
方
面
の
最
近
の
編
年
で
は
、
戦
後
発
見
さ
れ
て
来

た
諸
氏
に
比
し
て
、
こ
れ
は
や
や
古
い
方
の
段
階
に
置
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

薩
南
諸
島
方
面
で
は
、
そ
れ
と
面
縄
第
二
貝
塚
の
上
器
の

一
部
と
の
関
係
な
ど
も

甚
だ
不
可
解
な
も
の
で
あ
る
。
曽
畑
式
な
ど
と
の
分
布
の
広
さ
も
、
漸
く
問
題
に

な
り
か
け
つ
つ
あ
る
。

何
よ
り
も
不
思
議
な
現
象
は
、
こ
の
琉
球
式
な
る

一
派
が
、
従
来
何
と
し
て
も

九
州
に
上
陸
し
て
来
な
い
こ
と
で
ぁ

っ
た
。
も
し
そ
れ
が
南
九
州
の
縄
丈
土
器
編

年
の
範
疇
内
に
入

っ
て
来
れ
ば
、
琉
球
に
お
け
る
文
化
全
体
の
古
さ
も
見
送
が
つ

き
、
他
方
薩
南
諸
島
の
石
器
時
代
編
年
も
、
相
当
判
然
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
あ
る
。
下
弓
田
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
大
平
式
な
る
も
の
の
吟
味
が
こ
の
問
題
に

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
項
に
譲
る
こ
と
と

し
て
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た

一
つ
の
海
域
の
文
化
に
対
し
て
、　
一
つ
の
窓
を
開
い

て
い
る
。
下
弓
田
遺
跡
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
場
合
大
隅
半
島
の
突
出
が
、　
一
番
問
題
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
古
い
時
代

の
土
器
文
化
は
、
鹿
児
島
湾
か
ら
海
洋

へ
拡
散
し
て
い
る
態
勢
を
示
し
、
新
ら
し

い
方
の
大
平
式
は
今
の
と
こ
ろ
志
布
志
湾
の
串
間
市
内
外
を

一
つ
の
拠
点
と
し
て

南
方

へ
連
続
し
て
い
る
様
態
を
呈
し
て
い
る
。
弥
生
式
文
化
は
さ
て
置
き
多
分
大

平
式
は
、
琉
球
式
上
器
の
全
部
で
は
な
く
、
そ
の
編
年
上
の

一
類
を
な
す
も
の
で

は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
分
布
の
主
体
が
南
西
諸
島
上
に
あ
る
点
を
、
特
に
重
視
し
た

い
の
で
あ
る
。
多
分
こ
の
文
化
を
持

っ
た
人
び
と
は
、
そ
の
人
情
風
俗
に
お
い
て

多
少
と
も
南
九
州
地
方
人
と
は
差
異
の
あ
る
人
び
と
で
、
何
よ
り
も
海
洋
種
族
で

あ
り
、
タ
ロ
ー
芋
と
同
系
の
、
水
芋
を
澄
時
は
主
食
と
し
て
い
た
人
び
と
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
綸
陣
こ
の
人
び
と
は
、
黒
潮
に
逆
行
し
て
、

琉
球
列
島
を
飛
び
石
伝
い
に
、
台
湾
か
ら
、
南
支
那
方
面
ま
で
往
復
し
て
、
そ
の

方
面
の
丈
物
を
賛
ら
し
た
航
海
者
達
で
、
か
れ
ら
に
よ

っ
て
水
稲
か
ら
青
磁
ま
で

の

一
連
の
南
支
文
化
が
、
渡
来
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
わ
れ
も
す
る
の
で
あ

る
。
そ
う
す
れ
ば
市
来
式
の
人
び
と
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
伝
統
を
護
る
人
び
と

が
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
別
と
し
て
大
隅
半
島
の
西
に
婚
居
し
て
い
る
の
に
対
立

し
て
、
こ
の
人
び
と
が
、
そ
の
半
島
か
ら
東

へ
棲
み
分
け
て
い
た
説
明
も
で
き
そ

う
に
も
恩
え
る
の
で
あ
り
、
福
島
附
近
は
、
何
と
し
て
も

一
つ
の
重
要
な
文
化
地

- 96-

‐上



Lヒ

域
と
考
え
ら
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
は
、
血
統
的
に
、
当
時
の
琉
球
文
化

を
形
成
し
て
い
た
人
び
と
と
、
こ
の
地
域
の
人
が
親
縁
関
係
が
深
か
か

っ
た
た
め

に
、
文
化
の
交
流
に
よ

っ
て
、
同

一
文
化
を
持

つ
に
到

っ
た
と
解
し
て
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

以
上
の
外
に
、
な
お
丈
物
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
細
か
い
こ
と
は
、
資
料
の

な
い
今
日
、
述
べ
る
こ
と
を
差
し
控
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
が
海
洋
に
対
し

て
持

つ
下
弓
田
遺
跡
の
立
地
の
意
義
で
あ
る
と
し
た
い
。

話
を
変
え
て
、
陸
路
の
終
点
、
或
は
陸
路
の

一
っ
の
起
点
と
し
て
の
、
本
遺
跡

の
位
置
を
考
て
見
よ
う
。
水
行
の
行
動
半
径
の
、
極
わ
め
て
大
き
か

っ
た
の
に
対

し
、
陸
行
の
方
は
甚
だ
狭
く
、
ま
た
物
の
輸
送
量
、
輸
送
力
も
、
こ
の
方
が
、
比

較
出
来
な
い
ほ
ど
貧
弱
で
あ

っ
た
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。
こ
う
し
た
事
情
で
、

出
来
る
だ
け
は
ま
ず
、
陸
行
を
水
行
に
よ

っ
て
代
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

で
も
な
お
、
陸
行
の
み
の
意
義
も
考
え
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
こ
の
付
近
の
人
び
と
の
主
産
業
は
林
業
で
あ
る
。
材
木
を
売
る
こ
と
と

木
炭
の
製
造
が
あ
る
。
そ
し
て
現
今
で
は
、
山
持
と
、　
一
般
庶
民
と
の
間
に
は
、

財
産
上
に
著
差
が
あ
る
が
、
石
器
時
代
の
当
時
に
於
て
は
、
そ
れ
が
共
通
の

一
っ

の
資
産
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
そ
の
効
用
は
、
当
時
と
し
て
は
そ

れ
程
で
は
な
く
、
何
と
言

っ
て
も
海
産
物
が
、
先
づ
そ
の
主
要
産
業
で
あ

っ
た
と

推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
も
貝
塚
が
営
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と

（

こ
れ
も
い
つ
か
発
見
さ
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
が
）
、
魚
類
の
柿
獲
が
、
特
に
重

要
で
あ

っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
人
と
集
落
と
は
、
根
本
に
於
て
の
そ
土
地
の
産
業
を
基
礎
と
し
た
、
物

々
の
交
流
に
依

っ
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
水
陸
の
交
点
に
立
地
し
て
い

て
、
木
材
に
も
、
石
材
に
も
、
食
料
源
に
も
、
さ
し
て
欠
け
た
も
の
が
あ

っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
地
に
於
て
は
、
何
と
言

っ
て
も
自
給
自
足
的
な
要
素
の
強

よ
か

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
逆
に
海
洋
方
面
か
ら
も
、
陸
地
か
ら
も
、
物
資

の
絶
え
ざ
る
需
要
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
余
剰
製
産
は
行

っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
積
極
的
な
生
産
意
欲
が
働
い
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

陸
路
の
場
合
、
こ
こ
は
油
津
を
通

っ
て
、
宮
崎
方
面
に
赴
く

一
種
の
廻
廊
地
帯

の

一
部
を
な
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
沿
岸
路
は
瞼
岨
で
、
む
し
ろ
舟
行
に
よ

っ
た

方
が
早
い
。
油
津
と
の
連
絡
は
都
井
岬
に
よ
ら
ず
、
峠
道
が
早
く
か
ら
利
用
さ
れ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
や
は
り
西
方
志
布
志
を
経
て
、
東
は
大
淀
川

の
上
流
、
西
は
国
分
、
加
治
木
方
面
に
出
る
大
ま
わ
り
の
道
で
あ
る
。
今

一
っ
は

大
隅
半
島
方
面
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
に
も
限
り
が
あ
り
、
さ
し
て

問
題
に
は
な
る
ま
い
。

さ
ら
に
局
地
的
に
見
る
と
、
本
遺
跡
は
福
島
川
の
下
流
、
砂
丘
上
に
あ
る
。
付

近
に
は
河
日
に
続
く
潟
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
船
泊
に
な

っ
て
い
こ
と
は
明
か
で
あ

る
。
黒
潮
に
来

っ
て
来
た
船
も
、
潮
に
追
い
込
ま
れ
て
、
容
易
に
こ
こ
に
着
港
し

た
筈
で
あ
る
。
暴
風
に
見
舞
わ
れ
た
船
に
は
、
避
難
港
と
な
り
、
ま
た
沿
岸
伝
い

に
、
北
行
し
、
南
行
す
る
船
の
母
港
で
あ
り
、
進
発
地
で
も
あ

っ
た
。
入
る
船
に

は
南
方
の
文
物
が
荷
積
ま
れ
て
お
り
、
出
る
船
に
は
、
海
産
物
、
そ
の
他
の
食
料

が
積
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
陸
の
旅
人
と
し
て
は
、
近
隣
の
村
人
が
最
も
多

く
、
時
に
都
城
方
面
か
ら
、
遠
い
旅
人
が
訪
れ
て
来
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
か
く
し

て
現
串
間
市
の
こ
の

一
角
は
、
当
時

一
っ
の
物
々
交
換
の
場
と
も
な
り
、
引
い
て

は
文
化
交
流
の
中
心
と
も
な

っ
て
い
た
こ
と
が
伺
が
い
得
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
ほ
か
、
こ
の
村
の
水
源
と
し
て
は
、
例
の
蓮
池
の
附
近
を
そ
れ
と
考
え
得
る

の
で
あ
る
が
そ
れ
が
こ
の
村
を
建
て
る
た
め
の
、　
一
つ
の
原
動
力
と
な

っ
た
こ
と

も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
つ
ず
い
て
、
村
の
形
や
、
人
口
な
ど
に
つ

い
て
は
、
貝
塚
と
異
な

っ
て
、
竪
穴
の

一
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
今

の
と
こ
ろ
如
何
に
推
測
す
べ
き
か
、
全
く
手
掛
り
が
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

然
し
最
も
古
い
下
弓
田
式
の
時
代
か
ら
、
車
野
式
、
市
来
式
を
経
て
、
問
題
の
大

平
式
の
時
代
に
到
る
ま
で
、
こ
の
地
点
が
、　
一
つ
の
移
動
し
な
い
村
と
し
て
経
済

的
意
義
を
持
ち
、
多
く
の
人
び
と
が
、
生
滅
し
、
集
散
し
て
い
た
こ
と
は
明
か
で

あ

っ
た
。
そ
の
態
勢
は
、
あ
る
い
は
弥
生
式
の
時
代
に
ま
で
お
よ
ん
だ
の
か
と
、

仄
か
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
は
こ
の
志
布
志
湾
沿
岸
の

一
地
点
に
、
漸
く
開
明
の
光
が
、
わ
に

一
ず
か
す

じ
射
し
は
じ
め
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
如
何
な
る
歴
史
が
展

開
し
て
行
く
か
は
、
全
く
将
来
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
。
今
は
こ
の
時
に
、
わ
ず

か
に
想
像
し
得
る
大
局
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
だ
け
で
、
詳
細
は
ま
た
の
機
会

に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
こ
こ
に
、
大
き
な
新
ら
し
い
大
問
題
が
、
胎
動
し

つ

つ
あ
る
こ
と
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（酒
詰
）

註
１
　
拙
著

「石
器
時
代
の
東
京
湾
の
ハ
イ
ガ
イ
」
人
類
学
雑
誌
六
〇
ど
二
、
昭
二
三

（

一
九
四
八
年
ｏ
一
一
月

註
２
　
こ
の
青
磁
は
首
い
方
の
も
の
で
、
多
分
日
本
の
原
史
時
代
の
も
の
に
関
係
あ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
果
し
て
真
に
青
磁
よ
ぶ
べ
き
も
の
か
否
か
も
な
お
調
ら
べ
ら
れ
て

い
な
い
。

註
３
　
例
え
ば
種
子
ケ
島
、
大
島
本
島
、
屋
久
島
等
の
諸
遺
跡

註
４
　
歴
史
時
代
の
近
か
く
ま
で
、
蜂
孵
と
か
呼
ば
れ
た
、
多
少
風
俗
を
異
に
し
た
種
族

は
、
多
分
こ
う
し
た

一
系
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
も
大
平
式
が
市

来
式
の
延
長
と
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、
市
来
式
文
化
を
も
っ
た
も
の
の
一
分
派
が
、

海
洋
に
進
出
し
た
と
言
う
考
え
方
も
可
能
で
あ
る
。

註
５
　
石
器
時
代
の
林
業
と
し
て
は
、
先
ず
住
宅
建
築
に
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
材
木
は

い
ら
な
か
っ
た
筈
だ
し
丸
木
船
と
言
っ
て
も
そ
の
数
は
知
れ
て
い
る
。
あ
と
は
土

器
焼
や
、
炊
舞
用
の
燃
料
と
し
て
の
雑
木
で
あ
る
。
そ
れ
等
を
総
括
し
て
見
て
も

殊
に
樹
木
の
多
い
南
九
州
に
於
て
、
そ
れ
程
多
く
の
木
材
の
儒
用
が
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。

註
６
　
下
弓
田
遺
跡
の
全
体
に
亘
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
具
が
散
布
し
て
い
る
が
、
貝
層
の

あ
る
と
こ
ろ
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
遺
跡
の
東
北
部
で
土
取
り
を
や
っ
た
時

に
、
相
当
の
貝
が
出
た
と
言
う
土
地
の
人
の
話
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
貝
塚
と
言
い

得
る
程
度
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

―
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布

痕

土

器

に

つ

い

て

第

一
住
居
辻
遺
構
か
ら
発
見
さ
れ
た
数
片
の
上
器
に
布
目
の
圧
痕
が
あ
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
た
が
、そ
の
年
代
を
決
定
す
る
の
に
関
連
の
資
料
が
な
く
て
困
っ
た
。

す
で
に
第
一量
早
住
居
址
の
項
で
石
川
民
の
報
支
が
あ
り
、
第
四
章
土
器
の
項
で
も

鈴
木
氏
の
布
痕
土
器
に
対
す
る
概
観
的
な
記
述
が
あ
る
。
石
川
氏
は
弥
生
式
上
器

の
焼
成
に
似
て
い
る
点
を
あ
げ
ら
れ
、
鈴
木
氏
は
今
後
に
問
題
を
残
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
布
痕
類
似
の
圧
度
を
持

つ
土
器
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
九

州
出
上
の
諸
例
か
ら
み
て
、
こ
れ
が
組
丈
晩
期
の
組
物
、
編
物
の
圧
痕
土
器
と
深

い
関
係
を
持

っ
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
等
の
資
釧
砕
一

括
し
て
九
州
史
学
会
の
機
関
誌
、
史
淵
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
取
敢
え
ず

関
連
の
諸
点
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
こ
う
。

組
物
、
編
物
の
圧
痕
に
つ
い
て
は
左
の
よ
う
な
種
類
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第

一
類
カ
ゴ
ロ
圧
痕
―
編
籠
は
通
例
竹
製
で
あ
る
が
、
こ
の
例
は
竹
で
な
い
か

も
知
れ
ぬ
。
長
崎
県
島
原
半
島
の
山
寺
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ゴ

目
の
上
に
、
粘
上
を
巻
き
あ
げ
て
器
壁
を
高
く
し
て
い
る
例
が
多
い
。
カ
ゴ
ロ
土

器
は
土
師
器
に
も
あ
る
が
、
全
く
同
じ
手
法
に
よ
る
も
の
が
縄
丈
晩
期
に
あ
る
こ

と
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
類
帝
目
圧
痕
「
ム
シ
ロ
編
み
の
手
法
で
緯
糸
を
く
く
り
合
せ
た
布
状
の
も

の
の
圧
痕
、
こ
の
例
は
極
め
て
多
く
、
九
州
で
は
福
岡
県
を
除
く
各
県
に
出
土
例

が
あ
る
。
府
目
の
圧
痕
か
ら
復
原
さ
れ
る
編
み
方
に
は
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
通
例
の
も
の
は
経
糸
二
本
で
緯
糸
を
通
し
て
ね
じ
り
な
が
ら
編
む
の

で
、
細
い
糸
の
場
合
表
面
は

一
本
の
緯
糸
が
通
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

第
二
類
網
目
―
漁
網
と
い
っ
て
も
そ
の
獲
る
魚
の
大
小
に
よ
っ
て
網
の
目
も
大

小
あ
り

一
定
し
な
い
が
、　
一
つ
の
網
で
は
普
通
目
板
を
使
用
し
て
網
目
を
等
し
く

す
る
。
圧
痕
の
網
目
は
目
板
を
使
用
し
な
い
目
の
つ
ま
っ
た
も
の
か
ら
、　
一
、
五

糎
程
度
の
も
の
ま
で
あ
る
。
く
く
り
も
通
例
の
漁
網
の
そ
れ
と
異

っ
て
、　
一
重
む

す
び
の
も
の
が
多
い
。
大
抵
の
細
目
圧
痕
土
器
は
滞
目
圧
痕
土
器
に
伴

っ
て
発
見

さ
れ
る
。

第
四
類
布
目
―
布
目
を
上
器
に
つ
け
て
い
る
例
は
、
今
ま
で
の
見
聞
で
は
、
山

ノ
寺
に

一
例
と
、
熊
本
県
渡
鹿
出
土
と
い
わ
れ
る
二
例
の
拓
本
だ
け
で
あ
る
。
後

者
に
、　
つ
い
て
は
所
在
を
探
究
中
で
あ
る
が
、
山
ノ
寺
例
で
は
、
断
片
な
が
ら
平

織
り
の
布
痕
が
み
ら
れ
る
。

以
上
使
用
さ
れ
た
糸
が
ゆ
る
く
右
撚
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代

に
み
る
床
系
統
の
織
布
の
先
雛
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
推
測
も
出
来
る
。
下



弓
田
例
の
糸
の
太
さ
も
右
の
諸
例
と
大
差
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
諸
例
の
分
布
は
、
北
は
佐
賀
県
唐
津
市
か
ら
島
原
半
島
、
熊
本
県
、
鹿
児

島
県
の

一
部
で
各
地
、
及
び
九
州
の
東
北
部
を
除
い
て
は

一
応
広
く
分
布
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
南
九
州
は
こ
の
種
土
器
の
分
布
濃
厚
な
地
域
で
、
下
弓
田
に

近
い
地
域
と
し
て
は
鹿
児
島
県
志
布
志
町
、末
広
町
、宮
崎
県
中
郷
村
等
に
多
く
の

遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。
下
弓
田
遺
跡
出
上
の
上
器
は
既
に
宮
崎
博
物
館
に
於
て
そ

の
器
形
が
復
原
さ
れ
て
い
る
が
、
類
品
と
し
て
森
駿
氏
の
蒐
集
に
な
る
布
痕
土
器

片
が
同
博
物
館
に
よ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
鈴
木
氏
の
記
述
の
通
り
で
あ
る
。
筆

者
は
博
物
館
で
森

コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
の
布
痕
を
持

つ
土
器
十
五
片
に
つ
い
て
検
討
を

し
た
が
、
各
破
片
に
う
い
て
注
記
す
る
と

第

一
例
　
黄
褐
色
で
外
面
凹
凸
あ
り
胴
部
破
片

第
二
例
　
胴
部
破
片
で
厚
さ

一
〇
粍

第
二
例
　
底
部
に
か
け
て
の
破
片
、
日
縁
に
近
い
所
で
厚
さ
六
粍
、
底
部
近
く

最
大
の
厚
さ

一
七
粍
、
胴
の
下
部
か
ら
底
に
か
け
て
肥
厚
す
る
。
復
原
さ
れ
た
器

形
と
ほ
じ
同
形
と
な
る
。

第
四
例
　
日
縁
部
破
片
で
、
赤
褐
色
、
日
唇
は
外
面
に
向

っ
て
斜
に
そ
ぎ
落
さ

れ
て
い
る
。
胎
土
に
若
千
の
破
粒
を
合
み
気
泡
の
痕
が
あ
る
。
外
面
は
刷
毛
目
か

と
も
み
え
る
細
い
条
痕
が
あ
る
。

（第
二
七
図
五
Ｄ
）

第
五
例
　
胴
部
の
破
片
で
、
厚
さ
九
ぞ

一
〇
粍

（第
二
七
図
五
三
）

第
六
例
　
口
縁
部
破
片
、
上
縁
厚
さ
九
粍
下
部

一
二
粍
で
回
唇
部
に

ヘ
ラ
切
り

の
あ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
外
面
に
向

っ
て
斜
に
そ
ぎ
落
し
て
い
る
。

（第
二
七
図

四
九
）

第
七
例
　
胴
部
の
破
片
で
厚
さ

一
〇
粍

（第
二
七
図
五
三
）

第
八
例
　
胴
部
よ
り
底
部
に
か
け
て
の
カ
ー
ブ
が
あ
る
破
片
、
厚
さ

一
〇
粍

第
九
例
　
口
縁
部
破
片
で
、
口
唇
部

一
六
粍
、
下
端

一
三
粍
日
縁
上
端
部
が
肥

厚
す
る
。
日
唇
部
は
内
外
両
面
に
そ
ぎ
落
し
、　
今
フ
切
り
の
あ
と
が
明
瞭
で
あ
る

円
囲
の
推
定
に
よ
れ
ば
発
掘
品
よ
り
大
形
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

第

一
〇
例
　
口
辺
部
破
片
で
、
厚
さ

一
二
粍
、
口
唇
部
は
外
面
に
向
け

ヘ
ラ
切

り
そ
ぎ
落
し

第

一
一
例
　
胴
部
の
破
片
で
、
厚
さ

一
〇
粍

第

一
二
例
　
胴
部
の
破
片
で
厚
さ
九
粍

（第
二
七
図
五

一
）

第

一
三
例
　
口
縁
部
破
片
、
回
唇
部
厚
さ

一
三
粍
、
そ
ぎ
落
し

第

一
四
例
　
胴
部
破
片
で
厚
さ

一
〇
粍

第

一
五
例
　
胴
部
破
片
で
、
厚
さ
七
ど

一
二
粍

な
お
筆
者
の
表
面
採
集
品
に

一
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
に
は
じ
め

て
当
遺
跡
を
た
ず
ね
た
時
、
森
駿
氏
の
案
内
に
よ

っ
て
遺
跡
を

一
巡
し
た
際
に
拾

っ
た
も
の
で
、
位
直
は
こ
の
度
の
発
掘
地
区
の
西
に
隣
接
し
た
地
下
げ
の
砂
地
で

あ
る
と
記
憶
し
て
い
る
。
破
片
は
極
め
て
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
、
内
側
に
は
明

瞭
な
布
痕
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
最
近
鈴
木
氏
は
串
間
市
の
山
間
部
に
於
て
同

様
の
布
痕
土
器
片
を
出
土
し
た
遺
跡
二
例
を
確
認
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
等
の
布
痕
土
器
は
、
色
々
の
点
で

一
致
し
た
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。

第

一
に
器
形
に
つ
い
て
い
え
ば
、
復
原
形
は
や
や
深
い
椀
形
を
呈
す
る
こ
と
図

（第
二
七
図
四
八
）
の
通
り
で
あ
る
が
、
底
部
は
他
の
破
片
か
ら
見
て
も
丸
底
又

は
平
底
に
近
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
又
胴
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
段
が
つ
い
て

い
な
い
。
全
体
の
形
と
し
て
は
、
極
め
て
単
純
な
丸
底
の
椀
形
で
、
日
唇
部
の
切

り
落
し
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
部
位
の
残

っ
て
い
る
も
の
は
、
例
外
な
く

ヘ
ラ
で
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外
面
に
向

っ
て
斜
に
そ
ぎ
落
さ
れ
、
そ
の
後
が
調
整
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

は
こ
の
土
器
が
精
製
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

形
は
、
縄
丈
晩
期
か
ら
弥
生
後
期
、
土
師
期
の
各
時
代
に
類
例
が
あ

っ
て
、
器
形

だ
け
か
ら
は
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
ゞ
筆
者
は
こ
の
上
方
が

拡
が

っ
て
下
方
の
す
ば
ま

っ
た
形
が
、
そ
の
製
作
法
の
関
係
か
ら
必
然
的
に
と
ら

れ
る
形
で
あ
る
こ
と
を
後
に
強
調
し
た
い
と
思
う
。

器
壁
に
つ
い
て
は
、
胎
土
に
砂
粒
を
合
ん
で
い
た
り
、
気
泡
の
あ
と
が
残
る
も

の
が
あ
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
粗
製
品
と
い
え
よ
う
。

縄
支
晩
期
に
は
、
胎
土
が
細
か
く
表
面
が
磨
研
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
必
ず

し
も
こ
の
種
精
製
土
恭
の
み
が

一
時
代
の
生
活
用
品
と
は
限
ら
な
い
。
使
用
の
方

途
に
よ
り
、
精
粗
の
製
法
が
自
ら
別
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
破
片
第

九
例
は
口
唇
部
が
特
に
厚
い

（
一
六
粍
）
の
で
、
内
外
両
面
に
そ
ぎ
落
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な

ヘ
ラ
そ
ぎ
は
、
普
通
の
土
器
製
法
に
は
異
例
で
、
こ
の
辺
り
に

土
器
製
作
法
の
特
性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
回
辺
部
は
こ
の
よ
う
な
そ
ぎ
落
し
に

な

っ
て
い
る
の
で
、
水
平
で
な
く
、
細
か
く
み
れ
ば
、
波
状
を
呈
す
る
。
又
胎
土

壁
の
厚
さ
は

一
〇
粍
内
外
で
あ
る
が
大
き
な
破
片
に
な
る
と
そ
の
厚
さ
が
必
ず
し

も

一
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
口
辺
部
が
著
る
し
く
肥
厚

す
る
も
の
も
あ
が
る
、
反

っ
て
下
底
の
方
が
厚
く
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
等
の
特
徴
を
み
て
布
痕
土
器
が
カ
バ
ヌ
リ
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
着
想
を
懐
い
た
。
カ
タ
ス
リ
の
方
法
を
最
初
考
え
た
の
は
、
前
に

記
し
た
カ
ゴ
ロ
、
膚
目
、
網
目
等
の
上
器
を
調
べ
て
い
く
う
ち
気
付
い
た
こ
と
で

特
に
カ
ゴ
ロ
の
圧
痕
は
明
ら
か
に
編
カ
ゴ
の
内
例
に
粘
上
を
置
い
た
も
の
で
あ
る

山
ノ
寺
の
例
で
は
こ
の
編
カ
ゴ
の
内
側
に
更
に
大
き
な
目
の
網
を
重
ね
て
粘
土

を
置
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
席
目
、
網
目
の
如

き
圧
痕
は
、
カ
タ
か
ら
土
器
を
は
な
す
便
宜
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
席
の
よ
う
な
組
織
を
持

つ
も
の
が

一
般
に
用
い
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
が
、　
一
部
に
は
稀
に
織
布
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
下
弓

田
で
は
、
布
目
は
内
面
に
つ
い
て
い
る
の
で
カ
タ
の
外
側
に
粘
土
を
お
し

つ
け
た

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
れ
等
の
製
作
法
を
仮
定
し
て
前
に
あ
げ
た
特
徴
を
再
度

検
討
し
て
み
よ
う
。

第

一
に
琴
形
が
下
に
狭
ま
り
上
に
拡
が

っ
て
い
る
の
は
カ
タ
ス
キ
の
場
合
最
も

便
利
な
形
で
あ
る
。
段
お
ち
や
、
上
が
狭
ま

っ
て
い
て
は
カ
タ
か
ら

一
度
に
抜
く

こ
と
は
む

つ
か
し
い
、
布
が
内
面
に

一
面
に
つ
い
て
い
る
の
も
、
手
で
以
て
お
し

つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
方
法
な
ら
必
然
的
に
出
来
る
し
、
文
様
に
も
な

ら
な
い
内
面
の
布
目
を
お
し

つ
け
る
必
要
は
外
に
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
丸
底
で
あ
れ
ば
、
力
か
は
回
縁
を
下
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
伏
椀
の
状
態

で
粘
上
を
塗
る
の
で
あ
る
が
、
器
虻
は
よ
ほ
ど
厚
さ
を

一
定
に
す
る
注
意
が
な
け

れ
ば
、
外
面
だ
け
の
手
ざ
わ
り
で
あ
る
か
ら
、
厚
薄
の
差
が
出
来
易
い
。
他
の
遺

跡
で
は
厚
さ
を

一
定
に
す
る
の
に
粘
上
の
紐
を
ま
き
あ
げ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
方
法
は
認
め
難
い
。
次
に
カ
タ
か
ら
ぬ
く
前
に
、

ヘ
ラ
で
回
縁
部
の
粘
上
を
切
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
。
後
世
で
は
底
部
の
糸
切
り
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合

口
縁
が
下
底
に
あ
る
の
で
ヘ
ラ
は
外
か
ら
内
に
向

っ
て
斜
に
使
わ
れ
る
の
が
自
然

の
傾
向
で
あ
る
。
以
上
布
痕
土
器
の
諸
特
徴
が
カ
タ
ス
キ
の
方
法
を
想
定
す
れ
ば

容

易

に

解

釈
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
卑
近
の
例
で
は
、
布
目
瓦
の
製
作
と
原

理
的
に
は
異
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
鈴
木
氏
の
着
目
さ
れ
た
瓦
の
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布
目
と
の
類
似
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
を
検
討
す
る
前
に
下
弓
田
の
布
痕
土
器

の
糸
と
布
目
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

糸
の
太
さ
は
最
大

一
粍
よ
り
最
小
○
、
三
粍
よ
り
最
小
Ｏ
、
三
粍
程
度
で
あ
る

一
個
体
で
は
糸
の
大
さ
は
ほ
ぼ

一
定
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
大

一
と
し
て
、
小

三
分
の

一
程
度
の
細
糸
が
少
数
混
じ

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
総
じ
て
太
糸
の
方

が
織
疎
く
、
細
糸
の
方
が
織
目
が
つ
ま

っ
て
い
る
。

次
に
糸
目
を
数
え
る
時
に
困
る
の
は
、
幅
四
十
五
糎
程
度
の
破
片
で
も
布
に
か

な
り
の
伸
縮
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
極
端
な
の
は
、
糸
が
ゆ
る
ん
で
波
状
と
な
り

途
中
が
切
れ
て
、
破
れ
る
状
態
を
示
す
も
の
さ
え
あ
る
。
そ
の
反
対
に
し
ま
り
の

よ
い
所
も
あ
る
の
で
、
左
に
あ
げ
る
数
は
か
な
ら
ず
し
も
使
用
布
の
織
た
て
の
状

態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
圧
痕
か
ら
は
、
出
来
る
だ
け
目
の
つ
ま

っ
て

い
る
所
を
え
ら
ん
で
、
平
均
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
特
に
目
の
開
き
の
大
き

な
所
が
あ
る
こ
と
や
、
糸
の
切
れ
目
等
か
ら
考
え
て
、
第

一
に
こ
の
布
が
何
目
も

使
用
さ
れ
た
所
謂
ク
タ
ビ
レ
た
感
じ
の
布
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
織
が
ゅ
る
や
か

で
、
原
始
的
な
製
品
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
左
に

一
糎
間
隔
の
経
糸
及
び

緯
糸
の
数
を
表
記
し
て
お
こ
う
。

ω

②

９

硼

⑪

０

９

側

⑫

⑭

団

⑬

こ
の
表
で
み
る
と
経
糸
は
五
本
乃
至
九
本
で
最
も
多
い
の
は
八
本
で
あ
る
。
緯

糸
は
六
本

（
二
例
）
、
七
本

（
一
例
）
八
本

（六
例
）
、
九
本

（
二
例
）
、　
一
〇

本

（五
例
）
と
な
り
、
八
本
が

一
番
多
い
が
、　
一
〇
本
が
三
分
の

一
近
く
を
占
め

て
い
る
。
又
経
緯
同
じ
本
数
を
示
す
も
の
が
八
例
で
、
全
体
の
半
数
を
占
め
る
が

残
り
は
緯
糸
が
多
い
。
緯
糸
の
目
の
つ
ま
る
こ
と
は
原
始
織
布
の
傾
向
で
あ
る
が

下
弓
田
の
布
は

一
糎
間
の
糸
目
は
平
均
し
て
経
糸
七
、
三
緯
糸
八

・
四
程
度
と
い

え
よ
う
。

糸
の
目
数
を
布
目
瓦
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
武
蔵
国
分
寺
例
で
は
八
八
片
を

調
査
し
て
左
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る

（註
２
）

経
緯
共

一
糎
間
三
本
乃
至

一
二
本
と
な
り
、
経
緯
乃
六
至
七
本
が
普
通
と
な

っ

て
い
る
。
下
弓
田
例
と
比
較
す
る
と
、
国
分
寺
の
方
の
布
目
が
少
し
疎
く
、
下
弓

田
の
方
が
経
緯
の
偏
差
が
多
い
。

次
に
弥
生
期
の
布
と
し
て
知
ら
れ
る
福
岡
県
籍
時
の）
例
は
経

一
三
本
×
緯

一
七

本
、
長
崎
県
〓
（鈴
伽
に
で
は
経

一
〇
本
×
緯

一
三
本
と
な

っ
て
い
る
。
下
弓
田
例

に
比
較
す
れ
ば
、
糸
目
は
若
千

つ
ま

っ
て
い
る
が
、
経
緯
の
対
比
は
似
た
も
の
で

あ
る
。
尤
も
弥
生
期
の
布
目
は
土
器
の
底
部
に
圧
痕
と
し
て
残
る
も
の
が
多
く
知

ら
れ
て
お
り
、
漏

癖
〆
如
く
東
海
、
関
東
の
例
で
は
経

一
に
対
し
て
書

あ

割
に

織
ら
れ
た
布
が
多
い
。

経糸一緯糸 (土器番号)

5-8 は)

6  --  6

6  --  6

6  --  7

6  -  10

6  -  10

8  --  8

8  --  8

8   --  8

8  --  8

8  --  9

8  --  10

8  -- 10

9  --  9

9  --  10

栗
lf・

暴 1経
個数
1緯
個数

3本 l l片 1 1片

6 124122

7 1 19 1 18

8 1 10 1 13

計  1 88 1 88

5   1   13   1   14

9   1   7   1   8

10   1   6   1   4

ll   1   4   1   3

4   1   5   1   4

12  1   2   1   1
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愛知県西志賀

″

茨城県那珂湊

9  17～ 8× 13～ 24

遺     跡 破片数 1 経緯本数平均

10 17～ 8× 郷

6  18× 16

以
上
下
弓
田
の
布
目
を
見
る
と
、
か
ぇ

っ
て
奈
良

平
安
時
代
の
瓦
布
目
よ
り
少
し
く
目
の
つ
ま

っ
た
傾

向
で
あ
る
が
経
緯
の
差
が
若
千
あ
る
こ
せ
が
注
目
さ

れ
る
。
そ
の
偏
差
は
九
州
の
弥
生
布
に
近
い
も
の
で

あ
る
が
知
ら
れ
て
い
る
三
例
は
弥
生
中
期
の
も
の
で

下
弓
田
の
布
目
は
そ
の
原
如
形
態
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
山
ブ

寺
の
組
文
晩
期

の
布
目
圧
痕

一
例
で
は
、
七
×
一
〇
と
い
う
目
の
つ

ま
り
方
で
下
弓
田
に
近
い
。

他
遺
跡
の
編
目
や
布
目
を
対
比
し
て
あ
げ
て
来
た

が
、
そ
れ
等
は
す
べ
て
土
器
の
外
面
に
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
下
弓
田
例
は
す
べ
て
土
器
の
内
面
に
つ
け
ら
れ
て
い

る

の

が
特
徴
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
カ
バ
ス
リ
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
と
い
う
点
が
組
文
晩
期
の
諸

例
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
一
応
の
年
代
を
こ
の
時
代
に
比
定
し
て
み
た
。

従
来
晩
期
絶
文
の
遺
跡
に
発
見
さ
れ
る
布
目
及
び
類
似
組
織
の
圧
痕
土
器
は
山
ノ

寺
式
及
び
黒
川
式
上
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
共
伴
す
る
。
九
州
の
御
領
式
上
器
以

降
夜
臼
式
上
器
以
前
に
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
の
が
凱
在
の
知
見
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
下
弓
田
道
跡
で
は
共
伴
の
上
器
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
当
布
痕

土
恭
の
所
属
年
代
の
決
定
を
困
難
に
す
る
原
因
が
あ
る
。
又
上
述
の
よ
う
に
土
器

の
内
面
に
つ
け
ら
れ
る
点
や
、
網
目
、
席
目
な
ど
の
圧
度
土
然
と
共
伴
し
な
い
点

が
な
お
問
題
と
し
て
残
る
。
前
章
に
も
い
わ
れ
て
い
る
如
く
、
将
来
類
品
の
発
見

に
よ

っ
て
、
更
に
検
討
を
す
す
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　

　

（鏡
山
）

（註
）

九
州
史
学
会
刊
史
洲
第
八
四
輯
第
八
五
輯

（未
刊
）
鏡
山
猛

「厚
生
期
の
織
布
十
九

州
の
組
織
痕
土
器
を
中
心
に
」

（上
）

（下
）

古
文
化
財
の
科
学
第
二
号
大
賀

一
郎
博
土

「
武
蔵
国
分
寺
古
冗
の
布
目
に
つ
い
て
」

考
古
学
雑
誌
第

一
七
巻
第
八
号
中
山
平
次
郎
博
士

「須
玖
岡
本
の
遺
物
」

考
古
学
雑
誌
第
二
一
巻
第
八
号
島
田
貞
彦
氏

「
盗
棺
内
新
出
の
玉
類
及
布
片
等
に
就

い
て
―
肥
前
回
南
高
東
郡
二
会
村
遺
跡

古
文
化
財
の
科
学

一
〇
号
大
賀

一
郎
博
士

「
弥
生
式
士
器
底
面
の
布
目
に
つ
い
て
」

附

録

調

査

日

誌

調
査
口
誌
は
各
調
査
委
員
の
提
出
を
予
定
し
た
が
、
重
復
が
多
い
の
で
、
石
川
恒
太

郎
氏
が
総
括
的
な
日
程
を
記
述
し
、
酒
詰
仲
男
氏
の
調
査
経
過
と
見
聞
を
載
せ
る
こ

と
に
し
た
。

日
誌
其

一

第

一
日
　
九
月
十

一
口

（金
曜
日
）
快
晴

自
動
車
で
現
地
に
向
い
、
森
酸
氏
所
蔵
の
遺
物
を
見
て
発
掘
現
場
に
集
合
、
簡
単
な
鍬
入

式
を
行
っ
た
の
ち
寺
原
主
事
よ
り
調
査
員
の
紹
介
を
し
た
。
こ
の
日
の
発
掘
に
参
加
し
た
の

は
串
間
市
塩
屋
原
の
青
年
男
女
で
あ
っ
た
が
、
石
川
調
査
員
よ
り
発
掘
上
の
注
意
を
な
し
、

各
班
に
必
要
な
人
夫
を
配
分
し
て
発
掘
に
着
手
し
た
。
か
く
て
層
位
調
査
班
は
台
地
の
東
方

に
位
置
を
り
、
住
居
址
調
査
剪
は
西
方
の
森
氏
の
家
の
南
方
に
位
置
を
と
っ
た
が
、
ト
レ
ン

テ
は
何
れ
も
幅
二
η
、
長
四

躍
を
単
位

（区
）
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
住
居
址
斑
の

ト
レ
ン
テ
を
Ａ
と
称
し
、
層
位
班
の
ト
レ
ン
テ
を
Ｂ
と
呼
ぶ
こ
と
と
定
め
た
。

住
居
址
班
は
Ａ
１
１
区
老
西
方
に
四

知
延
長
し
て
Ａ
１
２
区
と
し
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
を
表

上
下
三
〇
初
、
そ
の
下
三
〇
初
、
そ
の
下
三
〇

勤
と
掘
り
進
め
、
表
土
下
八
〇

翻
で
黄
色
土

層
中
に
、
黒
色
土
層
の
混
入
を
認
め
住
居
址
の
一
部
を
確
認
し
た
。
よ
っ
て
Ａ
十

一
区
を
南

方
に
長
三

η
延
長
し
て
こ
れ
を
Ａ
十
三
区
と
な
し
住
居
址
の
一
部
の
輪
廓
を
出
し
た
。

(4) (3) (2)



層
位
班
は
Ｅ
ト
レ
ン
テ
を
幅
二

物
、
長
二
二
物
に
東
西
に
掘
り
、
そ
の
東
端
か
ら
南
方
に

直
角
に
幅
ニ
タ
、
長

一
〇

″
設
け
た
。
そ
し
て
二
物
平
方
を

一
区
と
し
東
西
の
ト
レ
ン
テ
を

一
一
区
に
、
南
北
の
ト
レ
ン
チ
を
五
区
に
分
け
た
。
そ
の
名
称
は
東
西
は
東
端
を
基
点
と
し

て
西
に
Ｂ
十

一
〇
に
至
り
、
南
北
は
北
の
Ｂ
Ｉ
Ｏ
よ
り
南
に
Ｂ
＋
１
よ
り
Ｂ
十
五
に
至
る
こ

と
と
し
た
。
そ
し
て
Ｂ
１
０
よ
り
Ｂ
十
五
区
を
鏡
山
調
査
員
、
Ｂ
十
六
よ
り
Ｂ
十

一
〇
区
を

酒
詰
調
査
員
、
Ｂ
十
１
よ
り
Ｂ
十
五
区
を
賀
川
調
査
員
が
担
当
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
担

当
の
区
の
層
位
調
査
を
行
っ
た
。

一
方
地
質
斑
は
包
含
層
お
よ
び
下
層
の
状
態
を
見
る
た
め
ハ
ン
ド
、
オ
ー
ガ
で
試
鋒
を
行

っ
た
が
、
そ
の
他
点
は
地
面
と
、
台
地
面
を
約

一
、
五

″
け
ず
っ
た
面
と
、
台
地
面
よ
り
約

四

％
下
の
水
日
の
三
地
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
測
量
班
は
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
測
量
で
地
形
図
を
作

成
し
、
原
点
を
設
定
、
Ｂ
ト
レ
ン
チ
附
近
の
実
測
を
な
し
た
。

第
二
日
　

（
一
二
日
、
土
曜
日
）
朝
少
雨

午
前
八
時
過
ぎ
に
出
発
し
て
現
地
に
向
っ
た
。
今
日
か
ら
下
弓
田
部
落
の
青
年
が
作
業
に

当
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
ま
た
調
査
員
の
紹
介
と
作
業
上
の
注
意
を
行
っ
た
ｃ
こ
の
日
は

前
々
雨
が
降
っ
た
が
大
し
た
こ
と
は
な
く
、
作
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
口
住
居

址
班
は
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
Ａ
十

一
、
Ａ
十
三
区
を
東
方
に
そ
の
幅
で
長
三

物
延
長
し
て
Ａ
Ｉ
四

Ａ
十
五
の
二
区
を
設
け
住
居
址
第

一
号
の
金
貌
を
出
し
た
。　
一
辺
の
長
さ
二

効
四
〇

翻
の
方

形
で
角
丸
で
な
い
。
そ
し
て
炉
は
南
壁
の
中
央
に
壁
に
接
し
て
あ
っ
た
。
ま
た
層
位
斑
は
各

区
を
掘
り
下
げ
ヴ
て
上
器
の
変
化
を
調
べ
土
層
と
土
器
と
の
関
係
を
か
な
り
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

地
質
班
は
森
酸
氏
を
案
内
と
し
て
遺
跡
周
辺
の
地
形
、
地
質
の
観
察
に
乗
り
出
し
、
た
た

み
だ
に
か
ら
野
枕
、
下
弓
田
、
な
か
ぜ
、
古
城
、
番
屋
の
鼻
、
い
ぬ
け
つ
り
、
金
谷
、
城
の

わ
き
、
け
っ
ん
だ
ば
る
、
狐
塚
を
踏
査
し
た
。
ま
た
測
量
班
は
第

一
日
の
原
点
Ｐ
ｌ
よ
り
測

点
を
Ｐ
２
に
移
動
し
た
。
Ｐ
２
は
Ｐ
ｌ
よ
り
Ю

訥
高
い
Ｐ
２
を
中
心
と
し
て
Ａ
ト
レ
ン
テ
附

近
を
実
測
し
た
。

第
二
日
　

（
一
三
日
、
日
曜
日
）
晴
天

午
前
八
時
過
ざ
出
発
し
て
現
地
に
向
っ
た
。
こ
の
口
鏡
山
、
酒
詰
の
両
氏
が
所
用
の
た
め

引
揚
げ
て
帰
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
西
側
テ
ン
ト
に
両
氏
の
発
掘
に
関
す
る
感
想
を

聞
い
た
。

甥
瑯
潮
硼
嘲
韓
軒
酌
腱
勁
賤
判
軋
吐
附
阻
闘
晦
一
鰐
胸
嘲
螂
つ
鞠
競
膨
撒
囀
ぼ
敵
細
効
瑚
経

崎
式
の
も
の
が
あ
る
が
六
〇
ぞ
八
〇

初
の
深
層
に
は
下
弓
日
の
吉
式
に
属
す
る
土
器
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
地
質
班
は
今
日
は
狐
塚
か
ら
た
た
み
谷
、
乗
越
、
下
弓
日
、　
一
里
塚

に
わ
た
っ
て
地
形
お
よ
び
地
質
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
測
量
班
は
測
点
を
Ｐ
２
か
ら
Ｐ
３

に
移
動
し
た
。
Ｐ
３
は
Ｐ
ｌ
よ
り
三
四

Ｍ
低
い
。
そ
し
て
Ｐ
３
を
中
心
に
遺
跡
の
西
部
地
点

を
実
測
し
た
。

な
お
こ
の
夜
鏡
山
、
酒
詰
、
両
調
査
員
は
年
後
七
時
四
五
分
発
の
汽
車
で
帰
途
に
つ
か
れ

た
。

第
四
日
　

（
一
四
日
、
月
曜
日
）
晴
天

こ
の
日
は
市
の
自
動
車
の
来
る
の
が
遅
れ
た
た
め
午
前

一
〇
時
出
発
し
て
現
地
に
向
っ
た

こ
の
日
同
志
社
大
の
岡
田
氏
が
参
加
。　
　
　
　
こ

ど
附
瑚
卿
卿
醜
辮
形 一
孵
勁
期
勒
駒
鞠
切
諫
陽
」
孵
瑚
朔
硼
賤
嶋
嘲
町
れ
Ｆ
蛸
西 一
陽
疇
面
吸
鋭

測
を
行
っ
た
。地
質
班
は
遺
跡
周
辺
の
基
岩
調
査
お
よ
び
砂
丘
砂
資
料
の
採
集
を
行
っ
た
。測

量
班
は
遺
跡
の
東
都
地
点
を
地
形
測
量
し
た
。す
な
わ
ち
測
点
Ｐ
４
、Ｐ
５
を
設
定
し
た
が
Ｐ

４
は
原
点
で
あ
る
Ｐ
ｌ
よ
り

一
八
磁
低
く
、Ｐ
５
は
Ｐ
ｌ
よ
り
二
五
、〓
一
勤
低
い
位
置
に
あ
る

第
五
日
　

（
一
五
日
、
火
曜
日
）
晴
天

こ
の
日
は
早
目
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
余
国
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

粘
坤
朝
脚
嗣
猟
蜘
取
出
騨
陣
卜
脚
拘
鰤
”
取
脚
物

一 四
効
脚
肛
帰
脱
”
”

・ を
報
嘘

・ し
す
味
唯
【

ン
チ
の
最
下
底
面
の
調
査
発
掘
作
業
を
行
い
、
こ
れ
と
平
行
し
て
Ｂ
十

一
四
、
Ｂ
十

一
五
の

ト
レ
ン
チ
の
層
位
発
掘
を
行
っ
た
。
ま
た
地
質
班
は
下
弓
田
よ
り
福
島
仲
町
ま
で
の
福
島
川

岸
の
地
形
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
炎
天
下
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
測
量
班
は
測
点
Ｐ
６

Ｐ
７
、
Ｐ
８
を
設
定
し
た
。
Ｐ
６
は
Ｐ
ｌ
ょ
り

一
一
五

傲
低
く
、
Ｐ
７
は
Ｐ
ｌ
ょ
り
九
六
肋

低
い
。
実
測
は
遺
跡
の
西
部
地
点
を
鈍
形
測
量
し
た
。

ラ
ジ
オ
は
欝
購
潮
近
ェ
ト
麻
卿
Ｆ
獄
麟
�
虜
闘
珈
購
鰤
相
当
に
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
午

前
八
時
す
ぎ
現
場
に
行
き
、
台
風
が
来
る
と
す
れ
ば
明
日
の
調
査
は
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り

Lェ __



で
な
く
、
現
在
発
掘
し
て
い
る
場
所
も
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
今

日
中
に
仕
事
を
終
っ
て
置
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
各
班
と
も
今
日
中
に
仕
事

の
完
成
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
青
年
団
の
人
夫
に
も
こ
の
こ
と
を
話
し
て
諒
解
を
得
、
終

了
時
間
が
き
て
も
残
れ
る
も
の
だ
け
残
っ
て
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
午

後
に
な
る
に
つ
れ
て
台
風
の
接
近
に
伴
な
い
風
は
次
第
に
強
ま
り
、
海
上
に
は
不
気
味
な
雲

が
現
わ
れ
、
や
が
で
激
し
い
雨
も
降
り
は
じ
め
た
。
そ
れ
で
年
後
五
時
過
ぎ
作
業
を
打
ち
切

り
宿
舎
に
引
揚
げ
た
。
夜
か
ら
風
雨
は
い
よ
い
よ
激
し
さ
を
加
え
、
宿
舎
の
旅
館
も
ぐ
ら
ぐ

ら
揺
れ
る
よ
う
に
な
り
、
調
査
員

一
同
眠
れ
ぬ
夜
を
通
し
た
の
で
あ
っ
た
ぐ

第
七
日
　

（
一
七
日
、
木
曜
日
）
雨
後
は
れ

早
朝
か
ら
ラ
デ
ォ
は
台
風
の
情
報
を
し
き
り
に
伝
え
、
こ
の
急
変
を
聞
い
て
昨
夜
来
″
は

ま
ゆ
う

″
で
や
っ
て
き
た
岸
本
県
社
会
孜
育
課
係
長
は
早
く
調
査
の
結
末
を
つ
け
て
引
揚
げ

で
き
る
こ
と
密
勧
め
ら
れ
た
６
し
か
し
夜
が
明
け
る
と
と
も
に
台
風
は
次
第
に
遠
の
い
た
ら

し
く
、
雨
も
し
だ
い
に
は
れ
て
き
た
。
そ
こ
で

一
同
雨
の
あ
が
る
の
を
待
っ
て
現
地
に
出
か

け
、
昨
日
残
っ
た
仕
事
の
完
成
に
勤
め
た
。
青
年
団
の
人
た
ち
は
既
に
ド
レ
ン
チ
の
埋
め
も

ど
し
作
業
に
従
っ
て
い
た
。

か
く
て
各
班
と
も
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
調
査
を
終
り
午
後
五
時
引
き
あ
げ
た
が
、　
一
同
旅
館

で
入
浴
後
、
永
友
旅
館
本
館
に
集
合
し
、
階
上
で
串
間
市
の
教
育
委
員
会
の
関
係
者
、
地
主

森
氏
と
調
査
員
と
で
最
後
の
晩
餐
を
と
も
に
し
て
、
各
調
査
員
は
翌
日
同
地
を
出
発
し
て
帰

路
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（石
川
）

日
誌

ｏ
其
〓

第

一
国
　
第
七
区
と
、
第
ん
区
を
掘
り
は
じ
め
る
。
深
さ
二
〇

朋
ま
で
掘
っ
た
と
こ
ろ
で

次
に
第
八
区
と
、
第

一
〇
区
と
を
二
〇

駆
掘
り
、
別
に
人
夫
二
人
で
、
第

一
一
区
を
同
じ
深

さ
ま
で
掘
ら
せ
る
。
こ
れ
で
正
午
ま
で
に
、
第
七
区
か
ら
、
第

一
一
区
ま
で
、　
一
様
に
二
〇

肋
掘
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
遺
物
は
、
ば
つ
ば
つ
発
見
さ
れ
る
が
、
多
く
な
く
、
第
九
区
な
ど

は
殆
ん
ど
、
何
も
出
な
か
っ
た
。
第
八
区
で
は
、
陶
磁
器
の
破
片
が

一
個
出
た
。
年
後
に
な

つ
て
か
ら
、
平
均
三
〇

勁
を
桝
る
。
合
計
表
土
か
ら
五
Ｏ

Ｍ
の
深
さ
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る

二
〇

翻
で
は
ぼ
表
面
の
耕
上
が
つ
き
て
、
次
は
殆
ん
ど
砂
ば
か
り
の
層
に
な
る
。
こ
の
層
か

ら
、
市
来
式
と
確
認
出
来
る
土
器
の
小
破
片
が
多
く
出
は
じ
め
た
が
、
五
〇

初
の
底
で
、
最

も
遠
物
の
多
い
包
含
層
の
上
を
は
が
す
こ
と
に
な
っ
た

（断
面
図
参
照
）
。
こ
の
き
わ
ど
い

層
か
ら
、
中
位
の
大
き
さ
の
上
器
片
が
、
続
ぞ
く
あ
ら
わ
れ
、
こ
と
に
第
九
区
か
ら
は
、
大

き
な
石
皿
が
、
殆
ん
ど
水
平
位
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
付
近
か
ら
は
、
特
に
大
小
、
多
数
の

上
器
片
が
発
見
さ
れ
た
。
み
な
市
来
式
で
あ
る
。

（石
皿
の
位
置
を
平
板
に
入
れ
、
カ
ラ
ー

で
撮
影
）
。
深
さ
五
〇

醜
ま
で
掘
っ
た
の
は
、
第
七
区
と
、
第
九
区
を
除
く
、
第
八
区
、
第

一
〇
区
、
第

一
一
区
で
、
五
時
半
に
な
り
仕
事
中
止
。

第
二
日
　
酒
詰
の
部
分
か
ら
掘
り
は
じ
め
た
。
昨
日
は
シ
ャ
ベ
ル
に
か
か
っ
て
来
た
土
器

片
を
、
無
理
に
掘
ら
ず
に
残
し
て
置
い
た
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
が
、
今
日
は
遠
慮
な
く
深
か

く
掘

っ
た
。
こ
と
に
第

一
一
区
は
、
地
主
の
森
氏
が
手
伝
っ
て
や
る
と
言
う
の
で
、
最
初
か

ら
掘
り
進
め
て
く
れ
た
が
、
暫
く
し
て
森
氏
は
遠
藤
氏
の
道
案
内
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

一
時
間
ほ
ど
で
中
断
し
た
。
こ
の
区
は
、
た
だ
、
最
初
二
〇

助
掘
っ
た
時
か
ら
、
既
に
多
少

土
器
の
変
っ
て
い
る
こ
と
が
感
ず
か
れ
た
が
、
森
氏
が
今
日
発
掘
し
た
資
料
の
大
部
分
が
岩

崎
下
層
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。　
一
〇
時
の
休
み
ま
で
に
、
第
七
区
と
、
第
れ
区
の
掘

り
残
し
が
、
大
体
完
掘
さ
れ
た
。
第
七
区
は
仲
な
か
遺
物
が
豊
富
だ

っ
た
が
、
第
九
区
の
方

も
、
そ
れ
に
負
け
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
昨
日
も
、
各
深
さ
か
ら
、
相
当
多
く
、
石
錘
が
発
見

さ
れ
た
が
、
今
日
も
包
含
層
か
ら
、
非
常
に
多
数
の
石
錘
が
出
上
し
た
。
引
き
続
き
第
八
区

と
、
第

一
〇
区
も
発
掘
し
て
貰

っ
た
が
、
こ
の
方
は
昼
食
後
、
大
体
午
後
三
時
頃
ま
で
に
全

部
掘
っ
て
し
ま
っ
た
。
遺
物
は
土
器
片
と
、
石
錘
で
あ
る
。
砂
地
な
の
で
、
発
掘
は
容
易
で

あ
る
。
続
い
て
、
森
氏
の
掘
り
残
し
た
、
第

一
一
区
を
人
夫
に
握

っ
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
の

方
は
市
来
式
は
数
片
で
、
あ
と
は
全
部
岩
崎
下
層
式
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
南
東
の
方

へ
向
っ
て
、
こ
の
式
の
上
器
が
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
今
日

一
日
の
結
果
を
ム

リ
返
っ
て
見
る
と
、
上
述
五
っ
の
区
を
通
し
て
、
特
に
ど
の
区
か
ら
多
く
遺
物
が
出
た
と
言

う
よ
う
な
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
日
も
第
八
区
か
ら
、
大
き
な
石
皿
が
出
上
し
た

が
、
人
夫
が
動
か
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
測
図
も
、
撮
影
も
出
来
な
か
っ
た
。
最
下
層
か
ら

ば
つ
ば
つ
大
小
の
軽
石
が
出
、
ス
レ
ー
ト
の
破
片
も
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
自
然
石
は
、

み
な
砂
岩
の
よ
う
で
あ
っ
た
６

一
応
五
っ
の
区
全
体
の
発
据
を
終
了
し
た
後
、
あ
げ
土
の
始
末
を
さ
せ
、
そ
の
後
第
七
区

そ
徹
底
的
に
深
か
掘
り
を
し
て
貰
う
。
包
含
層
か
ら
下
方
の
上
層
の
変
化
を
知
る
た
め
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
か
ら
は
遺
物
は
全
く
出
な
か
っ
た
。
上
の
砂
よ
り
も
幾
分
白
味
を
お
び

た
粗
ら
砂
で
、
先
ず
三
〇

物
を
平
に
は
り
、
次
に
ま
た
三
〇

助
を
掘
る
よ
う
に
命
ず
る
。
遺

物
は
全
く
な
い
。
遺
跡
の
北
へ
離
れ
た
方
に
、
音
砂
を
掘
り
と
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
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に
も
包
合
層
が
見
え
て
い
る
と
言
う
の
で
、
観
察
に
出
か
け
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
包
含
層
の

二
米
下
方
ま
で
は
、
同
じ
白
い
、
粗
砂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
遠
藤
氏
に
よ
る
と
、
そ

れ
は
な
お
十
数
米
は
続
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
遺
跡
は
、
当
時
の
砂
洲
の
上
に

あ
っ
た
こ
と
が
明
か
で
、
下
の
方
に
別
の
包
含
層
な
ど
の
あ
る
心
配
は
な
い
こ
と
が
解
っ
た

付
近
に
鉄
滓
の
出
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
う
の
で
、
探
し
ま
わ

っ
た
が
、
遂
に
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
代
り
師
楽
式
ら
し
い
土
器
片
が
、　
一
面
に
散
乱
し
て
い
る
と
０
ろ
を
見
つ
け

た
。
後
で
森
氏
の
話
に
よ
る
と
、
鉄
滓
は
も
う
す
こ
し
別
の
方
で
、
師
楽
式
ら
し
い
も
の
の

方
は
海
岸
線
に
沿
う
て
、
断
続
し
つ
つ
ず

っ
と
南
へ
続
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
は
ど

く
新
ら
し
い
時
代
に
、塩
を
焼
い
た
こ
と
も
あ
る
と
石
川
恒
太
郎
氏
か
ら
も
教
示
を
受
け
た
。

現
場
へ
戻

っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
人
夫
は
丁
度

一
回
目
の
三
〇

協
を
掘
り
終

っ
た
と
こ
ろ
で

さ
ら
に
次
の
二
〇

防
を
掘
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
勿
論
遺
物
は
何

一
っ
発
見
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
、
第
二
回
目
は
床
の
一
部
だ
け
を
、
さ
ら
に
三
〇

勤
握
る
よ
う
に
、
改
め
て

下
命
し
、
そ
の
様
子
を
見
た
が
、
そ
こ
か
ら
も
同
じ
粗
砂
が
出
つ
づ
け
る
の
み
で
、
何
の
変

化
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
日
は
四
時
半
頃
で
仕
事
を
打
ち
切
っ
た
。
　

　

　

（酒
詰
）
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